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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夢とも現うつつとも知れぬ虚こ空くう。

　寄せては返す波間のような微睡まどろみに女は身を任せていた。

　目を閉じて、四し肢しから力を抜ぬき、ただただたゆたう。

　どれほどそうしていたか。

　ふいに、何かに腕うでを摑つかまれ、水みな底そこから無理矢理に引き上げられるような感覚に襲おそわれて。

　そうして重いまぶたを押し上げれば、そこには見知った男の姿があった。

「ご無ぶ沙さ汰たしております。ご機き嫌げんはいかがですか？」

「……ついこの間、会うたばかりと思うが、それでも無沙汰というのかのう？」

「挨あい拶さつとはそういうものですので、ご容よう赦しやください」

　微睡みを破られた不機嫌さを隠かくさずに女が言えば、腰こしを折り、慇いん懃ぎんな言葉をもって男は応じる。

「そういうもの、のう。……それで？　何用か？」

　そんな男の態度に一いつ瞬しゆん柳りゆう眉びをひそめたが、諦あきらめたように吐と息いきを一つ吐つくと、女は再び口を開いた。

「はい。もうすぐ〝祭り〟でございますので、そのご挨拶に……」

「祭り……のう。もうそのような時分か」

「はい。例年通り既すでに準備は始めております。お召めし物から順に……」

　定められた口上を読み上げるような、味けない男の声を聞きながら、女は一つあくびをした。

「ふむ、代わり映ばえのしない祭りでは皆みな飽あきてしまわぬかのう」

　それから唐とう突とつに、何か思いついた顔で呟つぶやけば。

「はい？」

　男と女の視線はそこでようやく交わった。

「だからの、今年は祭りの趣しゆ向こうを、少し変えてみてはどうかのう？」

　長く艶つややかな銀糸の髪かみをかき上げながら、女は思わせ振ぶりな眼まな差ざしを送ったが、男は黙だまって数秒見返すだけだった。

「趣向を変えるとは、どのような？　まさか……祭りを行わないと？」

　そして、静かに問う。

「そうではないよ。祭りは行う。ただ、客人を招き、楽しんで貰もらうために妾わらわがほんの少し趣向をこらそうと、それだけのこと」

「では、私わたくし達たちの願いは？」

「ちゃんと叶かなえるとも。……だからのう、良いだろう？　妾の暇潰しげーむに付き合うくらいは、の？」

　悪戯いたずらな光を黄金きん色の双そう眸ぼうに宿した女をじっと見つめて、やがて男は頷うなずいた。

「わかりました、おおせのままにいたしましょう。ですが、あまりはしゃぎすぎぬよう願います」

「わかっておるよ。ふふ、それでは〝祭りげーむ〟の準備を始めようかのう」

　そうして、女の紅あかい唇くちびるにはようやく常と同じ笑えみが浮うかんだのだった。
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　深い深い、光の届かぬ森の中。

　その中に女が一人佇たたずんでいた。

　ふいに強い風が吹ふいて、森を揺ゆらし、木々の梢こずえを鳴らしていった。

　けれど、背筋を真まっ直すぐに伸のばしたまま、女はその風の中で微び動どうだにしなかった。

　そうして五感と──もう一つの感覚を研とぎ澄すます。

「……やはり、ここでは神の声は聞こえないな」

　誰だれにともなく呟いて、ようやく体から力を抜くと先さき程ほどの風で乱れた長い髪を手て櫛ぐしで整え、きつく結ゆい上げた。

　それから、着物の袂たもとから一枚の仮面を取り出して、じっと見つめる。黒くろ猫ねこを象かたどったそれは、けれど愛らしさの欠片かけらもなく、穿うがたれた目はうつろで、ただただ冷たかった。

「……そういえば、どうなった？」

　何が、とも言わず周囲もりに問いかければ、どこからともなく人ひと影かげが現れ、女に仮面を差し出した。

　自分の仮面を仕し舞まい、女がそれを受け取れば、人影はまた森に溶とけた。

「……少々凝こったようだな」

　仮面を見た女の声に、ほんの少しだけ感情がこもる。

　手て渡わたされた仮面は同じく黒猫を模したものだったが、その真ん中に、稲いな妻ずまのような銀色の線が一本入っていた。一度割れてしまった物を修理なおさせたのだが、その際に一ひと工く夫ふうされたようだ。

「まあいい……手みやげは、これで十分だろう」

　ひとりごちると、女は再び唇を結び、顔を引き締しめた。

「では、皆の者、参ろうか──神を奪うばいに」

　その声に、森が揺れた。

























　三月も下げ旬じゆんだというのに、吐はき出す息はまだ微かすかに白くけぶる。

　けれど日ひ射ざしはもう春のうららかさで、そんな中、私立叶野かのう学園高校の卒業式は晴れやかに行われた。

　未まだ咲さかない桜の花の代わりの紙かみ吹雪ふぶきに送られて卒業生は叶野学園を後にした。新しい世界への旅立ちだ。

　まあ実際は、送り出される方は主に進路関係で悲喜こもごもで、誰もが薔薇ばら色の未来とはいかないだろうが、送り出す在校生おれたちは荷物を一つ降ろした気分だ。

「紙吹雪はなびら、綺き麗れいに飛んで良かったね」

「はい、とってもキレイでした！」

　生徒会室の自分達の定位置に座って話す尾お田だ一かず哉やと羽は黒ぐろ花か南なんの顔にはそれぞれ安あん堵どの表情が浮かんでいた。ただし、卒業式で感かん極きわまり泣きまくった羽黒の目め尻じりはまだ赤かったが。

「天気も良かったし、これも俺の日ひ頃ごろの行いがいいからだな」

　青空の下もと、美しく舞まい踊おどった紙吹雪を思い出しながら俺が言うと、なぜか尾田と羽黒は一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくした。

「そ、そうですね」

　そして、どこかぎこちなく羽黒は頷いたが、尾田は結局その件に関してはコメントしなかった。

　なぜだ、尾田？　俺──秋あき庭ば多た加か良らの日頃の行いの素す晴ばらしさは知っているだろう？

「でも、掃そう除じは少し大変だったね」

　だが、俺がそれを尾田に問いただす前に、微び妙みように話題の方向を変えられてしまう。

「それは確かに」

　桜の開花が遅おそい叶野市の卒業式を盛り上げる為ために俺達が考えた、紙吹雪を飛ばすという趣しゆ向こうは大好評を得たが、後始末が大変なのが難点だった。

　その片付けを先さき程ほどやっと終えて、それでいま俺達は生徒会室でようやく一息入れているのだった。

「はい、どうぞ。今日は桜湯よ」

「ありがとう」

「わあ……」

　本日桑くわ田た美み名な人とがみんなに振ふる舞ったのは桜湯で、薄うすい陶とう器きの中をのぞき込んだ羽黒は嘆たん声せいをあげた。

「ありがとう。これは、叶野市の桜か？」

「ええ、去年の桜だけれど、ね」

　俺も湯飲みの中を見つめて、桑田に問えば微かすかな笑えみと共にそんな答えが返ってきた。

　去年の花と知らされても、湯飲みの中で開いた桜の花は春めかしく、不思議と気分が華はなやいだ。

　窓から差し込むのどかな日の光と桜の香かおりが相まって、生徒会室は穏おだやかな春の空気に包まれる。

　いつもならばそろそろこの静せい寂じやくを破は壊かいしに約一名がやって来るはずだが、今日はその襲しゆう撃げきを心配する必要はない。

　なぜならば、卒業式に着物を着て現れた鈴すず木きは教師陣じんに連行されたままだから、だ。

　確かに例年、男女を問わず、卒業生の中には制服ではなく着物で出席する者はいる。そこは叶野学園高校の教師も咎とがめない。

　だが、鈴木は主役の三年生でもない上に、着てきた着物は振り袖そで──つまり女物だったのだ。普ふ段だんは寛かん容ような叶野学園教師陣も卒業式という格式張った場での鈴木の暴挙をさすがに許さなかった。

　養護教きよう諭ゆの水み月づきと、美術教師の新にい村むらの二人だけは大爆ばく笑しようしていたが、それ以外の全すべての教師の怒いかりを買ったので、今いま頃ごろまだ絞しぼられていることだろう。

　そして、連行された鈴木の代わりに送辞を読んだのは、俺だ。俺はリハーサルも無しに、その大役を完かん璧ぺきにやり遂とげた。

　在校生及および教師陣に俺の有能さをたっぷりと見せつけることが出来たから、これで次の生徒会長選挙は勝ったも同然だ。

　湯飲みを口くち許もとに運びながら、例の椅い子すに目をやって俺は忍しのび笑った。

「ふっ、ふはは」

「あ、秋庭さん？」

「えーと、羽黒さん、いま多加良は野望ゆめの国に行っているから、ちょっとの間そっとしといてあげようね」

「そうね、それがいいわ。この顔はこの顔で貴重だし……」

　どこか生温かい視線を三人に投げかけられても俺の頰ほおは緩ゆるんだまま、中々元に戻もどらなかった。

　が、音は軽くてもどこか騒そう々ぞうしい足音が耳に届いたのと同時に、俺は表情を引き締しめた。

　そうして、予想通りその足音は生徒会室の前で止まり、壊こわれるのではないかと少々心配になる位、勢いよく扉とびらが開け放たれる。

　ツインテールの髪かみを今日も元気よく揺ゆらしながら、遠えん慮りよなく部屋の中に足を踏ふみ入れ、

「多加良ちゃんっ！」

　いつものように俺の名前を呼びながら、腕うでの中へダイブしてきた少女の名前は和かのう彩いろ波は。

　四月には叶野学園中等部の三年生になるはずだが、相変わらずそうと思えないほど、小こ柄がらで軽く、顔立ちも幼い──だから、俺も簡単に受け止められるのだが。

「多加良ちゃん、元気だった？　彩波だよっ、いいとこいっぱい彩波だよ!!」

「ああ、元気だ」

「いいとこいっぱい？　それはいますぐ訂てい正せいすべきじゃないかしら」

　彩波の前口上にすかさず桑田が文句をつける。

「訂正なんてしないもん！　彩波は美名人ちゃんと違ちがって本当にいいとこいっぱいだもんっ！」

　すると彩波も言い返して、二人は俺を挟はさんで睨にらみ合う。

　空が晴れていても曇くもっていても、この二人はいつも会った瞬しゆん間かんから一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　なんとか桑田と彩波の不仲を解消したいと思ってはいるのだが、どんなに考えてもその原因がわからないため、俺にしては珍めずらしく問題を保留している。

「あのあの、彩波さんにも美名人ちゃんにも良いところがたくさんありますよ。だから、仲良く……」

　勇気を振り絞って、羽黒が二人の間に割って入ったが、そこに漂ただよう真冬の空気に結局飲まれて引き下がる。そんな羽黒を見て、憐あわれに思ったのか、それまで静観を決め込んでいた尾田がやっと口を開く。

「二人とも、その位にしないと……嫌きらわれるんじゃない？」

　誰だれに、とは言わなかったが、尾田の言葉は魔ま法ほうの呪じゆ文もんのように効いて、二人の睨み合いはひとまず終しゆう了りようとなった。

　もしかしたら、この問題の解決は尾田に委ゆだねた方がいいのかもしれないと考えながら、彩波を下に降ろすと、彩波は軽く頰を膨ふくらませた。けれど、文句は出なかったのでここは見なかったことにする。

「で、彩波どうしたんだ？　中等部はおとといから春休みだろ？」

　今年も例年通りの日程で中等部の卒業式は行われたはずだ。そうすると、今日の彩波は自宅からここに来たことになる。それを裏付けるようにオレンジ色のコートの下は私服のようだし。ただ、彩波の家は学園からは遠いから、わざわざ自動車くるまを出して貰もらわなければならないはずだ。

　そこまで考えて、

「ああ、理事長を迎むかえに来たのか？」

　一つの可能性にたどり着いて尋たずねた。

　叶野学園高校及び中等部の理事長である彩波の父親──和登とう生いは叶野市のみならず、日本中を股またに掛かけて活かつ躍やくする企き業ぎよう家かだ。それらの企業の本ほん拠きよ地ちは叶野市に置かれてはいるものの、実際に彼が叶野市にいるのは、年に三分の一以下だという。

　それでも、理事長として卒業式には毎年律りち儀ぎに出席していて、今日もちゃんと顔を見せていた。

　そんな多た忙ぼうな父親を迎えに来たのかと思ったのだが、俺の問いに彩波は大きく首を振ふり、それに合わせてツインテールも大きく揺れる。

「ううん、違うよっ！　今日はね、みんなに招待状を持って来たんだよっ!!」

　にこにこと笑いながらそう言って、彩波は肩かたから掛けていた小こ振ぶりなバッグの中から五枚の封ふう筒とうを取り出した。

「はい、どうぞっ！」

　そして、順番に俺達にそれを配っていく。

　とりあえず受け取って、宛あて名なが間違っていないことを確かめて、更さらに裏を見ればそこには八弁の花が意い匠しよう化された、和家の独特な家か紋もんで封ふうがなされていた。

「……はい。本当は呼びたくないけど、美名人ちゃんにも」

「それは、お互たがいさまね」

　実際双そう方ほう不ふ愉ゆ快かいそうに、彩波は桑田に封筒を渡わたし、桑田は封筒を指先だけで受け取る。

「招待状ってことは、彩波さんの誕生日会とか？」

「お誕生日会、ですか。素す敵てきですね」

　尾田が封筒の手て触ざわりを確かめながら推測すれば、羽黒がそれを確定情報のように捉とらえて喜ぶ。しかし、

「ううん、違うよっ！　彩波のお誕生日は夏だもんっ!!」

　即そく座ざに否定され、がっくりと項うな垂だれる。するとトレードマークの三つ編みも一いつ緒しよに萎しおれて見えるのが不思議だ。どういう仕組みかその内解明したい気もする。

「そうですか、残念です。お誕生日会というのには呼ばれたことがなかったので……」

　去年の終わりに叶野学園に転入してきた羽黒は、それまで政府の機密機関とやらに所属していた、いわゆる霊れい感かん少女だ。その為ため、特とく殊しゆな経験は多くてもその逆に、俺達にとって日常的な行事の経験値が圧あつ倒とう的に少ない。

　だから、なんでも初めての子どものように喜ぶのだが、今日はそれがぬか喜びに終わってしまったことに気を落としている。

　あまりの項垂れっぷりに、尾田が申し訳なさそうに声を掛ける。

「あの、ごめん、僕が勘かん違ちがいしたから……ええと、羽黒さん元気を出して」

「花南ちゃん、大だい丈じよう夫ぶだよ！　去年のお誕生日会は外国でやったからみんなを呼べなかったけど、今年のお誕生日会には花南ちゃんも呼ぶからね！」

　けれど、その慰なぐさめよりも、彩波の発言の方が羽黒には効果があったようで、顔を上げて彩波を見る目は輝かがやいていた。

「ほ、本当ですか！　嬉うれしいですっ！」

「良かったわね、花南ちゃん。でも、その前に花南ちゃんのお誕生日会をやるっていうのもいいわね」

「わ、私のっ、誕生日会ですかっ！」

　桑田の言葉を聞いた羽黒は、頰ほおを上気させて、卒そつ倒とうせんばかりに喜んだ。

「そうだな、誕生日会もいいな。……で、彩波結局これはなんの招待状なんだ？」

　確か、羽黒の誕生日は五月だったと思い出しながらも、ひとまずこの件には決着が付いたので俺は話の軌き道どう修正を図った。

「うん、それはね、かのう様のお祭りの招待状だよっ!!」

　彩波が、声も高く言い終えた時には、俺は既すでに封を切っていて──手て遅おくれだった。

「……かのうの、祭り？　そんなものがあるとは初耳だ、が？」

　若じやつ干かん震ふるえる声で彩波に話しかけながら、俺は既に開けてしまった封筒を、どうにかもう一度閉じようと、無む駄だな抵てい抗こうを試みる。

「確かに、初めて聞くね」

「そうね、神社のお祭りなら行ったことがあるけれど」

　ぎりぎりのところで、開封という事態を免まぬかれた尾田が言えば、桑田も頷うなずく。

「でも……ご神体かのうさまが存在いるのならば、確かにお祀まつりが必要ですよね」

　羽黒だけは、どこか俺達とニュアンスの違う台詞せりふを呟つぶやきながら、手の中の封筒をじっと見つめる。

「いつもはね、彩波達だけで……和家の身内だけでするお祭りなんだけど、今年はみんなもご招待なんだって！　よかったね!!」

　俺達の浮うかない顔が果たして見えているのかいないのか、彩波は極きわめて明るく言ってくれた。

　和家の身内で行われる祭りだから、俺達は知らなかったのだと、その点ははっきりしたが、今度はその身内の祭りに俺達が呼ばれる理由がわからない。

「そうなんですか。ありがとうございます」

　そこを問いただそうと、俺が口を開きかけた所で、何の迷いもなく封筒を開けようとしている羽黒が目に入り、俺はその手を慌あわてて摑つかんだ。

「羽黒、よーく考えろ。これは厄やつ介かい事ごとへのパスポートだぞ」

　じっと目を見て、諭さとすように言い聞かせる。

「えっ、お祭りは海外でやるんですか？　ということは神社は外国に？」

「いやっ、いやいやいや、羽黒さーん、相変わらず強ごう引いんなボケだね」

　一気に脱だつ力りよくしてしまった俺の代わりに、軽く突つっ込みながら、今度は尾田が羽黒の手を止めた。

「そうよね、厄介事よね」

　そんな俺達を横目に見つつ、桑田は封ふう筒とうを光にかざして見る。

「もうっ！　多加良ちゃんも美名人ちゃんもっ、厄介事じゃないよっ！　お祭り！　かのう様の為の特別なお祭りなんだよっ!!」

　それまで黙だまっていた彩波が抗こう議ぎの声を上げたのはその時だった。精せい一いつ杯ぱいに背せ伸のびをしながら、めいっぱい頰を膨ふくらませて、俺達を睨にらむ。

　彩波が俺に対してこんな行動に出ることは少ない。ということは、この祭りは、いま彩波が言った通り、特別な意味を持つのだろう。

　あろうことか、あの腹黒生物──あくまで推定──を信しん仰こう対象としている和一族にとっては。

「……特別な、お祭りですか」

　その言葉を嚙かみしめるように、羽黒は繰くり返して、それから彩波の顔を見つめて問う。

「それで、お祭りは本当はどこで行われるのですか？」

「彩波のお家うちだよっ！　その招待状にちゃーんと書いてあるけどねっ！」

　唯ゆい一いつの理解者を見つけたとばかりに、彩波は破顔して羽黒に答える。そして、とうとう羽黒はその封筒を開けてしまった。

「開けちゃったわね」

　半分呆あきれたように桑田は呟き、羽黒の手の中の手紙を一いつ緒しよにのぞき込む。

「お祭りは……四日後ですか」

「うん、そうだよっ！　みんな絶対に来てねっ！」

「悪い、彩波。その日は用事がある」

　俺は、思い切り噓うそを吐ついた。

　その祭りが普ふ通つうの祭りであるならば、俺も行っても良いいと思っただろう。けれど、よりによって〝かのうの祭り〟なのだ。絶対に遠えん慮りよしたい。

「え、ええと、僕もちょっと」

「私も新しいティーセットを見に行く予定があるの」

「皆みなさん、ご用事があるのですか。では、行けるのは私だけですか？」

　自分の意思で行くつもり満々の羽黒はもう仕方ないと諦あきらめて、尾田と桑田も俺と同じように白々しい噓を吐く。

「ええーっ！　ねえねえ、本当にみんな用事があるの？」

　ただ全員が、いつも無む邪じや気きな彩波にさえ見破られるレベルの噓しか言えなかったわけだが。

　自分と目を合わせようとしない俺達を見て、彩波は途と方ほうに暮れた表情をした。幼い顔立ちの彩波にそんな顔をされれば、良心は痛むが、背に腹は代えられない。

「あの、皆さん、何とか都合をつけられないのですか？」

　俺達の噓に気付いているのかいないのか、優やさしい羽黒はそんなことを言い出す。

　許せ、羽黒。春休みくらい穏おだやかに過ごさせてくれ。心の中で謝りながら、俺は二人から目を逸そらした。

「うん、わかったよ、多加良ちゃん、尾田ちゃん、美名人ちゃん。でも……最後にお父様から預かってきたお手紙は読ませて」

　心に疚やましさがあるため、俺も尾田も桑田も、彩波のけなげなその申し出を退けることだけは出来なかった。

「じゃあ、読みます」

　それぞれ姿勢を正して、俺達は彩波の声に耳を傾かたむけるべく集中した。

「前略。叶野学園高校生徒会のみんな、元気かな？　理事長はとっても元気です。さてさて、みんな、この間仮け病びようを使って半日ずる休みをしたことはバレています。バレバレです。それと、去年、たくさん授業をさぼったこともです。事情があったとはいえ、悪いことですねぇ。生徒会の仕事は大切だけど勉強も大切です。ということで、補習を受けてください。お祭りに来てください。つまり、それをもって補習とします！　来ないと進級できません。っていうか理事長権限で進級させませんから！　それでは、待っています。くさ……間ま違ちがえちゃった。草そう々そう」

　彩波がその手紙を読み終えたとき、生徒会室に満ちていたのは、どうしようもなく重い空気だった。

　微び妙みように軽い文体に反比例して、その内容は俺達に大きな衝しよう撃げきを与あたえた。桑田は眉まゆ一つ動かさないまま、ただ机の上に伏ふした。

　祭りに参加しないと、進級できない？

　なんですか、それは？　学年首席の俺が補習？　祭りが補習？

「ものすごい……横暴だ」

　そんな中、青ざめながらも、なんとか最初に声を絞しぼり出したのは尾田だった。だが、俺はまだ声を発することが出来なかった。

　ゆっくりと顔を上げた桑田と共に、首を縦に振ふることで同意を示して。

「本当に補習と書いてありますね」

「うん、ハンコも押してあるんだよっ！」

「これが理事長印ですか。お花のような形なんですね。あれ？　あの、皆さん、大だい丈じよう夫ぶです……か？」

　正直者二人の会話に耳を塞ふさぐことも出来ず、俺達は一いつ斉せいにため息を吐いた。

「これはもう、逃にげられないってことね」

「じゃあ、お祭りに参加されるんですか？」

「ええ」

「わーい、嬉うれしいなっ！　もちろん多加良ちゃんと尾田ちゃんもだよねっ!!」

　彩波ににこにこと笑え顔がおを向けられて、桑田に続き俺と尾田も頷うなずかないわけにはいかなかった。

「ところで、彩波。その身内の祭りに、なぜ俺達が呼ばれるんだ？」

　そして、俺はようやくその問いを口にする。

〝祭りの主役〟と残念ながらちょっとどころではない顔見知りの俺達だが、それでも和一族の祭りに、血けつ縁えん関係という意味では無関係な俺達が呼ばれるというのは、やはり不思議だ。

「あのね、みんなとかのう様は、お友達になったからだよっ！　だからみんなをお祭りに呼んだらどうかって、かのう様が言ったんだよっ!!」

　ああ、しまった。分かりきっていたことを訊きいてしまった。アレと友達になった覚えなど全くなかったが、祭りなんていかにもあいつが好きそうなことだったのに──と、俺の頭が後こう悔かいの念に占しめられた、次の瞬しゆん間かん。

　日の光よりも強きよう烈れつな閃せん光こうが室内を満たし、視界を奪うばう。その眩まぶしさを頭で理解する前に、反射的に瞼まぶたを閉じて。

　そうして、今度は自分の意志でもって目を開けば、そこには見慣れた妖よう怪かいもどきがいた。

　銀色の長い髪かみは踝くるぶしにまで届いて、黒地の着物に良く映はえる。そして金色の虹こう彩さいの双そう眸ぼうは陽光を受けて更さらに光り輝かがやく。

　誰だれもが美しいと認める姿をしているが、人間では無い上、一ひと筋すじ縄なわではいかない性格をしていることを、知りたくもないのに、その名と共に俺は知っている。

　かのう様──叶野市限定でだが強大な力を振るうことが出来る存在。そして、和一族が信しん仰こうする対象モノ。

「無ぶ沙さ汰たをしたが、皆みなの者元気であったかのう？」

「全然久し振ぶりだっていう気はしませんけど、元気です」

　声だけは優しげにかのうが言えば、律りち儀ぎに尾田が返事をする。

「それは重ちよう畳じようだのう。して、他ほかの三人はどうかのう？」

「あ、はい、元気です」

「一応、ね」

　俺の個人的見解としては、かのうは無視して去るのを待つのが一番いいと思うのだが、実際にそれが成功した例ためしはない。

「多加良はどうかの？」

　なぜならば、こちらが応じるまでかのうはしつこく絡からんでくるからだ。

「……かのうの祭り、とやらに招待されるまでは元気だった」

　皮肉というにはストレート過ぎる台詞せりふと共に中空に浮うかんだままのかのうを軽く睨にらみ上げれば、目もく論ろ見みが成功したことを喜ぶような笑みがその唇くちびるには刻まれていて。俺はかのうと出会ってしまった我が身の不運をつくづく思う。

　しかも出会っただけでは済まされず、叶野市の人間に蒔まかれた〝願いの植物はな〟を咲さかせて、それを百本摘つみ取れたらクリアというゲームに強制参加させられている──それも現在進行形で──のだから、俺はもしかしたら自分で思っている以上に不幸なのかもしれない。

「そんな顔をするのではないよ。せっかくの色男が台無しだの」

　自他共に認める悪人顔に、わざわざ顔を近づけてそんなことをしゃあしゃあと言ってのけるあたり、本当にかのうは性格が悪い。

「それで、何のご用ですか？　お祭りには行きますから用がないのなら早くお帰りになったらどうですか？」

　そこで桑田が俺とかのうの間に割って入ってくる。桑田も結果的にいつも俺と一いつ緒しよにかのうの持ち込む厄やつ介かい事ごとに巻き込まれているから、かのうに少なくとも「好意」は持っていないだろう。いつもは静かに澄すんでいる桑田の双眸がいまは少々きついのがその証しよう拠こだ。

「ふふ、美名人は相変わらずだのう。まあ、確かに用という用も無かったのだがのう……」

　そう言いながら、かのうが髪をかき上げれば、腕うでに嵌はまった金色の連環わが擦こすれて、しゃらんと鈴すずのような音を立てる。

「もしかして、名前を呼ばれたから出てきただけですか？」

　苦く笑しよう混じりに尾田が言えば、小首を傾かしげて笑みで返す。

「いやいや、あまりにも皆が祭りを嫌いやがるのでのう、少しぴーあーるをしようかと思うてのう」

「あの……そのお祭りというのはどのようなものなのですか？」

　どうも祭りに心こころ惹ひかれるものがあるようで、ピーアールという言葉を聞くと羽黒は遠えん慮りよがちに──はっきりいってそんなものは不要だと思う──尋たずねる。

「おお、花南は招待を喜んでくれているようだのう。ほんに愛ういことだのう」

「訊かれたことには簡潔に答えろ」

　あまり長い時間、かのうが姿を現していると憑より坐ましである彩波には負担がかかる。それを思って俺が口を挟はさめば、かのうは軽く肩かたをすくめた。

「では、答えようかのう。まあ、内容については当日のお楽しみということでの」

「そ、そうですか」

　せっかく待っていた答えが、はぐらかすようなそれで、羽黒は困こん惑わくしたように微かすかに眉まゆを寄せた。素す直なおな羽黒には、かのうは手て強ごわすぎる相手だ。

「かのう、真面目まじめに……」

「だがのう……」

　俺が羽黒の代わりに抗こう議ぎの声を上げかければ、そこにかのうの声が重なって、俺はひとまず口を噤つぐんだ。もっとも、くだらないことを言った場合は即そつ刻こく黙だまらせるつもりで。

「確かに妾わらわの為ための祭りだがの、人間が楽しむための趣しゆ向こうも此こ度たびは色々と用意したのでのう、楽しみにしているがいいよ」

　そこで、もったいぶるようにかのうは言葉を切り、

「何より、一いつ泊ぱく二日の祭りだからのう」

　そう言って、紅あかい唇をゆっくりと持ち上げた。

「……二日も付き合わなきゃならないのか」

「さすが、補習」

　俺と尾田は顔を見合わせ、合図もないまま揃そろってため息を吐ついた。

「ああ、やっぱりお祭りは宵よいから始まるのですか」

　巫女みこという素養がある羽黒は、それなりの知識を持っているらしく、一人得心して頷うなずき。

「……一泊」

　桑田はその点に妙みように反応して、小さく呟つぶやくと、先ほど手て渡わたされてそのままだった封ふう筒とうを慌あわてた手つきで開けた。

「本当だわ」

　表情こそいつもと変わらなかったが、招待状の文面を何度も目で追って、その点を確かめる。

「どうした、桑田？」

　桑田にしては珍めずらしい、性急な仕草を訝いぶかしく思って尋ねれば、

「な、ななな、何でもないわよっ！」

　慌てた声が返ってきて、俺は更に疑問を深めた。

「風邪かぜでもひいたのか？」

　心なしか頰ほおが赤く見えたので、重ねて訊きけば、もの凄すごい勢いで首を振ふる。

「ああ……色々考えているみたいだね。うん、多加良、わからないなら少しの間そっとしておいてあげなよ」

　妙に悟さとった目をした尾田は、俺の肩に手を置くと、示し唆さに満ちた台詞せりふを寄よ越こした。

「……放ほうっておいていいのか？」

　確かめるように、もう一度尋ねても尾田は頷くだけだったので、俺はその指示に従うことにした。

　だが、思い切り肩を揺ゆらして、それでも笑いを堪こらえているつもりらしい約一名を無視するつもりはない。

「かのう、何を笑っている？」

「い、いや、すまぬが、それは言えぬのう」

　体を半分に折って、着物の帯の辺りを押さえながら、かのうは左の手のひらだけを俺の方に向けて、息も絶え絶えにそれだけ言った。

「なあ、羽黒。かのうは何がそんなに面おも白しろいんだろうなぁ？」

　なんだか、怒おこるのにも疲つかれて、多分俺と同じように事態が把は握あくできていないだろう羽黒に水を向けてみたが、そちらからも答えは返ってこなかった。

　ただしそれは、他ほかの三名とは違ちがい、羽黒の視線がどこか──ここではない遠くに向けられていたからだった。

「羽黒？」

「え、あっ、ひゃい？」

　そんなに大声で呼んだつもりはなかったのだが、羽黒はやけに驚おどろいて、口から飛び出た声は不ふ明めい瞭りようで。大きく見開かれた目と、その妙な音声に、俺は思わず噴ふき出してしまった。

「え、ええっ？　なんですか？　どうして笑うんですか？」

　笑いは伝染する物なのか、自分がなぜ笑われているのかわからないまま、結局羽黒も笑いだす。

　そうして、笑い疲れた頃ころ、桑田が俺達に告げたのは。

「じゃあ、お祭りの日は十五時に和邸ていに集合ということでいいわね」

　完全に乗り気の台詞と、そこに添そえられた真しん剣けんな眼まな差ざしに異議を唱えられる者はいなかった。

『はい』

　揃ってそう答えるのが精せい一いつ杯ぱいで。

「ほほほ、これで、今年の祭りは賑にぎ々にぎしくなりそうだのう」

　かのうは歌うように呟きながら、再び短い明めい滅めつと共に消えて、後には虚きよ脱だつ状態の彩波が残されていた。疲れきっていて、意識も朦もう朧ろうとしているようだ。

「お疲れ様でした」

　そんな彩波に近づいていって、その体を抱だき起こしながら、

「お祭りは四日後、彩波さんのお誕生日会は、夏ですか……」

　羽黒はふと、そんなことを呟いた。

「ところで、これはどうしたらいいのかな？　もう彩波さんが届けるのは無理そうだけど……」

　尾田が床ゆかから拾い上げ、ひらひらと振って見せたのは、宛あて名なが鈴木朔はじめとなっている封筒だった。

「見なかったことにするというのはどうだ？」

『賛成』

　多数決の結果、それは闇やみへと葬ほうむられることになった。

　羽黒の小さな呟きと一いつ緒しよに。







　学校からの帰り道。

　いつものように途と中ちゆうで尾田と別れると、俺は少し歩調を速めた。それでも、見慣れたはずの家並みを確かく認にんするには十分な速度で、視線を上げれば、先日まで冬ふゆ枯がれていた木々の枝先に蕾つぼみがつき始めていた。

　もう春はそこまで来ているようだ。それを実感して、

「そうか、もう一年経たったのか」

　俺は独りごちた。

　そう、気付けばかのうと出会ってから、一年が過ぎていたのだ。

　それは同時に、偶ぐう然ぜんにして、最悪の出会いによって〝ゲーム〟が始まってからもほぼ一年が経ったということになる。

　最初はかのうという人外の存在が見えることも、人の強い願いに反応して芽め吹ぶく〝願いの植物はな〟が見えることも信じられなかったというのに、いつの間にか日常になっている。

　この一年の間に、両手の指では足りない数の植物を咲さかせて、摘つんだけれど、まだゲームのゴールには辿たどり着かない。

　そして、ゲームの合間にかのうが持ち込んできた厄やつ介かい事ごともいくつか片付けたが、それでわかったのはかのうの腹黒さ位で、よくよく考えてみると〝かのう〟の音を持つものは皆みな、謎なぞが多い。

　なぜ、かのうは人の願いを叶かなえるのか。

　なぜ、叶野かのう市には願いを持つ者が集まるのか。

　なぜ、和かのう一族は〝かのう様〟を信じ、敬うのか。

　頭の中で改めて整理してみれば、本当に謎だらけだ。

　これまでも、考えてみなかったということは無いのだが、その度たびに新たな問題が起こってうやむやになっていた気がする。

「祭りか……」

　かなり強ごう引いんに参加が決定してしまったが、かのう絡がらみの謎へのアプローチとしては悪くないかもしれない。

　例えば、神社の──かのうの社やしろがあるかどうかは微び妙みようなところだが──縁えん起ぎを紐ひも解といていくとその土地の風土や文化にも触ふれることが出来る。

　そんな風に捉とらえ直せば、少しはかのうへの対処法がわかるかもしれない、ということだ。

　そう考えると、少しだけ祭りに興味が湧わいてきた。

「いい加減、振ふり回されるのにも飽あきてきたし、な」

　小さな声を空に向けてみても応こたえる声は無かったけれど、俺は満足して再び家路をたどる足を速めた。







　深しん更こう。

　周囲が閑かん静せいな住宅街だから──ではなく、非常に敷しき地ちが広いため、和邸の夜は静かなことこの上なく過ぎていく。いつもならば。

　だが、和家にとって重要な祭りを四日後に控ひかえている今日は、屋敷の使用人達は夜が更ふけてもまだ休んでいなかった。

「うう、眠ねむいです」

「眠い？　もう三日も徹てつ夜やをしている私を前にそんなことを言う子は、目の下にメンソールを塗ぬりますよ？」

　先せん輩ぱいメイドに真顔でそう言われ、新米メイドのナツキは一気に目が覚めた。

「や、やですよ、冗じよう談だんですから、アイコ先輩」

「本当に冗談？」

「当たり前ですよ！　そ、それにしても、これだけ私達梅隊が忙いそがしくしているんですから、竹隊と松隊の人も少しは手伝ってくれたらいいと思うんですけれど！」

　話題の転てん換かんも兼かねて、ナツキは他ほかのメイド達への文句を漏もらした。

　和家のメイドはその役割に沿って、松竹梅の三隊に分けられている。

　ナツキとアイコの所属する梅隊は主に和家の「衣」の部分を担当している。そして竹隊は和家の「食」担当、松隊は和家の「住」の部分を担になっている。だから、和家お仕着せのメイド服は、袖そでやヘッドドレスといった部分に所属する隊を示す刺し繡しゆうがされていて、それで所属隊が一目でわかるようになっている。

　まあ、それはともかく、祭りの準備期間中はどの隊も忙しいのだが、中でも梅隊は参加者の衣い裳しようの用意に追われて特に忙しい。

「そうね。竹隊はそれなりに忙しそうだけれど、松隊からは何人か回していただきたいわね」

　アイコはナツキの意見に賛成してくれたが、おそらく実現は無理だろう。

「でも、とにかくいまは何をおいても、かのう様のお召めし物よ」

「はい」

　そう言われると、ナツキは眠い目を擦こすりつつ、腕うでの中の反たん物ものを抱かかえ直し──床ゆかに落とした。

「あっ、すみません」

「いいのよ。何か音がしたわね」

　アイコの言葉に首しゆ肯こうしながら、ナツキは窓際ぎわに近づくと、そっと外の様子を窺うかがった。

「泥どろ棒ぼうさんかしら？」

「どうでしょう？　あ、でも松隊の皆さんが出ていますね」

「それならば、外は任せて私達は念の為ため彩波さまの下もとへ行きましょう」

「そうですね。ワカナさんにまかせておけば大だい丈じよう夫ぶだと思いますけど、近くにいて駆かけつけなかったら、それはそれでワカナさんに怒おこられますし」

　示し合わせると、二人は彼女たちの仕えるべき少女の寝しん室しつへと走り出した。

　和邸ていでは、泥棒騒さわぎ自体はそう珍めずらしいことではない。一応民間の警備システムにも入っているが、駆けつけるまでのタイムラグはいなめない。

　だから、こういった状じよう況きように備えてメイドの採用条件には、家事能力以外に何かしら武道の有段者であることが求められている。

　そんな彼女達の活かつ躍やくもありこの数年邸内に侵しん入にゆうを許したことはない。

　故ゆえに、彩波の部屋へと続く真まっ直すぐな廊ろう下かに人ひと影かげを見つけた時、二人はひどく驚おどろいた。

　邸内に侵入されたことはもちろんだが、その顔を覆おおっている不気味な黒くろ猫ねこの仮面に一いつ瞬しゆん気け圧おされる。

　この場面で、先に我に返ったのはアイコだった。素す早ばやく黒猫の前に回り込み、対たい峙じする。数秒遅おくれて、ナツキも構えを取る。

　相手の実力は一見しただけでは計れないが、一対二で数では勝まさっている。

「どうやら、野の良ら猫ねこの入る隙すき間まが空いていたようですわね。もしも飼かい猫ならば名を名乗りなさい」

　アイコの誰すい何かに対して、黒猫は何も答えなかった。それ故に、否いや応おうなく両者の間の空気は張りつめていく。じわりじわりと、両者の距きよ離りに比例するように。

　たわむことを知らないその空気に、最初に耐たえ切れなくなったナツキがごくりと喉のどを鳴らした、次の瞬間。

　窓ガラスの割れる音と煙けむりと、どちらが先だったか。投げ込まれた発はつ煙えん筒とうにナツキもアイコも視界を奪うばわれた。

　エプロンで口くち許もとを押さえながら、何とか立ち上がり、目を凝こらす。だが、煙が晴れたその時にはもう黒猫の姿は無かった。

　その姿を捜さがす前に、彩波の部屋へと二人は駆け出して、少々乱暴にドアを開ければ少女はベッドの上で健すこやかな寝ね息いきを立てていた。

「……彩波様は大丈夫です」

　先に部屋に着いていた竹隊のメイド副隊長──ワカナに肩かたを叩たたかれて、二人はようやく胸を撫なでおろした。

「野良猫の侵入を許すとは、松隊もどうしたのでしょう？」

「猫？」

「賊ぞくは黒猫の仮面をつけていたので……」

「ああ、それで。でも……もし野良猫でないのならば、問題は鈴すずをつけた主人ですか」

「とにかく、現在屋や敷しきに残っているメイドに招しよう集しゆうをかけてください」

「はい」

「……おそらく、襲しゆう撃げきは一度では終わりませんわ」

　そうして、三人のメイドはまだ当分終わらない夜の静せい寂じやくにため息を吐ついた。
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　春休み一日目。

　昨夜は夜よ更ふかしをして、久々に目覚まし時計をセットせずに眠ねむってみた。

　結果、いつもより二時間遅おそく起き床しようした時には、家人は既すでに出かけた後で、俺は家の中に一人だった。

　三月になっても叶野市の朝にはまだストーブが必ひつ須すアイテムだ。ストーブのスイッチを入れて、それからコンロに火をつけて目玉焼きだけは自分で焼いて、あとは用意してあった物を食べる。

　新聞は四紙取っているが、読む順番は決めていないから、今日は地方紙から読み始めることにした。寝ね起おきで眼鏡めがねは掛かけていないが、この位の活字ならば十分追える。

　そんな風に、ゆったりとした朝を過ごしていたのだが、社会面の隅すみの記事にふと目がとまった。

『和邸に不法侵入者』

　という見出しの小さな記事は、昨晩和邸に侵入者があったことを伝えていた。

「それは災難だったな……」

　片手で新聞を持ち、片手で食事を続けながら──ばあちゃんがいたら絶対に怒おこられるので今日は特別だ──俺の口をついて出たのは同情だった。

　ただし、その侵入者への、だが。

　和邸の中に入った時点で大した物だと思うが、中には見た目はたおやかでも腕っ節ぷしは番犬並みのメイドが詰つめている。この不法侵入者はさぞひどい目に遭あわされた後警察に──と思ったが、記事の続きは俺の予想とは違ちがう展開を見せていた。

　和邸の使用人と遭そう遇ぐうした侵入者は何も盗とらず、けれど逃にげおおせた、ということが簡潔に書いてあった。

「取り逃がした？」

　その点に軽い衝しよう撃げきを受けていると、まるでそれを見計らったように自宅の電話が鳴った。

　そうして、俺が受けた電話は和家からの呼び出しだった。







　相変わらず存在する意味がわからないロータリーを通り過ぎ、相変わらず趣しゆ味みのわからない立像の並んだエントランスホールをメイドの案内に従って歩んでいく。何度か中に入ったことがあるとはいえ、和邸は広いので、俺も内部構造を把は握あくしきっていない。だから、案内は不可欠だった。

　建物の天てん井じようは、高くアーチのような円みを帯びている。そこだけを見ればアールヌーボーだが、柱はゴシック調に見える。ようするに和邸は色々な時代と様式が渾こん然ぜん一体としつつも調和していて、もの凄すごくおおざっぱにいうならば〝洋館〟だ。だからなのか、邸内に入っても靴くつを脱ぬぐ場所はなく、和邸は土足可となっている。

　訪おとずれる度たびに不必要に大きいと思うのだが、もうその辺を追究するのはいい加減やめようと思う今日この頃ごろだ。虚むなしくなるばかりだから、な。

　メイドと特に喋しやべることもせず、黙もく々もくと歩を進めて行き、そして、飴あめ色に磨みがかれた長い廊ろう下かの果てに俺は……とても妙みような立像を見つけてしまった。

　この場合、正解は無視をして、立ち止まらずに歩き続けることだ。大体、前を行くメイドは気付かずにその前を通り過ぎていく。

　その妙な立像は横座りの体勢のまま、片足を脇わき腹ばらに沿って器用に持ち上げるというポーズをとっていた。

　けれど、その足はもうぷるぷると震ふるえている上に、顔は真っ赤で限界が近そうだ。ならばそんなポーズはやめればいいのに、何を意地になっているのか必死に耐たえている。

　こいつの意味不明の行動には、不本意ながら、慣れているのでどうということも無かったが、縋すがるような視線が絡からみついてくるのはどうにも不ふ愉ゆ快かいで。

「あの……そこにへんな人間ものが混ざっていますけど」

　憐あわれを覚えたというよりは、先日の借りを──俺の記き憶おくにはないが、風邪かぜをひいた為ため、登校中に倒たおれた俺を背負って家まで送り届けたのは鈴木らしいのだ──返す為だけに、メイドに教えた。

　その瞬しゆん間かん、妙な立像こと鈴木朔は心底助かったという顔をして俺を見たので、少しは日頃溜たまった鬱うつ憤ぷんが晴れたような気がしたのだが、それも束つかの間。

「ふはははっ！　よくぞ見破った!!　さすがは副会長!!」

　鈴木が、その単語を口にしたことでチャラになった。

　ああ、やっぱりな。こいつは受けた恩を仇あだで返すわけだ。ふつふつと腹の底から湧わきあがってくる怒いかりに身を任せたいが、ここは人の家だ、ということをぎりぎりで思い出して、なんとか堪こらえる。

「……いいか、勘かん違ちがいするなよ。これは借りを返しただけだからな。夏までには絶対にお前から生徒会長の椅い子すを取り戻もどす！」

　しっかりと睨にらみをきかせることだけは忘れずにそう言い放つと、俺は奴やつに背中を向けた。

「あら、鈴木さん。どちらに行かれたのかと思っていましたら、そんな所で素す敵てきなポーズをなさっていたなんて。気付きませんでしたわ」

　全体的に和家のメイドは俺には冷たいのだが、それに比べて鈴木には随ずい分ぶんと柔やわらかく接する。やはり、中身がああでも顔が良ければいいということか？　中身がすこぶるまともでも悪人顔の俺は虐しいたげられる運命なのか？

「マドカさん、これは鳩はとのポーズです！　羽ばたこうとしているのか、それとも豆を食べようとしているのかはぼくにもわかりません。しかし、このポーズを解ほどくのは中々難し……うああー、わ、脇腹がっ」

「鈴木さん！」

　鈍にぶい音と共に鈴木が倒れたのはわかったが、もう俺は鈴木に情けをかけることをしなかった。

　いっそ、春中倒れているがいい。その間に俺は生徒会長の椅子をものにする。

　が、結局鈴木は、マドカが呼んだお仲間に助けられる。

「筋をおかしくされているようだから、とりあえず医務室に運んでください」

　短く指示を終えると、メイドのマドカは再び俺の先に立って案内をしてくれた。

「鈴木がいるってことは、尾田や桑田も呼ばれているのか？」

「ええ、旦だん那な様の命でお呼びしましたが、まだいらっしゃっていません。とりあえず、皆みな様さまお揃そろいになるまでこちらの部屋でお待ちくださいませ」

　そうして通されたのは、中央に煉れん瓦が造りの暖だん炉ろがある、まるで外国映画に出てくるような一室。ホテルのラウンジのように明るく広い部屋は、多分俺の家が半分納まる広さだった。

　和邸の規模を自宅と比べるのは止やめようと、訪れる度に思うのだが、結局今日も俺はそれを考えてため息を吐ついた。

「……おわかりになって？」

　でも、本日のため息にはそんな声が被かぶさって、かき消されてしまう。

「……うーんと、多分わかったよ」

「多分ですって？　相変わらずの答えだこと」

　いつもより幾いく分ぶん歯切れが悪いが聞き慣れた少女の声と、聞き覚えは無いが、どうにも高飛車で耳に障さわる声の方に目を向ければ、そこにはやはり彩波ともう一人、見慣れない少女がいた。

　その見慣れない少女は、前まえ髪がみはカチューシャ代わりのリボンで上げていて、全体の長さはちょうど肩かたの辺り。目は大きくも小さくもないが、目め尻じりが上がっているためどうもきつく見える。

　また、対たい峙じしている彩波が淡あわいピンクのワンピース姿なのに対して、学校の制服のような紺こん色の膝ひざ丈たけスカートをはいているので、どうも堅かたい印象を与あたえる。

　年は中学生くらいだろうが、並んでいる彩波も中学生だという事実を踏ふまえると、自信は持てない。

「だいたい、彩波さんは和家の……」

　更さらに少女が彩波に向けて小言めいた言葉を連ねようとしたところで、部屋の入口で動きあぐねていた俺と彩波の目があった。

「ああっ、多加良ちゃんだっ！」

　そして、なんの未練もなくもう一人の少女に背を向けると、こちらへ駆かけてくる。

「待ってたよっ!!」

「ああ、おはよう。いや、こんにちは、か？」

「どっちでも大だい丈じよう夫ぶだよっ！」

　やはり、いつものように飛び込んできたから俺はそれを受け止めた。

「彩波さんっ！　そんな風に異性に抱だきつくなんてはしたなくってよ！」

「……もう、初葉いちはちゃんはうるさいよぅ」

　すかさず飛んできた声に、小声で彩波はぼやきながらも、珍めずらしく自ら床ゆかへと降りた。

「なんですって？」

　少女は耳がいいようで、その小さな呟つぶやきを聞きつけると、つかつかと歩み寄ってきた。

「初めまして」

　同時に俺との物理的な距きよ離りも縮まったので、一応こちらから声を掛かければ、そこでようやく初葉と呼ばれた少女は俺の顔を見た。彩波に比べれば身長があるが、それでも１６０センチ弱辺りで、俺のことは見上げる形になる。

「……ま、あ。なんてきよらな」

　そして、俺の顔を見て数秒固まる。慣れた反応だが、悪人顔を凝ぎよう視しされるのはやはり落ち着かなくて、なんとなく眼鏡めがねのフレームに触さわってしまう。

　すると、それを合図としたように少女は俺から目を逸そらし、体のこわばりを解くと、なにか取り繕つくろうように髪かみと服を整え、

「彩波さん、こちらの方は？」

　俺にではなく、彩波に尋たずねた。お嬢じよう様然としているというか、どうも親しくなり難にくいタイプだ。

「多加良ちゃんだよっ！」

「秋庭多加良です」

「あら、そうですの。わたくしは和初葉と申しますのよ」

「初葉ちゃんは、彩波の従姉妹いとこなんだよっ。年も同じなのっ！」

　彩波の紹しよう介かいに頷うなずきながらも、ちらちらと俺の方に初葉は視線を投げてくる。何となく、値ね踏ぶみをされているようで居い心地ごこちが悪い。

「それで、彩波さんとはどういったご関係でして？」

「あのねっ、運命の人だよっ！」

　彩波は無む邪じや気きにそう言ってくれたが、彩波の言う〝運命〟には腹黒いアレが関かかわってくる。言葉だけとはいえ、聞き捨てておくことも出来なくて、俺は訂てい正せいしようと口を開いたが、結局声を出すことはなかった。

「それは思いこみでしょう？」

　涼すずしい声が割って入ってきたからだ。

　首だけ振ふり返れば、そこには桑田がいた。そして尾田と羽黒もいて、これで和邸ていに招集された全員が揃ったわけだ。ただし、見慣れた制服姿ではなく、俺も含ふくめみんな身を包んでいるのは、思い思いの私服だったが。

「見慣れない方ばかり、たくさんいらっしゃったわね……彩波さん？」

　桑田と睨にらみ合っていた彩波は、初葉に呼ばれてもすぐには振り向かなかった。

「彩波さんっ！　皆みなさんを紹介してくださらないっ？」

　が、きつい声こわ音ねでもう一度呼ばれれば、応じないわけにはいかず、桑田から視線を外して初葉に向き直る。

「なんか、対照的な二人だね」

「従姉妹同士だそうだ」

　俺の情報に、尾田は改めて二人を見比べて、軽く眉まゆを寄せた。

「従姉妹同士なら、もう少し似ていてもいいような気がするけど……」

　その先は尾田は言葉に出さなかった。

　代わりに彩波が口を開いて、俺を除く三人を求められるまま初葉に紹介する。

「そう、皆さん叶野学園高校の生徒でいらして、そして伯父おじ様がお呼びになったのね」

　初葉が納なつ得とくし、双そう方ほうの挨あい拶さつが済んで、そこで俺達はやっと一息吐つくことを許された。

「あ、そういえば鈴木さんはどうされたのでしょう？」

　すると、羽黒が余計なことに気付いてしまった。

「……医務室だ」

　俺は数秒黙もくした後、羽黒にそれを伝えた。

「えっ、医務室？　どうかされたんですか？」

「どうかされた、というよりあれは自己責任だから放ほうっておけばいい」

　恐おそらく準備運動もせずに、あの複雑なポーズをしたのだろう。どう考えても自じ業ごう自じ得とくだ。

「あの、でも心配なので、私見てきます」

　その心配は絶対に杞き憂ゆうに終わると思うのだが、羽黒はとことこと扉とびらの方へ走って行き、

「きゃっ」

「おっと」

　ちょうどその時扉を開けた人物とぶつかった上、はじき返されて尻しり餅もちをついた。

「羽黒っ！」

「花南ちゃん、大丈夫？」

　一番近くにいた桑田が助け起こしに駆け寄るが、それよりも先に、別の手が差しのべられる。

「これは私が前方不注意をしたな。悪かったね。大だい丈じよう夫ぶかな？」

　その手の持ち主は壮そう年ねんの男性だった。趣しゆ味みのいいスーツを英国紳しん士し然と着こなしていて、上背もある。ただ髪の色も瞳ひとみの色も日本人にしては明るめで、それは顔立ちと共に身近な誰だれかを思い出させた。

「あ、ありがとうございます」

「いえいえ、どういたしまして」

　羽黒を助け起こす一連の動きも実にスマートで、俺達は思わず見守ってしまった。

「あ、お父様だっ!!」

　そう、彩波の呼こ称しようが示す通り、この男性こそが和彩波の父親であり、和家現当主、そして叶野学園高校理事長の和登生だった。

「あ、彩波ちゃんっ！　ただいま、ちょっと久し振ぶり！　でも相変わらずベリーキュートだねっ!!」

「おかえりなさいっ！　お父様も相変わらずダンディだよっ!!」

「……あれ、本気かしら？」

　思わずという感じで桑田が呟つぶやきを漏もらすが、その気持ちは俺にもわかった。お互たがいを褒ほめ合う親子など、端はたから見ればかなり微び妙みようで寒い代しろ物ものだ。

　だが、会話からは十二分に、この二人が似た者親子だということが伝わってくる。理事長の方は年相応の落ち着きは備えているが、そのテンションの高さには時折頭痛を覚える。

「ねえねえ、お母様は？」

「お母様は、海外でお仕事中だ」

「そう……まだ、帰ってこないんだね」

　父親以上に多た忙ぼうなのか、母親の所在を尋たずねて彩波は小さく肩かたを落とした。機会が無かったと言えばそれまでだが、常に忙いそがしくしているらしく、彩波の母親には俺達もまだ会ったことがない。

「彩波ちゃんは、お父様だけじゃ不満なのかい？　悲しいな、グレちゃおうかな」

「ううん、そんなことないよっ！」

「伯父様、おかえりなさいませ。ご無ぶ沙さ汰たいたしております」

　そんな親子の再会に割って入ったのは初葉だ。理事長の前に進み出ると、スカートの裾すそを軽くつまみ上げ頭を下げてみせる。

「おや、初葉ちゃん、来ていたのか。久し振りだね。元気にしてたかい？」

「はい、おかげさまをもちまして」

　丁てい寧ねいな初葉の挨拶に目を細めると、理事長はそのまま視線を俺達にスライドさせた。

「こんにちは」

　全員を代表して俺が頭を下げれば、理事長は軽く手を挙げて、挨拶の代わりとする。

「生徒会のみんなも元気そうで何より……と、立ち話もなんだからね、みんなソファにかけようか」

　押しつけがましさのない口調で言われれば、逆らう理由もない俺達は大人しく従った。というか、俺達を呼び出した張本人の話を聞かなければ家には帰れないだろうし。

　そして、俺達がソファに腰こしを落ち着けると、タイミングを見計らって、メイドがお茶を運んできた。各おの々おのの前にカップが置かれると理事長は改めて話の口火を切った。

「みんな、今日のＮ日新報は見たかい？」

　和家から電話が来た時点で、みんな例の記事を確かめたはずだが、理事長は俺達にまずそれを問うた。

「俺はちょうど読んでいる途と中ちゆうで電話に出ました。ですが、こちらに呼ばれた理由についてはまだ計りかねています」

　俺が代表してそう言うと、理事長はゆったりとした動作で頷うなずいた。

「わたくしもその記事を見て、驚おどろいて駆かけつけたんですの」

　当然のようにこの席に着いていた初葉が訴うつたえると、理事長は今度は鷹おう揚ような笑えみで応じて、そしてそのまま話を続ける。

「うん、とにかくみんな昨晩和邸うちに〝何者か〟が侵しん入にゆうしたことは知っているんだね」

　それぞれの目を見て、理事長が重ねて尋ねれば、皆みな一様に頷いた。その際に俺もみんなの様子を確かめれば、尾田と桑田はいつも通りに見えたが、理事長に会ったことのある回数が一番少ない羽黒だけは、かしこまって神しん妙みような顔つきをしていた。

「じゃあ、話を先に進めよう。この侵入者はただの泥どろ棒ぼうではない、というのが私の見解だ」

「確かに、本家に侵入した上に逃にげおおせたとは、ただの賊ぞくではありませんわね」

　俺達より和邸の警備事情に詳くわしそうな初葉は、理事長の言葉に至し極ごく納なつ得とくしたという風に頷いた。

　だが、まだ話の本筋は見えてこない。面めん倒どうなことになりそうな感は既すでにあるが、〝進級〟を盾たてに取られている身としては、慎しん重ちようであるべきだろう。

　そう、今のところ人当たりのいい顔しか見せていないが、あの脅きよう迫はく状じようといってもいい手紙を書いたのが理事長だという事実を忘れてはならない。

「そうなんだよっ、ただの泥棒じゃなくて、その泥棒さんは猫ねこさんだったんだって」

「は？」

　が、理事長の隣となりにちょこんと座った彩波が付け加えた情報に、俺達が反応に困っていると、

「猫ですって？　ふざけるのは時と場所を選びなさいな」

　初葉がそう言って、彩波を軽く睨にらんだ。

「まあまあ、初葉ちゃん落ち着いて。ちょっと言葉足らずだったけれど、彩波は噓うそは言っていないよ」

　むくれる愛まな娘むすめの頭を撫なでてやりながらの言葉だったが、口調の柔やわらかさとは対照的に、理事長の双そう眸ぼうは真しん剣けんな光を宿していた。

「昨夜、侵入者と対たい峙じした者の報告によれば、侵入者は三人共同じ〝黒猫の仮面〟をつけていたそうなんだ」

「黒猫って、ちょっと変ですね」

　頭の中で想像してみたのか、尾田が首を傾かしげれば、

「あら、意外とかわいいんじゃないかしら？」

　桑田はそんな風に言った。二人とも実物を見ていないから、それぞれ頭の中でイメージした物が違ちがうのだろう。ちなみに俺は魔ま女じよの宅○便に出てくる猫を想像したから桑田寄りの想像か。

「はは。私も実物は見ていないからその点は何とも言えないけれどね、同じ面をつけていただけあって、彼らの動きには統とう率そつがとれていて、陽動も引き際ぎわも見事だったということだ」

　理事長は一いつ瞬しゆん、白い歯を見せて笑ったが、すぐにそれを隠かくして真顔になった。そして、

「さあ、君達はここから何を導き出す？」

　試ためす眼まな差ざしを俺達に向けた。

　挑いどまれるなら、相手が理事長でも俺は受けて立つ──それに、次期生徒会長当選確実の俺に、この程度の推測が出来ないと思われるのは癪しやくだ。

「明らかに組織的かつ計画的な犯罪者が何も奪うばっていかなかったということは、目当ての物が無かったか、昨晩の行動はあくまで斥せつ候こうであったかのどちらかでしょう。おそらくこの場合は後者かと」

　そこで俺は一度言葉を切り、皆の顔を見み渡わたした。ここまでの話に異論はないようだ。

「そして、何も手に入れていない以上、彼らはまだ目的を達成していない──つまり、少なくとも、もう一度襲しゆう撃げきの可能性がある」

　立て板に水のごとく答えを返し終えれば、和登生は人好きのする表情を引っ込めて、口角だけを持ち上げたあくの強い笑みで応こたえた。

「ご明察だ。他ほかのみんなも同じ考えだね？」

　確かめるように言われれば、尾田も桑田も大きく頷いた。羽黒も少し遅おくれてこちらは控ひかえ目に。

「なかなかやりますわね」

　初葉も少しは俺を認めたようだが、理事長はもう、そちらに目をやらなかった。

「もちろん我々もそう考えている。じゃあ、なぜ君達が呼ばれたと思う？」

　視線は俺達に据すえたまま、理事長はまた柔にゆう和わな表情に戻もどって、更さらに問う。一つ答えればもう一つと、なんだか禅ぜん問もん答どうのようだが、この先にあるのは悟さとりではない──十中八九で厄やつ介かい事ごとだ。

「……急に日ひ射ざしが翳かげってきたわね」

「そうだね」

「え？　相変わらずいいお天気ですよ？」

　話の雲行きが怪あやしい、ということを桑田は暗に示したのだが、羽黒には伝わらなかったようだ。まあ、そこは俺達でフォローしていくとして、この先の会話には慎重になった方がいい。だからといって、変にとぼけるのも得策では無いと判断すると、俺はひとまず沈ちん黙もくに徹てつした。

「確かにみなさん、優ゆう秀しゆうでいらっしゃるようですけれど、屋や敷しきの警備なら黒服もメイドもいましてよ？」

　代わりに発言をしたのは初葉で、今度は初葉の声に応えて理事長は頷うなずいた。俺達にしてみれば思わぬ伏ふく兵へいだ。

「そうだね、初葉ちゃんの言う通りもう一度侵しん入にゆう者しやが来るとして、確かに私や彩波のことは黒服やメイド隊がちゃんと守ってくれるだろうね。うちの美術品が狙ねらいだった場合も同じだ。でもね……」

「かのう様はメイドさん達には見えないんだよっ！」

　親子らしく息のあったタイミングで、彩波は理事長の言葉を継ついで、その名を高らかに呼ばわってくれた。

　とうとう出たその名前に、俺達は一いつ斉せいに肩かたを落とした。その場の重力が一気に増したかのように。

　和邸ていからの呼び出しに応じてしまった時点で、この名から逃のがれられないことはわかってはいたが、いざその名を聞けば、それだけで疲つかれてくるのはもはや条件反射といっても過言ではない。

　そんな中、唯ゆい一いつ慌あわてて見せたのは初葉で、

「なっ、彩波さんっ!?　何を軽々しくっ、部外者の前であの御お方かたの名前をっ!!」

　声を荒あららげて、今にも摑つかみかからんばかりの勢いで彩波の眼前に迫せまる。俺達が仮にかのうを知らなかった場合、むしろ彼女のこの過か剰じよう反応が命取りになっただろうことは想像に難かたくない。

「こ、怖こわいよぅっ！　美名人ちゃんよりも怖いよ、初葉ちゃんっ!!」

　さりげなく──もなくか？──桑田を引き合いに出しつつ、彩波は初葉に怯おびえて父親の腕うでに縋すがった。

「覚えてなさいよ？」

　彩波の台詞せりふをしっかりと聞き逃のがさなかった桑田は、後でなだめるとして、今は初葉だ。

「かのう……様のことなら、俺達は全員知っているから問題ないが」

　一応気を遣つかって「様」など付けてみたが、言った瞬間、もの凄すごい違い和わ感と軽い目め眩まいに襲おそわれた。

「ご存じ、ですって？」

　俺の言葉を聞いた初葉は、ぎこちなく首を巡めぐらせて俺を見た。探さぐるような眼差しはきつかったが、こちらも噓うそは言っていないのでしっかりと見返す。

　すると初葉は、再び首を動かして、今度は無言の問いを理事長へと向ける。

「秋庭君の言うことに間ま違ちがいはないよ。……まあ色々あって、彼らは〝かのう様〟とご縁えんを結んでいる」

「……切れる物なら切ってしまいたいけどな」

　初葉と理事長には聞こえないように、俺は小さくぼやいた。

「和家の者でもないのに……」

　けれど、それを聞いた初葉は唇くちびるを嚙かむと、俯うつむいてしまった。

「あの、それで、侵入者ぞくとかのう様がどのように結びつくのですか？」

　悪気は無いと思う、思うのだが、羽黒がその名を躊躇ためらいもなく口にした瞬間、俺はほんの少しだけ羽黒が憎にくらしかった。アレが出てくるには絶好のタイミングでその名を呼んだ羽黒が。

　案の定、次の瞬間、俺達の目はきっかり一秒、閃せん光こうに灼やかれて──視界を回復した時には、銀ぎん髪ぱつ金瞳の佳か人じんが一人、彩波の代わりにソファに優ゆう雅がに腰こしを下ろしていた。

「ごきげんよろしくおられますか、かのう様」

　自分の娘むすめの体を借りて現れた人外の存在に、理事長は驚おどろくことなく、立ち上がると静かに礼をとった。

「うむ。……相変わらず登生の挨あい拶さつは堅かた苦くるしいのう」

　対するかのうは、椅い子すから立ち上がりもせずに少々うるさそうにその礼を受け流す。

　外見上は誰だれが見てもかのうより理事長が年上だが、その力関係はどうもかのうの方が上みたいだ。和家が〝かのう様〟を崇あがめていることは知っていても、こうしてはっきりとそれを見せられるのは初めてで、正直俺は驚いていた。

「……というわけでのう、多加良、妾わらわをしっかりと護まもっておくれ」

　既すでに決定事じ項こうのように楽しげに告げてくれたかのうをきっぱりと無視して、俺は理事長に水を向けた。

「どういうことですか？　侵入者の狙いがかのう……様だとでも？」

　話の流れからして、理事長がそう考えていることはわかったが、納なつ得とく出来ずに俺は尋たずねた。

　こうしてかのうは俺達や、理事長の目に見えているが、本来は不可視の存在だ。加えてその名を知る者は圧あつ倒とう的に少ない。正直、狙われる可能性など皆かい無むに等しいと思われる。

　尾田と桑田と羽黒も、同じようなことを考えてか、怪け訝げんそうに理事長の表情を窺うかがっている。

「敵の正体も目的もはっきりしていない以上、絶対にないとは言い切れないだろう。和家わたしたちの一番の宝は〝かのう様〟だというのは事実だし」

「たとえば、憑依状態このままで囚とらわれてしまうとかも、あるかもしれぬのう？」

　彩波とはまた違った呼吸で理事長の言葉を引き継ぐと、さも恐おそろしいという風に着物の袖そででかのうは口くち許もとを覆おおって見せた。あくまでそういう振ふりだろうが、その仕草を見た理事長は表情を曇くもらせた。

「その場合、彩波さんも一いつ緒しよに捕とらわれるということですね」

「そ、それはだめですっ！」

　尾田が仮定を口にすると、羽黒が拳こぶしを握にぎって声を上げた。

「落ち着いて、花南ちゃん。あくまでもそういう可能性もあるという話なんだから」

　だが、羽黒の背を叩たたいてなだめる桑田の顔にも決して愉ゆ快かいそうな表情は浮うかんでいなかった。会えばケンカばかりの桑田と彩波だが、もしかしたらケンカするほど仲がいいというやつなのかもしれない。

「だが、ほんのわずかでもそんなことが……かのう様と彩波が奪うばわれるという可能性があることは許し難い」

　かのうと共に、確かにそこにいるが今は不可視の状態の愛まな娘むすめをその向こうに透すかし見るような目をして、理事長は和家当主として、彩波の父としてそう言った。

　真しん摯しに俺達に語りかける理事長を、だが当のかのうは何の感かん慨がいもなさそうに眺ながめている。俺達にするようにちょっかいを出す様子もない。

「本来ならば私が二人を護るべきなんだろうが、祭りの当日までは仕事も休めない。妻も商談の為ための旅行に出ていて帰れない。侵しん入にゆう者しやについても本格的な調査は祭りの後になる。とにかく今は皆みな〝祭り〟の準備に追われていて人手を割さけない。だから、祭りが終わるまで〝かのう様〟を君達に護って欲しい」

　結局話は〝祭り〟に帰結して、やっぱり、あの招待状はパスポートだったということだ。厄やつ介かい事ごとへの。

　だが、問うべきことはまだ残っている。

「……あの、彩波を護るのであればわかります。でも、いったい、どうやってかのうを護ればいいんですか？」

　そう、いくら言葉を尽つくされても、かのうは護る対象とするには、あまりに曖あい昧まいな存在だ。姿からして見たいと思って見えるようなものではないし、大体護るような実体があるかどうかも──

「この屋や敷しきに、なにか奪えるようなものがあるっていうんですか？」

　ふいにその可能性に気がついて、そして何よりも好こう奇き心が勝まさり俺はその問いを口にしていた。

　尾田と桑田と羽黒も、同じ可能性に思い至ったのか、目を瞠みはると、俺と理事長を交こう互ごに見比べた。

　そんな俺達を見て、かのうはくすりと笑ったが、今は放ほうって置く。

「……和一族の秘密に関かかわることだからね、詳くわしくは言えないが、あるかないかで問われたら、ある」

　わずかな逡しゆん巡じゆんの後、理事長はそう認めた。

「どこに、という問いにはもちろん答えられない。だから……護る術すべは、君達自身で考えてみなさい」

　けれど、続けられた言葉は一転して突つき放すようなもので、俺は困こん惑わくを隠かくさずに理事長の顔を見つめた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。曲がりなりにも君達にはかのう様との縁えんがあるんだから、ね」

　そうすれば返ってきたのはそんな台詞せりふと、あくの強い笑えみだけで、俺はこれ以上理事長から引き出せる答えはないと判断せざるを得なかった。

　だから、そんな縁は可能ならば切ってしまいたいんだっ──という言葉はなんとか喉のどの奥に飲み込んで、俺は視線と思考を理事長から別のモノにスライドさせた。

「……かのう、全部お前が仕組んだことじゃないだろうな？」

　いい加減、理事長の目を気にするのも馬ば鹿からしくなって、いつもの調子で軽く睨にらめば、相手もいつもの食えない笑みを紅あかい唇くちびるに浮かべて見返す。

「さて、どうかのう。だがの、妾がここから消えるようなことになれば、やはり〝げーむおーばー〟かのう」

　伝家の宝刀とばかりに、そのことを持ち出したかのうに、俺は歯は嚙がみする。

　願いの植物はなを百本摘つみ取るゲームを始めるに当たって、かのうは俺に一つの呪のろいをかけてくれた。曰いわく、ゲームをクリアするまで秋庭多加良は叶野市の外には一歩も出られないという、嫌いやがらせ以外の何物でもない呪いを。叶野市は好きだが、最終的に世界国家の帝てい王おうになる俺は、まずその足がかりとして東京に進出しなければならないというのに。おまけにゲームの途と中ちゆうでゲームオーバーとなった場合、この呪いは一生解けない……そうだ。

「彩波はともかく、お前は自分の身くらい自分で守れないのか？」

「冷たいのう。妾はこんなにもか弱くはかなげなのにのう……」

　そんなことを言いながら、かのうはソファに半分身を預け、斜ななめに足を投げ出して見せる。そうすれば、裸足はだしに嵌はめられた連環わがしゃらしゃらと鈴すずのような音を立てる。

　その意図的で艶えん冶やな仕草に一いつ瞬しゆんだけ、頰ほおが熱くなったような気がしたが──絶対に気のせいだ。

「それで、どうかな？　泊とまってもらうことになるけど、もちろん三食しっかり出させるし、ここだけの話、バイト代も出すつもりだ」

　バイト代──最終的に俺の背中を押したのはその一言だとこっそり告白しておく。

「わかりました、引き受けます。でも期限は祭りが終わるまでですから」

「それで構わないよ」

　毎年この時期は色々と入り用なのだ。労働には苦労が付きものだし、この場合それがかのうになっただけだと思えば、少しは気分もましになる。

「えーと、俺は引き受けるけどみんなはどうする？」

〝祭り〟当日に出席しなければならないこととこれは別件だから、俺はそれぞれの意見を尊重するつもりで訊きいた。

「そうだね、学園公こう認にんのバイトをすると思えばいいか……ちょうど欲しいＤＶＤもあるし」

「今日からだとすると……三泊はく四日。まだパジャマも買っていないけれど、いいわ、お受けします」

「なんだか林間学校みたいですね、楽しそうです。あ、でも、彩波さんとかのう様はこの羽黒花南にお任せください」

　各おの々おの思おも惑わくは違ちがうが、結局全員が理事長の申し出を受じゆ諾だくすると、理事長は満足げに頷うなずいた。

「妾わらわも愛されておるのう」

　勘かん違ちがいして呟つぶやく約一名にはくれぐれも油断しないようにしようと、俺は密ひそかに心に決めた。そう、この件が例によってかのうの〝悪だくみ〟である可能性は十分にあるのだから。

「あ……の。伯父おじ様。本当にそこに、かのう様がいらっしゃるの？」

　俺達の話が一段落したのを見て取って、おずおずと会話に入ってきたのは初葉だった。両手を胸の前で組み、先さき程ほどまでとうってかわってしおらしい様子だ。

「ああ、おいでだ。けれど、初葉ちゃんには、合成前のＣＧ映画のようにしか見えないだろう？」

　つまり、初葉にはかのうが見えない──ということを、なかなか上手うまい喩たとえを用いながら、理事長が逆に問い返せば、初葉は軽く唇を嚙かんで、口くち惜おしそうに頷いた。

「和家の血筋でもかのうが見えるとは限らないのか」

「そのようですね」

　初葉を刺し激げきしないように小さく呟けば、どこか観察者のような、冷静な表情を顔に浮うかべて羽黒が頷いた。羽黒とはまだそんなに長い付き合いではないがそれでも、らしくない、と感じるような顔だった。

「羽黒？」

　その違い和わ感に、思わず名前を呼べば、

「はい？」
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　表情も、小首を傾かしげて応じる仕草もいつもの羽黒のままだった。

「……いや、何でもない」

　不思議そうな顔をしながらも、羽黒がそれ以上俺のことを追つい及きゆうすることはなく、だから俺もその違和感を気のせいにすることに決めた。

「あの、かのう様にわたくしの声は聞こえていまして？」

　初葉の次の問いに、理事長は一瞬言い淀よどんで、

「ああ、多分」

　と、少々無責任な答えを返した。

　というのも、かのうは初葉のことなど、全く気にとめていなかったからだ。初葉に背を向けて、いまは桑田の耳元で何かを囁ささやいては、その反応を見て笑っている。

「あの、でしたらお話はできまして？」

　期待に胸を膨ふくらませている初葉と、彼女にまるで興味の無いかのうを交こう互ごに見て、理事長は首を振ふった。

「それは無理だ、初葉。一族の約束のことはわかっているだろう」

　口調は穏おだやかだったが、厳然とした響ひびきを宿して、理事長は初葉にきっぱりと告げた。

「でも、伯父様。秋庭さん達は……」

「初葉。彼らはかのう様に、選ばれたんだ」

「……はい。わがままを言って申し訳ありませんでした」

　肩かたに手を置かれ、先ほどよりも強い口調で諭さとすようにそう言われると、初葉は引き下がった。

　けれど、血が滲にじむ程唇くちびるをきつく嚙みしめながら、

「どうして……」

　という呟きを殺すことは出来なかった。

　そこにかのうがいると思っているのか、中空に視線を向けたその横顔には〝かのう様〟への畏おそれと憧どう憬けいとがない交ぜになって現れていて、なぜかかのうと出会って間もない頃ころの羽黒に重なって見えた。







　かのうを降ろした後の疲ひ労ろうで虚きよ脱だつ状態の彩波が、理事長とメイドに付き添そわれて退室したのを見送ると、俺達も部屋を後にすることにした。

　今日から急きゆう遽きよ、和邸ていに泊とまり込むことを了りよう承しようしたとはいえ、宿しゆく泊はくの準備など何もしてこなかった俺達には、一度屋や敷しきを後にして、それぞれ用意を調ととのえてくる必要があったからだ。

　部屋に残っていたメイドと、一応初葉にもその旨むねを告げれば、理事長と彩波に伝えておくことを約束してくれた。

　だが、そうして部屋を出たはいいが、ここから玄げん関かんまで、更さらに門までとなるとかなりの時間を要する。

「……〝かのう様〟を護まもれ、か」

　行きとは違い、無言のまま歩き続けることは無いと判断して、俺はゆっくりと口を開いた。

「護れと言っておいて、その護るべき対象の所在地を明かさないなんて、困ったわね……やっぱり彩波さんの父親よね」

　そうすれば、まずは桑田から不ふ機き嫌げんそうな声が返ってきた。声の割に表情にそれが反映されていないのはいつも通りで、その結論の部分に関しては若じやつ干かんの論理の飛ひ躍やくがあったが、桑田の意見は十人が聞けば九人が頷うなずくはずのものだった。

「とりあえず、僕達がいつも接しているかのう様は実体じゃないから、護るも何もないよね」

「彩波さんに憑ひよう依い中でない限りは、そうですね」

　尾田が苦く笑しようと共にそう言えば、真面目まじめな顔をした羽黒が相づちを打つ。

「けれど、理事長は奪うばえるモノがある、という点は認めたからな。彩波を抜ぬきにしても〝何か〟はあるんだろう、が」

　俺はいったん口を噤つぐむと、その〝何か〟について思考を巡めぐらせた。

　俺達が四人で並んでも、まだ余よ裕ゆうのある和邸の廊ろう下かをその間にも進みながら。

「和家の宝物、なのよね」

「そして、信しん仰こうの対象です」

「でもって、賊ぞくが狙ねらうようなものとなると」

「偶ぐう像ぞう……か」

　ほぼ同時に、俺達はその可能性──というよりも結論に行きついた。

　かのうはあくまで普ふ通つうの人間には見えない。また、和一族であっても、彩波や理事長のようにかのうの姿が見える者もいれば、初葉のように見えない者もいる。だから、見えない者達の為ために偶像が作られるのは、ある意味道理だ。そして、和家が誂あつらえた物ならさぞかし豪ごう華かに作られているだろう。

「だからってそれが、かのうの本体ってこともなさそうだけど、な。でも、護るべき〝かのう様〟なら偶像これ以外は考えられない」

　言いながら、俺は神社仏閣にあるような国宝級の神仏像のイメージに、一いつ瞬しゆんかのうを置き換かえてみたが、目め眩まいがするほどそぐわなかった。だが、それはそれだ。

「うん、泥どろ棒ぼうの狙いはきっとそうだろうね。宝物としての価値も十分にあるだろうし。でも……どんな偶像ものなのか、それだけでも教えて貰もらえないかな？」

「そうよね、せめてそれ位は知りたいわ」

　ちょうど、エントランスホールの立像の群れに遭そう遇ぐうして、それらの変に筋肉質な体を見つめながら、尾田と桑田は真しん剣けんに呟つぶやいた。少々妙みような構図に、俺が笑いを嚙かみ殺していると、

「……それは誰だれもご存じないのでしょうか？　理事長や彩波さんは教えてくださりませんでしたけれど、メイドさん達なら何か教えてくださるかもしれませんよ、ね？」

　マイペースに思考を続けていた羽黒が、そう言いながら顔を上げた。

「そう……ね。そういうアプローチの仕方もあるわよね」

　賛成を表すように、桑田はぽんっと一つ手を打った。

「そうだね、訊きいてみる価値はあるかな」

　続いて、感心したように尾田が羽黒を見て頷く。そうすれば、照れて羽黒は軽く目を伏ふせた。

　確かに正せい攻こう法ほうで行くことばかり俺達は考えていたようだ。素す直なおとばかり思っていた羽黒から、脇わきを攻せめるような方法を提示されたことには驚おどろいたが、別に悪いことではない。

「誰だって、道に迷えば近くの人間に訊くんだから、な。よし、じゃあ各自、一時帰宅の後は、メイドからの聞き込みから始めるってことで、いいな？」

『了りよう解かい』

　確かく認にんを取れば、揃そろった声が返ってきて、俺はそれを一時解散の合図とした。

　実際は、門までまだまだまだまだ距きよ離りがあったけれど。
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　春まだ浅い夜の空気は冷たくて、吸い込む度たびに肺が軋きしむような気がする。反対に吐はき出す呼吸いきは温かく、薄うすく白くけぶる。それは体が十分に温まっている証しよう拠このような気がして、あたしは仕上げに二、三度屈くつ伸しんをして、軽くジャンプした。

　時間は真夜中と言っていい午前二時。世界はいたって静かで、街はとうに眠ねむっている。起きているのは自分だけのような気がして、その優ゆう越えつ感に浸ひたりながらあたしはマシンに跨またがった。２００３年製で、程よく中古。籠かごこそ外してあるもののママチャリ仕様は明らかな、あたしの愛（自転）車。ペダルに足をかける。ひんやりとした空気を胸の中にゆっくり溜ためていって、吐き出すのと同時にペダルを踏ふみ込んだ。風がゆっくりと、優やさしく頰ほおをなぶる。自転車のタイヤは実になめらかに滑すべっていく。

　無視してくれとばかりに明めい滅めつを繰くり返す黄色信号を、都合七つ無視すれば、もはや外灯さえも照らさない場所へ着いた。そこが目的地であったのだけれど。今こ宵よいは新月。星明かりだけがさやかに世界を照らす。その明かりだけを頼たよりに、あたしは眼下に見下ろす光景に、独りにんまりとする。ここからが本番だ。舗ほ装そうはされていないし、傾けい斜しやもきつい、不自然なくらい曲がりくねった道。灯あかりの一つもなく、終わりが見えない道。あたしは、首にかけていた色つきのゴーグルをつけた。すると世界は真の闇やみに閉ざされる。ペダルに、再度右足を乗せる。左足はまだ地面であたしと愛車とを支えている。

　身み震ぶるいする。これからあたしを待つスリルに。

　左足を持ち上げる。一瞬宙をさまよわせてペダルを踏み込む。刹せつ那な、愛車ごと無重力を味わう。着地したことを感じた途と端たん切り裂さいていくような風が頰を掠かすめる。身体からだは自然と前のめりになって、空気抵てい抗こうを少なくするように縮こまろうとする。そこを意志の力で開く。目も開いている。真まっ直すぐ前を見み詰つめている。でも、何も見えない。あるのは真夜中くらやみだけだ。身体に沁しみ付いた感覚だけで、身体を右に傾かたむけて──おそらくそこにあった──カーブを駆かけ抜ぬけた。成功。

　一瞬でも操作を誤れば大おお怪け我がに繫つながる。そういう道を、全く視界の利きかない状態で、しかもブレーキには手もかけずいくのは、ものすごいスリルだ──きっとこれがスリルなんだ。

　何も見えないこと、が。

　ハンドルを握にぎる手が震ふるえ始めて、呼吸が難しくなってくる。

　でも、あたしは真夜中を駆けることを止やめない。

　これが、何でも知っているあたしが、スリルを味わう唯ゆい一いつの方法だから。

　だから、あたしは今日も明日も真夜中を駆ける。
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　一度家に帰った俺達は、それぞれ家族に事情を説明、あるいは書き置きを残して──ただし、補習という聞こえの悪い方ではなく、生徒会の合宿という表向きの方を、だ──三泊はく四日の宿泊の準備をしてから、約束通り、再度和邸ていに集合した。

　その時には、理事長は既すでに仕事に出かけていて、初葉も自宅に帰ってしまっていた。もっとも初葉の方は残って自分もかのうを守ると抵抗したそうだが、当主である理事長の決定には結局逆らえなかったらしい。

　彩波は俺達を出で迎むかえてはくれたが、まだかのうを降ろした疲ひ労ろうが残っていて、すぐにメイドに自室へと連れ戻もどされてしまった。

　ということで、俺達は各自に与あたえられたホテルのような客間に──もう、驚おどろくのは止めたいと思いながらも驚いた後──荷物を置いて、早さつ速そくメイドへの聞き込みを開始した。

　和邸の使用人は黒服も含ふくめて現在五十から六十人と聞いている。屋や敷しきの規模を考えれば妥だ当とうな気もするが、多いようにも思えるという微び妙みようなところだ。

　だが、それだけいれば物を尋たずねるのには事欠かない。広い邸内を歩けばその内メイドにぶつかるのだから。

　それでもなるべく早く数をこなすために俺達は分散して調査を進めることにした。

「仕事中悪いが、ちょっと質問に答えてもらえないか？」

　和家のメイドは皆みなお仕着せの黒のワンピースに白いエプロンと、個性の無い出いで立たちをしている。でも俺は基本的に一度見た顔と聞いた名前は忘れないので、特に問題は感じていない。ただ、さすがに所属隊まで覚えておくのは面めん倒どうなので、話しかける前に、エプロンにされた刺し繡しゆうのチェックはしておく。

　俺が最初に声をかけたのは、まだ和家に勤め始めて日が浅いという梅隊のナツキだった。

「あら、秋庭様。質問は構いませんが忙いそがしいので手短にお願いします」

　両りよう腕うでに布地を抱かかえた姿は、確かに時間があるようには見えなかったので、俺は言われた通り単刀直入に尋ねることにした。

「ナツキさんは〝かのう様〟の在あり処かについて、何か知らないか？」

　俺が基本的に敬語を好まない──もちろんＴＰＯ次し第だいで使いこなせるが──ことを和家のメイドは知っている。だから、いつもの口調で話しかけてもナツキの機き嫌げんを損そこねるはずは無いと思っていたのだが、俺の問いを受けた次の瞬しゆん間かん、彼女は不快そうに眉まゆを寄せた。

「……存じません」

　そして、返ってきたのはとりつく島もない、返答だった。

「本当に、知らないのか？」

　だが、そのあまりに素っ気ない態度を逆に怪あやしんで、俺は食い下がった。

「存じません。もし知っていたとしても教えることは出来ませんわ。まだ日が浅いとはいえ、私も和家に仕えるメイド、主人の秘密を軽々しく口にしたりしません」

　しかし、逆にきつい眼まな差ざしと共に言い返され、もうそれ以上問いを重ねられなかった。

「それよりも、秋庭様。制服以外のお姿は初めて拝見しましたが……せっかく恵めぐまれた容姿をされているのに、どうしてそうも飾かざり気のない服を着ていらっしゃるのですか？」

「は？　別に俺が何を着ていようと迷めい惑わくはかけていないと思うが？」

　恵まれた容姿、という一言に込こめられた皮肉に軽く不機嫌になりながら、俺は話を逸そらされたと知りつつ、自分の服をざっと眺ながめた。

　地球に優やさしくない全館暖だん房ぼうのため、和邸内は暖かいから、上着の類たぐいは脱ぬいでしまっているが、黒い薄うす手でのセーターにデニムという至って普ふ通つうの支し度たくだ。洗せん濯たくもしてあるし、何の問題もない。

「あらあら、これだから洒落しやれっ気のない方は嫌いやですわ。何の変へん哲てつもない黒のセーターだなんて、面おも白しろくもなんともありません。もっと鮮あざやかな色だってお店にはたくさんありますのに。そうだわ、確か邸内の衣い裳しよう部屋にお似合いになりそうなゼブラ柄がらのセーターが……」

　布地を腕の中に納めたまま、手指だけをわきわきと動かすという、器用というよりも奇き異いな動作を始めたナツキに、俺は急激に危機感を覚えた。

「い、忙しいところ悪かったな」

　背筋を登ってくる悪お寒かんと共に踵きびすを返すと、俺はとにかくナツキから離はなれることに専念した。

「あら、つまらない……鈴木様は着せ替かえに付き合ってくださるのに」

　その言葉は聞こえなかった振ふりをして。

　また暫しばらく歩くと、今度はメイドのトモエに遭そう遇ぐうした。

「ええと、トモエさん。少し時間を貰もらえないか？　聞きたいことがあるんだ」

　声をかけると、トモエはいくつも空の膳ぜんが載のせられたワゴンを止めて、ゆっくりと振り返った。さりげなく今度はワンピースの袖そで口ぐちにある刺繡をチェックすれば、彼女が竹隊所属だとわかった。

「歩きながらでも、よろしいのならば」

　仕事の邪じや魔まをする気は当然ないので、俺はトモエの言葉にすぐに頷うなずいた。

「俺が押そう」

「……結構ですわ。彩波様の運命の方に、そのようなことをしていただくわけにはいきませんもの」

　丁てい寧ねいだが、どこか冷たい口調に、俺はワゴンにかけた手を離はなすしかなかった。竹隊のメイドの俺に対する態度は概おおむねこんな感じなので、今いま更さら気にするつもりはないが、こんな態度を取られる原因については不明だ。

　とにかく、さっさと質問を終わらせることにして、

「俺達は〝かのう様〟を護まもるよう理事長から言われたんだが、トモエさんは〝かのう様〟を見たことがあるか？」

　偶ぐう像ぞうというニュアンスを込めて俺は尋ねた。

「私は、見たことがありません」

　だが、俺の問いをどう受け取ったのか、トモエが答えを口にするまでには若じやつ干かんの間があった。

「本当に？　じゃあ、どこにあるかも知らないのか？」

「ええ、見たことも聞いたこともありません。……私達メイドが縁えんを結んでいるのは和家ですから」

　重ねて問えば、返ってきたのは自分が仕えているのは、あくまで和家だという忠誠心を滲にじませた答えで。それは真まっ直すぐに俺を見つめる瞳ひとみの中にも込められていた。

「それは、俺も承知しているが、場合によっては彩波だって危険に……」

「彩波様は私達がお守りします」

　俺は理解を求めようと、彩波の名を口にしたが、最後まで言わせて貰えなかった。

「秋庭様達は、かのう様と──彩波様曰いわく、お友達になられたそうですね。今年の祭りにも、かのう様とのご縁で招かれたのでしょう？　でしたら、頑がん張ばってかのう様をお護りくださいませ。それでは」

　言いたいことはそれで終わりだと、一方的に話を終わらせると、トモエはワゴンを押しながら行ってしまった。

　先さき程ほどとは逆に、その背中を見送ることになった俺は、小さく嘆たん息そくした。

　決して高たかを括くくってはいなかったが、もう少しメイドからは有益な話が聞けると思っていたことは事実だ。

「これは……他ほかも苦戦しているだろうな」

　できれば、予想は外れて欲しかったが、当たりをほぼ確信しながら俺は呟つぶやいた。







「けんもほろろ、だったよ」

　集合場所のエントランスホールに戻もどって来るなり、尾田の口をついて出たのはそんな一言だった。

「皆みなさん、ご存じないとおっしゃるばかりで……」

　羽黒は三つ編みの先を弄もてあそびながら途と方ほうにくれ、桑田に至っては、何があったのか微かすかに目元をひきつらせながら、冷気を発している。

「箝かん口こう令れいでも敷しかれているのかな？」

「というより、全く話す気がなさそうだった」

　件くだんの侵しん入にゆう者しやに情報が漏もれないようにということならば、納なつ得とくせざるを得ないが、メイド達の様子を見るに、たとえ平時でも口を割りそうになかった。

　俺の返事を聞くと、尾田は一度天を仰あおぎ、それから疲つかれたように肩かたを落として項うな垂だれた。

「いい方法だと思ったけれど、ダメみたいね」

　どうやら感情の冷れい却きやく化かに成功したらしい桑田が口を開いて、客観的事実から導かれた結果を告げれば、羽黒の眉まゆが八の字に寄った。

「す、すみません。時間を無む駄だにしてしまいました」

　そして、バネでもついているかのように勢いよく頭を下げる。

「ああ、別に花南ちゃんを責めているわけじゃないのよ。実際花南ちゃんは少しも悪くないしね？」

「そうだな、羽黒は全然悪くない」

「は……い」

　桑田と俺がそれぞれ言えば、顔を上げたが浮うかない表情だけはそのままだった。

「でも〝かのう様〟の在あり処かがわからないままでは、護りようがありません」

「花南センサーには、何もひっかからないの？」

　桑田がそんな問いを羽黒に向けたのにはちゃんと理由がある。羽黒は一見普ふ通つうの女子高生だが、人間が通常〝見えないモノ〟を見て感じ取る〝霊れい感かん〟の持ち主なのだ。叶野市にいる時は、その力はいつもの半分程度になってしまっている上に、天然ボケも激しいのだが、本来の力は〝日本政府のお墨すみ付つき〟だ。

「正直、何も。このお屋敷や叶野市にはかのう様の気配が満ちていますから、逆に〝かのう様〟を探すのは難しいんです」

　しかし、返ってきたのははかばかしくない答えだった。正直にそう告げると、羽黒は自分のふがいなさを嚙かみしめるように唇くちびるを引き結んだ。

　羽黒は自分の能力に対して俺達にはわからない矜きよう持じを持っている。だから、それ以上羽黒を追つい及きゆうする者はこの場にはいなかった。

　だから、俺はここで自分の考えを述べることに決める。

「でも、和邸ていの中には確実にソレが存在するわけだ。そして〝黒くろ猫ねこ〟とやらは外からやって来る。だったら、黒猫を邸内に入れなければいいんだ」

　これならば、護る対象が曖あい昧まいでも問題ないはずだ。

　メイドに聞いても答えは得られないと判断した時点で、俺は意識を切り替かえた。その結果として、実にシンプルな方法を提示したのだが、羽黒は鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食くらったような顔でそれに応じた。どうやら、俺の優ゆう秀しゆうな頭脳の回転の速さに、久々に感動したようだ。

　この羽黒の感動が全校生徒に伝われば、次の生徒会長選は安あん泰たいだったかもしれない。ここが学校で無かったことを少々悔くやしく思っていると、

「仮に侵入を許した場合は、速すみやかに排はい除じよすることね」

「そうだね。大変だけど、現時点では一番確実な護衛法かな」

　桑田と尾田は、それぞれ俺の考えに賛同し一票を入れてくれた。

「そうですね、お屋や敷しきは広いですけど、みんなで頑張りましょう！」

　最後に羽黒の一票も投じられ、俺達は〝かのう様〟を護まもるべく本格的に始動することとなった。
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　そして、〝黒猫対策作戦本部〟といつの間にか名付けられた部屋に、俺達は詰つめることになった。

　作戦本部に通されたからには対策を練らなければならない。とにかく黒猫の侵入を防ぐことにした俺達は、手始めに、屋敷の配置と構造を確かく認にんすることにした……のだが。

「これが屋敷の見取り図か……広い」

　スクリーンに映し出された、和邸のそれはちょっとした宿しゆく泊はく施し設せつのようで、尾田が呆ぼう然ぜんとするのも無理はなかった。

「これをまず頭の中に入れないとな」

「ちょっと骨が折れるわね」

「そうですね」

　同じくスクリーンを見ながら、俺は早くもかのうの警護を請うけ負ったことを後こう悔かいしていた。縮小化された図面を見て、その広さを改めて実感するというのも変な話だったが。

　それでも、一度引き受けた以上投げ出すつもりはないが。

「もしも迷われた時は声をお上げください。屋内であれば三分、屋外でも五分以内には私達が駆かけつけますので」

　俺達がぼやけば、見取り図を持ってきてくれたメイドのサツキがすかさずフォローを入れた。袖そでの刺し繡しゆうを見るに所属は松隊だ。

「それなら、少しは安心できるね」

　尾田は胸を撫なで下ろしたようだが、それでもこれを頭に入れなければならないという事実は変わらないと、気がついているよな？

　スクリーンに目を戻して、俺はまず建物の配置から頭に入れていくことにした。

　和邸はどういうわけか門が八つもある。でも、正門とされているのは南側の一つで、それをくぐるとロータリーへと出る。そして、初めにある建物が今俺達がいる本館だ。ここは三階建てで、居間や食堂、それに客間もあって、彩波達の生活の拠きよ点てんはこの建物だ。

　ただし家人の私室や寝しん室しつは本館の背後にある赤い屋根の「蘇す芳おう館」という建物、その他ほかにも二棟むねの建物があって、一つはメイドをはじめとする住み込みの使用人用の茶色い屋根をしている「橡つるばみ館」、もう一つは見取り図の上では「縹はなだ館」となっている青い屋根の建物。いつも本館までしか通されたことが無いが遠目に見たところ、屋根の色で便べん宜ぎ上の名はつけられているようだ。

　この四棟の建物は渡わたり廊ろう下かで連結されていて、それに囲まれているのが、温室等のある中庭だ。

「悲しいことに、僕の家も多加良の家も一番小さい縹館の中に軽く納まるね……」

「尾田、言うな」

「建物の棟数では勝まさりますが、部屋数は圧あつ倒とう的に彩波さんのお家の方が多いですね」

「……言うな」

　言われなくても羽黒の比ひ較かく対象はその実家だとわかって、俺は羽黒から目を逸そらした。

　桑田は軽く落ち込む俺を見て何事か言いかけたが、ここまでではないにしろ、自分も普通よりは広い家に住んでいる事実を思い出してか、口を噤つぐんだ。

　そんな優やさしさが、逆に痛いような気がする午後だった。

「これだけ数があると、やっぱり空き部屋も多いのかしら？」

　建物配置図から──というより俺から──より細かな館内図に目を移した桑田は、一部屋一部屋を指先で追いながら、そんな疑問を口にした。

　言われて、俺も館内図に視線をスライドさせ、尾田や羽黒もそれに倣ならう。

「大広間にプレイルーム……それとゲーム室って何が違ちがうんだろう？」

「シアターというのは、やはり映画館でしょうか」

　二人が見つけた他にも、ネーミングからは何の為ための部屋かわからないというのは多かった。だが、

「最大の謎なぞは、この〝鈴木朔さま衣い裳しようルーム〟よね」

　冷蔵庫から出したばかりみたいに、程ほどよく冷えた声で、桑田が告げる通りだった。学校にあった同部屋は先日摘てき発はつし、撤てつ収しゆうさせたのだが、まさかここにもあろうとは。

「ここも、後日摘発だ」

　拳こぶしを握にぎって俺が言えば、桑田は大きく頷うなずき返してくれた。尾田と羽黒は二人で顔を見合わせて、苦く笑しようを漏もらしただけだったが。なぜこの二人はこうも寛かん容ようなんだろう。

「でも、明らかに物置のような小さな部屋以外は全部何らかの名前が付いているようです」

「そうみたいね。わざわざ〝空き〟って書いてあるのは、そのままの意味かしら？」

　桑田が指し示すと、羽黒はその部分に顔を近づけて目を凝こらした。

「使われていない部屋か？　もったいないな。他人に貸して賃料をとったらどうだ？」

「それはいい考えですね」

「いや、そういうのは和系列の不動産会社がやっているから必要ないよ」

　俺と羽黒の夢あふれる会話は、やけに冷静な尾田に水を差され、数秒俺達の間には沈ちん黙もくが落ちた。

「尾田、最近ちょっと、突つっ込みが冷たくないか？」

　もしかしたら切れが出てきた、と評すべきなのかもしれないと思いつつ、俺が不満を漏らすと、

「……どっかの誰だれかさんみたいなこと言わないでよ。僕はその道のプロになる気は無いんだから」

　いったい誰の顔を思い出したのか、うんざりとした表情を浮うかべた。

「そうか。まあ、黒くろ猫ねこを排はい除じよする上でネックになるのは、間違いなくこの広さと門の数だろうな」

〝かのう様〟を護まもることが、和邸ていを守ることに限りなく近い意味合いを持っている以上、俺達は様々なことを想定しておいた方がいいだろう。

　けれど、一通り意見が出で尽つくすと、静せい寂じやくが俺達の間に訪おとずれた。

「お茶を飲んで一息入れましょう。そうそう、プリンも持ってきてあるのよ」

　故ゆえに、桑田の提案に反対の声が上がることはなかった。

「キッチンをお借りしたいのだけど」

　ずっと部屋の隅すみで控ひかえていたメイドのサツキに桑田が申し出ると、

「お茶なら私がご用意いたしますわ」

　一度はそう言われた。

「私が、淹いれますから」

　しかし、大きくなくとも気き魄はくに満ちた声で桑田が言えば、身の危険を感じてか引き下がった。

　それが正解だ。いくら労災保険が下りると言っても、怪け我がをするのは得策ではない。いや、いくら何でもそんなことはしないと信じているけどな、桑田。

　サツキに伴ともなわれて桑田が行ってしまうと、手持ちぶさたになってしまったのか、羽黒は窓辺に近づくと庭を眺ながめ始めた。この部屋から見えるのは外庭だ。

　和邸はどの部屋も窓が大きく、また数も多い。その面では開放的だと言える。まあ、敷しき地ちが広くて周囲を気にする必要がないからこその造りだろうが。おかげで日が傾き始める時間でも室内はまだ照明がいらない。

「何か面おも白しろい物でも見える？」

　羽黒が窓の外を見たまま動かないからそう思ったのか、尾田もそちらへ歩いていく。

「ああ、ここからは南西門が見えるんだ」

「……え、あ、そうですね」

　だが、尾田の声に応こたえはしたものの、羽黒はどこか上の空だった。

「羽黒？」

　館内図以外の資料に目を通していた俺だが、そんな様子が気になって声を掛かければ、

「はい？」

　昼間のデジャヴのように、真まっ直すぐに眼まな差ざしを返される。

「あー……」

　そしてまた、なにやら庭に発見したらしい尾田の声に羽黒が振ふり向いて、うやむやになる。

「いや、庭の木が白鳥とか犬の形に綺き麗れいに刈かり込んであるなー、と思って見ていたんだけど、ね」

　言いながら尾田は頭痛を覚えたように、片手で額を押さえ、もう一方の手で俺を招いた。

　軽く嫌いやな予感を覚えつつも、妙みような義務感に駆かられて、俺は導かれるまま窓の外を見て──十秒後、間違い探しのようにソレを見つけて、ものすごい脱だつ力りよく感かんに襲おそわれた。

「何のつもりだろうね、アレ」

「え、え？　どこに何があるんですか？」

　まだそれを発見出来ない羽黒に、尾田は窓を叩たたきながら教えてやる。知らなくても生きていけるし、むしろ知らないまま生きていった方がいいと俺は思うのだが。

「ほら、あのネズミの形の木の隣となりの隣……」

「隣、のトナリ……ああっ、鈴木さんっ！」

　そう、そこで庭木に埋うもれていたのは鈴木だった。

　小学校の学芸会で行われる劇の「木」のような扮ふん装そうとポーズで鈴木は和邸の庭にいた。

　うっかり、鈴木が屋や敷しきに来ていることを忘れていたのは、一万歩譲ゆずって俺が悪かったとしても……。

「なんっだろうなぁ？　あいつはいま一体何を追求しているんだろうっ、なあ？」

　理解不能の行動だった。動かない分、いつもの鈴木よりましなのか？　でも、庭の景観を損そこなっているのもまた事実だ。

「ええと、ええと、鈴木さんだけに、木の真似まねをしていらっしゃるのでは？」

「羽黒さん、寒いです。それじゃあ笑点では確実に座布団持って行かれちゃうよ」

「笑点？」

　尾田が出した長ちよう寿じゆ番組のタイトルに覚えがなかったらしく、羽黒は困ったように三つ編みの先に触ふれた。そして、助けを求めるような視線を俺に向けてくる。

　俺は物心つく前から、その番組を祖父母と見ているが、ここで説明してもあの奥深さは実際に見てみなければわからないだろう。

「笑点は今度みんなで見よう……とりあえず、あれは見なかったことにしたいんだがどうだろう？」

「ああ、ある意味そのままにしておいてあげたいよね」

「だめですよっ！　外はまだまだ寒いんです。迎むかえに行きましょう！」

　俺と尾田は意見の一いつ致ちをみたが、羽黒はそう言って譲らなかった。一寸の虫にさえも優やさしい羽黒が俺達の考えに頷うなずくはずがないと、わかってはいたけれど。

「……じゃあ、桑田のお茶を飲み終わってもまだそのままだったら回収に──」

　仕方なく俺が出した折せつ衷ちゆう案あんは、けれど二人の耳に終わりまで届くことはなかった。

　けたたましい警報音が鳴り響ひびき。

「本館一階厨ちゆう房ぼうに侵しん入にゆう者しやあり！」

　直後、スピーカーから溢あふれた声がそう告げたから。
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　俺達が走って厨房にたどり着いた時には、もう侵入者は竹隊のメイド五人に囲まれていた。

　そして、侵入者は聞いていた通り、黒くろ猫ねこの仮面をつけていた。なめらかで、けれども無表情な猫の仮面は確かに恐おそろしげだった。

　でも、侵入者──あるいは襲しゆう撃げき者しや──は単独ひとりだけだった。

「一人？」

　思わず、といった様子で羽黒が呟つぶやけば、それが耳に届いたのか、メイドに混ざって最前列にいた桑田が振り返って手を挙げた。

　それをきっかけにして、俺達も侵入者を囲む輪の中に加わった。

「一人で侵入してくるとは、中々度胸がおありだと認めましょう。でも、それはあまりに私達を侮あなどりすぎですわ」

　侵入者に対してそう凄すごんで見せたのは竹隊にまざっていた梅隊のカズネだった。ただ、場所柄がら仕方がないとはいえ、手にしている得物がお玉だというのが、いまひとつ緊きん張ちよう感かんに欠けていた。

　だが緊張感が無いというのは、対する黒猫も同じだ。髪かみは限りなく金に近い茶色に染められ、いくつものピンで留められていて。首には色の付いたゴーグル、チェックのスカートの下にはスパッツと、おおよそ不法侵入者には思えない格好だった。

　その上、仮面は半分ほど持ち上がっていて、口許には生クリームがついていた。

「あー、てげおいしそうな予感がして、てげ大きい冷蔵庫開けたら、やっぱりてげおいしいプリンがあったとよ。で、ごちそうになったっちゃが！」

　どこの地域のものとはわからなかったが、方言で黒猫はしゃべった。それは少女の声で──この服装で老人の声だったらかなり驚おどろきだが──なんとか内容も理解できたが、余りに気の抜ぬける内容に、

「ねえ、本当にこれが泥どろ棒ぼう？　それとも愉ゆ快かい犯はん？」

　尾田がそんな疑問を抱いだくのも無理はなかった。

「いや、違ちがうと思う。新聞には黒猫の仮面のことは書いてなかったから」

　そして、俺が尾田に答えを返せば、黒猫の顔がふいに俺達へと向けられる。

「どうも、こんにちは。はー、近くで見るとてげいい男やね……と、標準語でしゃべらないと田舎いなか者ものってばかにされるんだもん。えーと、間違いなくあたしは泥棒だもん」

　この状じよう況きようにおいて、のんきにも黒猫は自分が泥棒である、とあっさり認めてしまった。

「それも食いしん坊ぼうな泥棒みたいね」

「うん、そうだよ。おいしいものには目がないんだもん」

　桑田はプリンのことを皮肉って言ったのだろうが、この黒猫にはそれが伝わっていなかった。

「あの、泥棒なんて悪いことですよ？」

　続いて桑田の脇わきから顔を出して、おずおずと、諭さとすように羽黒が語りかける。

「ん？　んー、まあ方法に問題があっても結果が良ければいいんですもん」

　黒猫は小さく首を傾かしげつつも、悪びれずにそう言った。この意見には若じやつ干かん納なつ得とくできるものを感じるが、少なくとも今は賛同してはいけない気がする。

「時に泥棒、名前はあるか？」

「うん？　普ふ通つうは名乗らないもんだよね。泥棒だもん」

「それもそうだな。なら、泥棒の目的の品は？」

「言ったらくれるの？」

「いいや、世の中そんなに甘くない」

「じゃあ、言わないもん」

　周囲を俺達に囲まれて袋ふくろのネズミ──仮面は猫だけど──の状況にもかかわらず、黒猫は俺が問えば答えをぽんぽんと返してくる。

　頭の回転は良さそうだ。それ故ゆえに、黒猫の自分を不利な状況に追い込むような単独行動に疑問が湧わく。

　陽動作戦──というのが一番納得のいくところだが、だとすれば失敗だ。周囲を見ても、有能な和家のメイド達は最初に集まっていた以上は数が増えていない。つまり、警備の薄うすくなっているところは無いのだ、現状では。

「うーん？　ちょっと明るいうちに来たのに集まりはいまいちだったねぇ。ちょっとスリルは足りないけど、あんまりぐずぐずしてても後で怒おこられるもんね……そろそろ、行こう、か！」

　仮面をきちんとつけ直すと、独り言というにはあまりに大きな声で黒猫は言い放った。メイド達は一いつ斉せいに身構える。もちろん、彼女達に混ざった桑田も。

　尾田と羽黒は、邪じや魔まにならないようにという判断か、その輪から外れた。

　だが、俺だけは、そのどちらにも反応することが出来なかった。

　突とつ如じよ、両目を襲おそった激痛に、身動きがとれなくて。喩たとえるなら、目の中に大きな異物ごみが入った時の百倍の痛み。それが眼球から全身へと広がっていけば、さすがの俺も動けなくなる。

　何度も経験はしているが、絶対に慣れることなど不可能なこの痛みは、願いの植物はなが芽め吹ぶいたことを知らせる、本当に悪あく趣しゆ味みな合図サイン。

　そして、訪おとずれた時と同じように、また突とつ然ぜん、痛みはその残ざん滓しさえ残さずに消えて。

　無意識にきつく閉じていた目を開ければ、視界スレスレに飛び込んで来たのは芽吹いたばかりの青い双ふた葉ば。それが俺の頰ほおを掠かすめていく錯さつ覚かくに気を取られた、その一いつ瞬しゆんの隙すきに、新たな願いの植物の宿主は逃にげていく。

「なっ、お待ちなさい!!」

「待てって言われて待ってたら泥棒失格なんだもん」

　人の間にできたわずかな隙間をするりするりと泳ぐように、駆かけ抜けていく黒猫──あろうことか、願いの植物はそこにあった。

　いくら強い願いを持つ者が自然と叶野市に集まるとしても、叶野市に入った全すべての者に願いの原石たねが蒔まかれるからといって、どうして、よりによって面めん倒どうなことこの上ない人間のそれが今芽吹く？

　この不条理に俺は思わず床ゆかに拳こぶしを叩たたきつけ──なかった。厨ちゆう房ぼうの床は大理石だったから。こんな所で余計な怪け我がをするつもりはない。

「秋庭くんっ、大だい丈じよう夫ぶっ？」

　俺の異常を見て取った桑田が駆け寄ってくるのに、とりあえずその叩きつける予定だった拳を上げて応こたえる。

「多加良、先に行くから！」

「で、ではわたしもご一いつ緒しよします！」

　桑田が俺の体を支えるのを確かめて、尾田と羽黒は、黒猫とメイドを追って先に駆け出した。

　黒猫を見失っては元も子もないから、二人の的確な判断に俺は頷うなずいて、ひとまず任せた。

「桑田、もう痛みはないから大丈夫だ。ありがとう」

「い、いいのよ」

　隣となりで肩かたを支えてくれていた桑田に目を合わせて礼を言えば、軽く目を逸そらされてしまった。やはり、俺の悪人顔は至近距きよ離りでは凶きよう器きなのか？

「と、ところでっ、その感じ、誰だれかが発芽したんでしょう？」

　珍めずらしく高く大きな声を上げて、桑田はそうあたりをつけて俺に尋たずねた。

「ああ……黒猫がな」

　発芽の方は予測していたものの、その相手がよりによってあの黒猫とは思わなかったらしく、桑田は表情こそ動かさなかったが、目め眩まいを覚えたかのように、額に手をあてた。

「侵しん入にゆうされたのは仕方ないが、とにかく、もう絶対にあの黒猫を逃がすわけに行かなくなった」

「なら、追いかけましょうか……私がせっかく持ってきた特製プリンの恨うらみも晴らさなければいけないし、ね」

　互たがいに視線を交かわして、俺達は走り出した。
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　一階の広い廊ろう下かを、何の迷いもなく駆け抜ぬけて、

「うーん、と。見えたのは……こっち！」

　突つき当たりで黒猫は、まるで風向きを確かめるように人差し指を立てて、それから左に行くことを選んだ。

　俺と桑田からはまだ三十メートルは距離があったが、メイド隊と尾田達は十メートル程ほどまで迫せまっていた。

　黒猫が曲がった先には螺ら旋せん階段があって、それを一段抜かしで駆け上がって行く。そんな風に急ぐそぶりを見せたかと思えば、集団であるが故ゆえに、階段では遅おくれがちになったこちらを待つような間をとって、再び階段を上り始める。

　文字通り猫のように気まぐれな動きに、メイド隊も俺達も翻ほん弄ろうされていた。陽動ならば、これ以上ない活かつ躍やくだ。

「確かに、いつもとはちょっと違ちがう、かも？　でも、まだまだ全然スリルは足りないんだもんねっ！」

　何事か呟つぶやきながら走ったためか、スピードが落ちた黒猫を、メイド達は階段上の踊おどり場に追いつめた。その間に俺達も先頭集団に合流することが出来たが、黒猫が止まっていてくれたのはほんの数秒だった。

　メイド達の足下、確実に彼女達の隙をついてその脇わきをすり抜けていく。

「待ちなさいっ！」

　桑田がすかさず反応して、俊しゆん敏びんに腕うでを伸のばしたが、その軌き道どうを読んだように見事に避よけて、軽かる業わざ師しのように黒猫は階段の手すりのてっぺんに着地した。その直後、足下をふらつかせて、

「危ないっ!!」

　思わず羽黒が叫さけんだが、当の黒猫は少しも慌あわてずに、そのまま床に着地し直した。

「あはっ、びっくりした？　びっくりした？　でもあたしはちっともスリルを感じなかったもん！」

　驚おどろいた俺達の顔を笑いながら眺ながめ回し、黒猫は言った。明るいというより、ふざけていてどこか人を食った台詞せりふがいい加減腹立たしい。

　けれど、着地には成功したものの、一連の動きでずれていた仮面は、その振しん動どうが決め手となって、顔から落ちた。

「あ……」

　仮面を押さえようとしたが間に合わず、それは堅かたい床の上にカツンという音と共に落ちた。

　そうして、仮面の下から現れたのは、予想通りまだあどけない──十代前半の──顔。目はくりっとしていて、口くち許もとからはほんの少し八や重え歯ばがのぞく。

「あ、とれちゃったよ！　落ちちゃったよ！」

　言いながら、少女は先ほど着地に失敗した時よりは幾いく分ぶん慌あわてた様子でしゃがみこむと、仮面を拾う。

「うーんと、ちょっと傷はついたかもしれないけど、でも壊こわれてなかったもんね。はぁ、怒おこられるところを見なくて済んだよ」

　素す顔がおをさらしてしまったことよりも、仮面が壊れていないということの方が、少女の中ではウェイトを占しめるらしい。顔を隠かくそうともしないことからも明らかだ。

　仮面に異常が無いことを確かめると、少女は数秒仮面を見た後、

「この後も壊れる予定は無いみたいだけど、もうちょっとちゃんと付けておこうかな。壊れちゃったらもう貰もらえないんだもんね」

　そんなことを言いながら、腰こしの辺りにじゃらじゃらとついているチェーンベルトにその仮面をしっかりと縛しばりつけた。

「仮面は無事だったけど、素顔かおを見られちゃったんだから、もう〝黒くろ猫ねこ〟もなにもないよね。ここからはあたしのことは知ち暁あきって呼んでね、よろしく！」

　本名か偽ぎ名めいか、両の手のひらを俺達の方に開いて向けながら、少女はようやく名乗る。

「あ、あれ？　みんな一いつ緒しよにやってくれないんだもん。都会の子はこうするってきいたんだけど」

「……叶野市はそんなに都会じゃないから。っていうか、カテゴリー的には確実に田舎いなかに分類されるはずだよ」

　メイド達が完かん璧ぺきに黙もく殺さつしたのを憐あわれに思ったか、それとも会話で足止めするつもりか、尾田が少女──知暁の疑問に答える。

「ええっ！　なんかこのお屋や敷しきとか凄すごいから、てっきり都会だと思ってたんだもん。でも、うん、やっぱりあたしの地元よりは都会です、おめでとうございます」
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「ははは、ありがとう」

　微び妙みような会話の中で、知暁に隙すきが出来たところを俺は見み逃のがさなかった。今度は俺がそこを狙ねらって、手を伸ばした。

「おっとと。ぎりぎり見えたもん！」

　だが、これもかわされた。

　そして、手合わせしてみて俺は、こちらの動きを既すでに見切られているような印象を受けた。

「……もしかして、すごい達人か？」

　自分で言っておいて、その発言に違い和わ感を覚え、俺は首を捻ひねった。

「でも、さっきから向こうから手を出すってことをしないのよ。少し、変な感じ……」

　桑田万ばん能のう流の師し範はん代だいの言葉は重かった。

　その間に、知暁は尾田の脇をすり抜ぬけていった。

　目的地を定めているのかいないのか、知暁は本館二階をめいっぱい飛ばしていく。和邸ていの構造が頭の中に入りきっていないので、先回りも出来ない。

　だが、一緒になって知暁を追うメイド達の表情は、疲ひ労ろうのせいばかりでなく、徐じよ々じよに険しいものへと変じてきている。

　そして、廊ろう下かの先にひときわ大きく豪ごう奢しやな扉とびらが見えてくると、彼女達は唇くちびるを引き結び、これが最後とばかりに加速した。ワンピースを着ているとは思えないラストスパートに、羽黒と尾田は置いて行かれる。

「わあ、速い速い！　でも、追いつかれる予定はないんだもん」

　だが、それでも知暁を止めることは出来ず、彼女は誰だれよりも先に、その豪ごう華かな木き彫ぼりのなされた部屋の扉に手をかけた。

　勢いのある達筆で「準備中」と書いた紙が貼はってあったが、それで躊躇ためらうことはなかった。扉を開けるとあっという間にその中に消えていった。

　けれど、メイド達はその扉の前で立ち止まると動かなくなってしまった。

「どうして中に入らないんだ？」

「ここから先は許可無しには入れません。『準備中』と貼ってありますでしょう？」

「はあっ？　そんなことを言っている間に逃にげられるぞ！」

　声がきつくなったのは仕方がない。このまま逃がしてしまえば、かのうを護まもることはともかく、知暁の願いの植物はなは摘つめなくなる。

「お前達が開けないんなら、俺が開けるっ！」

　そう言って俺がドアに手を掛かければ、その手をカズネが摑つかむ。

「離はなしてくれ」

「できません」

　俺よりも余よ程ほど険しい顔をしたカズネと暫しばらく睨にらみ合いになる。だが、いい加減焦じれて、その手を振ふり払はらおうとした時だった。

「みんな、どうしたの？」

　カズネの肩かた越ごしに目をやれば、そこにはメイドに手を引かれた彩波の姿があった。

「彩波さまっ！　だめですわ、この先には賊ぞくがおります！」

「お下がりくださいませ」

　口々にメイド達が止めるが、彩波は手をつないでいるメイド──ワカナを見上げて眼まな差ざしを送ると、その手をほどいた。

　内巻きに綺き麗れいに巻かれた髪かみに明るい色の瞳ひとみ。そして右の口くち許もとにあるホクロが印象的なワカナは所属こそ竹隊だが、彩波が和邸に居る時は、常に側そばに控ひかえている。殆ほとんど彩波専属のメイドだ。

　そんなワカナは、彩波の双そう眸ぼうから何を読み取ったのか、黙だまって頷うなずき返すと、その小さな背中をそっと押した。

「大だい丈じよう夫ぶだよっ！　みんなもいるし、多加良ちゃん、尾田ちゃん、花南ちゃん、美名人ちゃんもいるんだよっ！　泥どろ棒ぼうなんて追い払っちゃおう!!」

　ツインテールを揺ゆらしながら、彩波はいつもの笑え顔がおでもって、その場の険悪な雰ふん囲い気きを一瞬にして振り払ってしまった。

　俺の手を摑んでいたカズネの手からも力が抜けて、表情の強こわばりも同時に融とけていた。

「それで、問題はなんですか？」

「は、はい。賊が大広間に入り込んでしまいまして」

「そう、準備中だから開けられない、というわけね」

　彩波の代わりにワカナが近場のメイドに事情を尋たずねる。

「それで、みんなはお約束を守って入れなかったんだね！　うん、でも彩波と一緒なら大丈夫だよ。中のみんなは顔は怖こわいけど、ちゃんとお話は通じるんだから、ね。準備中でも理由を話せばわかってくれるよ！　はいっ、じゃあ、多加良ちゃん!!」

　そして速すみやかに状じよう況きようを理解した彩波は、メイド達に一つ頷いて見せ、それから俺に手を差し出した。

「彩波？」

「このお部屋の中に入るなら、彩波と仲良しってわかるように手をつなぐんだよっ！」

「そうなのか」

　これもまた和家ルール、なのだろうか。なんの邪じや気きもない笑顔で言われて俺は、疑問を抱いだきつつもその小さな手をとった。

「あら、そう。じゃあ右手は私と繫つないで貰もらおうかしら？」

　事の成り行きをそれまで静かに見守っていた桑田だったが、話がそこに至ると強ごう引いんに割り込んできて彩波の手を取った。なぜか冷気を漂ただよわせている桑田に、ワカナ以下メイド達も何の言葉も紡つむげないでいる。

「じゃ、じゃあ僕は、多加良と手を繫げばいいんだよねっ、羽黒さん？」

「そそそ、そういうことですねっ！　早く中に入りましょう」

　そして、軽い恐きよう慌こう状態に陥おちいった様子の二人が加わって、都合五人で手を繫いだまま俺達は、ようやく開かれたその部屋に、足を踏ふみ入れたのだった。
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　和邸ていの全容はまだすべて押さえていなかったが、特に大きな部屋となると限られている。大ホールはその点で記き憶おくに残っていたが、室内に入った瞬間、俺は絶句した。

　自分が、時間も季節も飛び越こえてしまったという錯さつ覚かくに陥りそうになって。

　なぜならば、眼前に広がっていたのは派手な祭り屋台の数々。わたあめ、クレープ、お好み焼き。射的、スーパーボールすくい、おみくじ。

　天てん井じようには提ちよう灯ちんが連なって──夏祭りの縁えん日にちが広い部屋の中には出来上がっていた。

「うわー、うわー」

「な、なな、にゃー！」

「……これは、何かしら？」

「あれっ、美名人ちゃんってお祭り行ったことないの？」

　微かすかな驚おどろきを含ふくんだ桑田の言葉を、額面通りに受け取った彩波は首を傾かしげながら、桑田の顔を見上げる。

「そうじゃなくて、なぜ夏でもないのに、家の中に、お祭りの縁日があるのかを私は知りたいの」

　今にもシェイクを加えそうな勢いで、桑田は彩波の頭を両手で挟はさみ、訴うつたえた。

「だってだって、明々後日しあさつてはお祭りだからだよっ!!」

　この答えに、残る四人の視線は一いつ斉せいに彩波に注がれ、その後ふっと逸そらされた。

　そうかそうか、明々後日が祭りだからか。お祭りがあったら和さん家ちは縁日を家の中に作ってしまうんですか。その瞬間、俺の胸の中には、自分でも計り知れない数々の感情が渦うず巻まいたが、誰だれにぶつけることもできないので、俺はポケットの中で拳こぶしを握にぎって堪こらえた。

　そうすれば、少しは頭が冷えた。次いで湧わきあがってきたのはかのうへの疑念だ。

　理事長は随ずい分ぶんと真しん剣けんだったが、縁日まで出すこの浮うかれよう──いかにもかのうが好きそうな、文字通りの〝お祭り騒さわぎ〟だ。

　この一件は、かのうと理事長両者の共きよう謀ぼうという線もあるかもしれない。俺は頭の隅すみにしっかりとこの考えをメモした。

「お家うちで縁日ってすごいですね。神社はどこにあるのでしょうか？」

「ああ、和家のお金持ち度を実感……」

　そんな風に俺が思考に沈しずんでいる間にも、羽黒の顔には好こう奇き心しんが、尾田の顔には啞あ然ぜんとしたそれが浮かんだまま消えていなかった。

　では、桑田はどうかと思って、その横顔を窺うかがえば彼女は既すでに冷静さを取り戻もどし、一点を見つめていた。

　その視線を追っていって、俺も我に返る。そうだった、今は黒くろ猫ねここと知暁を捕つかまえることが先決だった。たとえこの一件に裏があったとしても、きっちり果たさなければ出るものも出ない。

「おじさん、わたあめちょーだい！」

「無い！」

　ただ、桑田の視線の先に見つけた知暁もまた、相変わらず緊きん張ちよう感かんがなかった。

「なんで？　この屋台はただのかざりやと？」

「違ちがう、表に貼はってあっただろうが〝準備中〟ってな！　だからとっとと出て行きな！」

　俺達以上に、色々と忘れていると見えて、知暁は断られてもなお食い下がる。

「準備中でも作ってよぅ」

「だ・め・だ!!　この中では俺達がルールブックだ。たとえお嬢じようちゃんが可愛かわいいメイドさんだったとしても、だめだ!!」

　なるほど、そのルールに従ってメイド達はこの部屋に入ることを躊躇ためらったのか。

　目つきも悪く強面こわもての男はきっぱりと断り、一睨にらみするとそのまま知暁に背を向けてしまった。テキ屋はテキ屋でも、さすがに和家に通されるだけあって、腕わん力りよくに訴えることはなかった。

「ちぇっ、ちぇっ」

「わははは、わかったよねっ！　悪が栄えた例ためしはないんだよっ!!」

　つま先で床ゆかを蹴ける知暁に追い打ちをかけるように叫さけんだのは、俺の隣となりの彩波だった。

「正義の使者、〝かのうレンジャー〟とは彩波達のことだよっ！　もう逃にげられないからねっ！　ちなみに、彩波がピンクレンジャーで、レッドが多加良ちゃん。グリーンが尾田ちゃんで、花南ちゃんがブラック。で、おまけの美名人ちゃんがイエローだよっ！」

「そうか、知らなかった！　でも、イエローは不満そうな顔をしてるけど？」

「あれ、美名人ちゃんはカレーが嫌きらい？」

　どんどん本題からずれていく、ある意味マイペースで気が合ってしまった二人の間に、割って入っていけるのは、この場合桑田しかいなかった。

「いい加減に、ふざけるのはやめなさい」

　臨界点を突とつ破ぱして、逆に冷たい桑田の怒いかりを受けて、二人は同じように作り笑いを浮かべ、互たがいに一歩ずつ後退した。

「そ、そうだよねっ。美名人ちゃんにはブルーを進しん呈ていだねっ！」

「いまのは、ちょっと怖こわかったかな、怖かったかな？　うん、スリルがあったもんね」

　何か──心臓の鼓こ動どうを確かめるように胸に手を当てると、知暁は小さく笑った。

　その動どう悸きを楽しむように、愛いとおしむように。そして、その笑え顔がおに呼応するように、願いの植物はなは勢いづいて、葉を繁しげらせた。

「秋庭さん、あの……発芽したのはもしかして、あの黒猫さん、ですか？」

　俺の両りよう眼めが知暁の胸の辺りに注がれていたのに、目め敏ざとく気が付いて羽黒が尋たずねてくる。

「ああ」

　短く答えれば、羽黒は小さく息を吞のんだ。

「そう……ですか。じゃあ、秋庭さんはまた、植物を摘つまないと、いけないんですね」

　もう、慣れるには十分な回数、発芽に遭そう遇ぐうしているというのに、羽黒は嚙かみしめるように呟つぶやいた。

　そんな羽黒を視界に入れつつも、俺は知暁の胸の植物から目を離はなせなかった。

「成長が、速すぎる」

　からだ。通常、願いの植物は発芽から蕾つぼみをつけるまでには一週間ほどを目安としている。急成長するという例外はこれまでもあったことはあったが、そこから法則性を導き出すまでには至っていない。

　だが、答えは思いがけずもたらされる。

「時期が時期まつりな上にのう、場所も場所だからではないかのう？」

　緊張感の無い声に続いて、しゃらんという金属の擦こすれる音が響ひびけば、その方向を見るまでもなく何が現れたのか俺にはわかった。

「日に二回もご苦労なことだな」

「そうでもないのう。呼ばれる前に現れるのも正義の味方ではないかと思うてのう？」

　わざわざ俺の前に回り込んで悪人顔を覗のぞき込むのは、やはり見知った顔で、馴な染じみの何か企たくらむような笑みも昼間見たのと寸分違たがわない。

　ただ、その左手には見慣れないものがあった。平らな釣つり鐘がねのような形をしたそれは、歴史の教科書で見たことのある、銅どう鐸たくのようだった。大きさも小こ振ぶりで、そこは銅鐸そのもののように見えたが、色がブロンズ色をしていない。

　代わりにそれは、かのうの両手両足に嵌はまっている連環わと同じ、白金の美しい輝かがやきを放っていた。

　──なんだろう？

　かのうが何かを持っているだけで妙みように気になるのは、それがこいつの企みに関係する物ではないかと、つい疑ってしまうからだ。でも、他ほかの人間はそうでもないらしい。

「ああっ、かのう様だっ!!」

「本当です、いつの間に？」

「っていうか、彩波さんとかのう様って……こんな風に別行動ができたんですか？」

　驚おどろく彩波と羽黒を横目に、尾田はまず、それを問うた。そうだ、確かにかのうの手荷物を気にする前にその点を確かめるべきだった。

「一哉はつまり、妾わらわと彩波が同じ場所に、同時に現れたことを問うているのかのう？」

　微笑ほほえみと共にかのうが問い返せば、尾田は黙だまって首を縦に振ふった。

「二人が一いつ緒しよにいるところなんて、初めて見たわね」

「美名人ちゃん達も初めてなんですか？」

　桑田が嘆たん息そくするように言えば、羽黒もようやくこれが椿ちん事じであることに気付く。

「不可能だと言った覚えはないがのう」

　軽く揶や揄ゆするような響きでもって、そこを突つかれれば確かにその通りで、俺達に反論の余地は無かった。

「ようするに、見たままを信じればいいんだろうが」

　長話をしている場合でも無いから、俺はこの話題を早々に切り上げることを試みた。

「あのね、でもね、お家の外では会えないんだよ」

　でも、俺を見上げながら、彩波がそんなことを言い出せば、話は終わらない。

「和邸ていでのみ、ＯＫか」

　どうも、俺が思っている以上にかのうや和家には制約が多いようだ。

「えへへっ」

「うむ、彩波はもう元気になったようだの」

　かのうと目が合うと彩波は俺の手を離して駆かけ寄っていく。

　ここにいるかのうは実体ではないから触ふれられないと、誰だれよりもよく知っているはずなのに何が嬉うれしいのか、彩波はかのうの腰こしの辺りにくっつくと、にこにこし始める。そんな彩波にかのうも優やさしげな微笑みで応じる。

　もしかしたら、憑より坐ましであるが故ゆえに、彩波はかのうとこういった接せつ触しよくを持つことが少ないのかもしれない。かのうは邪じや魔まは邪魔だが、その様子を見ていると、いつものようにさっさと消えろとも言えなくなる。でも、

「護まもられる対象がのこのこ出てきていいのかしら？」

　桑田の指し摘てきは至し極ごく当然だった。可能性は低いとはいえ、そこは俺も同意見だ。

「彩波とは別行動で、妾わらわも用心はしてみたが？」

　確かにさっきとは異なり、今度は彩波の身体からだを借りずに現れ出たことだけを見れば、かのうも考えてはいるのかもしれない。

　或あるいは、また何か企みがあるか、だ。

　かのうの左手の銅鐸もどきに再び目をやれば、こちらに目線の一つもくれないまま、かのうはそれを着物の袂たもとに仕し舞まい込んだ。

「どうして今いま更さら隠かくす？」

「さて、なんのことかのう？」

　軽く肩かたをすくめて、俺を見るかのうの目は猫ねこのように細く笑えんでいて、これ以上追つい及きゆうしても、延々とはぐらかされ続けるだけだ。少なくとも、今はそんな無む駄だなことに時間を費ついやす意味は無い。

「とりあえず、かのうは俺達以外には見えていないから、問題はない、はずだ」

　さっさと思考を切り換かえて、肩かた越ごしに振り向いてみれば、俺達の耳目がかのうに集中している中、やはり知暁だけは首を捻ひねって、会話に置いていかれている──はずだった。

「うんうん、声が聞こえるもんね。綺き麗れいな声。でも、姿は見えないんだもん。ああ、これが能力ちからを制限されるってこと？　うん、普ふ通つうっぽいなぁ」

　その自己申告によれば、知暁にはかのうの声が聞こえている──そう受け取るほか無い発言に、俺達は改めて知暁という存在を見つめ直した。

「おやおや……妾の声が聞こえるとはのう」

　かのうまで黄金きん色の双そう眸ぼうを軽く瞠みはっているのを見れば、どうやら「声」はかのうの意志に関係なく知暁に届いているらしい。

　だとすれば考えることは限られてくる。

「羽黒」

　俺はかのうと知暁の二人から目を離はなさずに、羽黒に声だけを向けた。

「はい、なんでしょう？」

「あの知暁というのは、人間か？　それともまた神様属だったりするのか？」

　こんな時に尋たずねられるのは、羽黒しかいなかった。俺は基本的に目に見えるものしか信じないことにしているのだが、羽黒花南に見えるモノは信用している。

「人間ですよ。そうでなかったらもう少し早く能力があることに気がつけたと思います。それに……能力があるだけで人間でないと言ったら、私も同じになってしまいます」

　羽黒の言葉の終わりの方には自じ嘲ちようの響ひびきがあって、俺は少し訊きき方を間ま違ちがえたのかもしれなかった。

「悪い」

「なにも謝るようなことはされていませんよ？」

　すぐに反省して謝れば、不思議そうな顔をされてしまったが、これは俺の気分の問題だ。

「えーっと、この声のあなたがー、かのう様という神様だと思っていいんですかー？」

　その間に、知暁は一段と声を張り上げて、今度はかのう本人に向けて問いかけていた。

「はてさて、どう答えたものかのう？」

　そして、先さき程ほどの〝用心〟という台詞せりふをすっかり忘れ去ったかのうは、この事態を楽しむような眼まな差ざしと声を知暁に投げかける。

　そんなかのうを、彩波は不安げに見つめるばかりだ。

「人間、か」

「でも、ちょっと得意科目が違うのね？　能力それが何かわかる？」

　知暁と手合わせして、その都度動きをかわされた桑田が尋ねれば、羽黒は申し訳なさそうに首を振ふった。

「でも、随ずい分ぶんかのう様の情報を持っているみたいだね」

　神様とはっきりと言い、その上で〝かのう様〟の名を持ちだしてきたことからして、尾田の推測は正しい。

「じゃあ、狙ねらいはかのうだっていうのか？」

　その可能性を示し唆さされてはいたものの、理事長も俺達の中でもそのパーセンテージはいたって低かった。〝かのう様〟を護ることは決めていたが、まさか、普通は見えない〝かのう様〟を本気で奪うばいに来たと言うのか？

　それは俺達からしてみれば、大穴の状じよう況きようだ。すべていつもと同じかのうのゲームの範はん疇ちゆうだと言われた方が余程現実味がある。

　そして、俺が事態を見み極きわめられないまま、知暁は更さらに言葉を続ける。

「あのー、よかったらあたしと一いつ緒しよに来てくれませんか？」

「ほほほ。大だい胆たんな誘さそいだのう。だが、妾の一存ではなんとものう？」

「そうですかー。でも、あたしはあなたを連れて行きますもん！」

　断定的で少々不ふ遜そんですらある知暁の台詞にかのうが詰つまる。

　かのうの反応を素す直なおに受けとるならば、やはり偶ぐう像ぞうはあり、それを奪われることは、歓迎出来ない事態なのだろう。ならば、俺達は偶像を護るべきなのだ。

　そして、彩波が叫ぶ。両手を震ふるわせて──そこから一歩も引かずに。

「かのう様は、渡わたさないよっ!!」

「ああ、確かあなたが憑より坐ましだよね。うんうん、それは渡したくないもんだよね。人間の願い事をちゃんと叶かなえてくれる神様だもん。あたしだったら大事に大事にしまっておきたいもん」

　視線を彩波に向けて、知暁は妙みようにしたり顔でそう言った。

「でもね、もういいんじゃない？　長い間独り占じめにしてきたんだもん。今度はあたし達に回して？」

　腰こしに下げた黒くろ猫ねこの仮面を撫なでながら、まるで、子どもがおもちゃを寄よ越こせと言っているような口ぶりで──常つね日ひ頃ごろ、かのうに迷めい惑わくをかけられている俺達でさえ癇かんに障さわる言葉。

　けれど一転して知暁の双そう眸ぼうに宿っているのは、飢うえたような光で。

　正直俺は困こん惑わくを覚えた。本当の本気で、知暁は──その背後にいるだろう人間達は、かのうを欲ほつしているのか？

「だめだよっ！　かのう様は彩波が護るもんっ!!」

　俺達よりも余程かのうと付き合いが長く、またその時間は濃のう密みつであろう彩波の目からはそろそろ涙なみだがこぼれそうだ。

　そんな彩波に、かのうは声をかけることも、慰なぐさめることもせず、ただ静かに見つめていた。凪ないだ水みな面ものように静かな瞳ひとみで。

「だからね、あなたがそう言うのはわかっていたんだもん。だから泥どろ棒ぼうに来たわけだし。それに、偵てい察さつ隊には場所の確定が無理だったからあたしが見にきたんだもんね。ここまで来てもよく見えないけど、逆に見えないってことは……この奥の方に御ご神しん体たいがあるはずなんだもんね？」

　言いながら、知暁は大ホールの最さい奥おうに目を向けた。そこにはどこへと続くかわからない、朱しゆ色の扉とびらが一枚あった。

「でも入れないよっ！　壱いちの間には鍵かぎがかけてあるんだからっ！」

「鍵？　さすがにそれは見えなかったなぁ……。でも、ビンゴだもん!!」

「ああっ、ゆーどーじんもんっ!?」

　という程高度なものでは無かったが、彩波はまんまと乗ってしまった結果、その扉の向こうに和家にとって重要なもの──例えば、〝かのう様〟があるだろうことは俺達にもわかった。

　会話の中から、何か知暁の能力が測れないだろうかと、見守りすぎた。

　ついでにとうとう彩波の涙るい腺せんは決けつ壊かいして、涙があふれ出す。

「彩波さま」

　それまで控ひかえていたワカナが、駆かけ寄って慌あわててその涙をエプロンで拭ぬぐう。

「うむ、妾わらわを取り合って喧けん嘩かとは困ったのう。彩波も泣いてしまうしのう」

　しゃくり上げる彩波を見て、さすがに重い腰を上げる気になったのか、再び口を開いた。

　ただ、微笑ほほえみに似たその表情から内心を読み取ることは出来ない。

「だがのう、妾も〝奪われる〟というのは困る。血なまぐさいことも嫌きらいだしのう──だから、の。ここは一つげーむをしたらどうかのう？」

「ゲーム？」

「かのう、ちょっと待て！」

　かつて何度も口にした台詞せりふを、俺はこの時も口にした。言ったところで止まるわけがないと知っていても、だ。

「ちょうど祭りの縁えん日にちがあるからの、これを使ってはどうかのう？」

　俺は知暁が断ってくれることを望んだが、

「あたしも荒あらっぽいのは嫌いやだし……それにこの先は、外でもよく見えなかったもんね。あの、ゲームに勝ったら一緒に来てくれるってことでいいなら受けまーす」

　やはり、世の中というのはままならないものらしい。

「まあ、よいかのう？」

「かのう！　勝手に話を進めるな!!」

　さすがに俺も叫さけんだ。ちらりと見れば、彩波が顔を強こわばらせていた。比べるようにかのうを見るが、そこに少なくとも緊きん張ちよう感かんというものを見つけることは出来なかった。

「なにか、問題が？　なにしろ妾を護ってくれるのは〝正義の味方〟なのだからのう？　それとも……たった一人を相手に引けをとる秋庭多加良なのかのう？」

　銀糸の髪かみをかき上げながら、挑ちよう発はつ的てきな眼まな差ざしと声を送られて、俺は一いつ瞬しゆん知暁のことも彩波のことも頭の中から消し去ってしまう。

「俺は負けない!!」

　その一言を言げん質ちだと言わんばかりに、紅あかい唇をゆっくりと持ち上げて、艶えん然ぜんと微笑んで。

「では、頑がん張ばっておくれ。祭りの間は妾も色々と忙いそがしくてのう。遊ぶ時間もないのだよ」

　かと思えば今度は憂ゆう鬱うつそうに顔をしかめて呟つぶやけば、現れた時と同じように、一瞬にしてかのうの姿は目の前から消えた。

　しゃらんしゃらんと、鈴すずのような響ひびきだけを残して。

「あ、気配が消えた。えーと、でもってゲームする？　しない場合はこっちも本気で実力行使に出るんだけど」

　剣けん吞のんな雰ふん囲い気きを漂ただよわせながら、知暁は黒猫の仮面から、同じく腰にあったポーチに手をスライドさせた。

　何が入っているのか、あまり考えたくない動きだった。だからといって、この状じよう況きようから逃にげるつもりも、ましてや知暁の方を逃のがす気も無かったが。

　これがかのうの企たくらみであるという可能性はまだ捨てきれない。でも、彩波は明らかに〝かのう様〟を奪うばわれることに怯おびえている。

　ならば、少なくとも、今なすべきことは決まっている。

　俺は無言のまま、みんなの顔を見回した。

「とりあえず、彩波のために、〝かのう様〟を護まもる。壱の間とやらに黒猫は入れないぞ」

　きっぱりと告げれば、桑田、尾田、羽黒の順に首しゆ肯こうが返ってきて、俺は口くち許もとだけで小さく笑って見せたのだった。

　すると、なぜか桑田は一瞬ふらついて、羽黒はそれを支えつつたたらを踏ふむ。なんですか？　悪人顔は笑うとより凶きよう悪あくになるんですか？

「ああ、わかった！　俺達と勝負だ。そっちが勝ったら、そのドアの鍵をくれてやる！」

　交こう換かん条件にギリギリ機転を利きかせて、俺が改めて申し出れば、知暁は破顔して頷うなずいたのだった。







　協議の結果、〝縁日勝負〟は三本勝負で二本先取した方を勝ちとする。まだ準備中の屋台の中で、なんとか営業可能な「金魚すくい」「ボールダーツ」と「今年の新作」という正体不明の三つを舞ぶ台たいに行われることに決まった。

　ジャッジはテキ屋の長老──和邸ていという、知暁にしてみれば完かん璧ぺきにアウェイで、なんとか公平に裁定をしてくれそうな人物として選ばれた。

　話し合いの中で、知暁は殆ほとんど自分からは条件を出さなかった。唯ゆい一いつ出したのが三番勝負というそれだ。

「でも一対五ってことは五番勝負？　スリルは大だい歓かん迎げいだけどあたしは一人だから疲つかれちゃうもん。三番勝負位にしてくれない？」

「ああ、それでいい」

　これに俺はいかにもこちらが譲ゆずったように応じたが、実際は知暁がこちらに譲ったようなものだ。

　先刻の追つい跡せき劇げきで知暁の身体能力が優すぐれていることは確かく認にん済みだ。けれど、もう一つの方──いわゆる特とく殊しゆ能力については、まだその実態を摑つかんでいない。

　だから、何が相手に有利で逆にこちらに不利となるのか、それを見み極きわめなければ、勝負に勝てないどころか、勝負にならない可能性さえあったのだ。

　とりあえず、一番勝負は回かい避ひしたことで、俺達の勝機はゼロではなくなっている。

「さて、まずは金魚すくいか。誰だれが行く？」

　作戦会議の時間はあまりない。円えん陣じんを組むと同時に俺はみんなの顔を見回した。

　ただし、さっきまでと違ちがい彩波だけはここから閉め出されている。一つは、やはりゲームの公平性のため。もう一つは、今日の彩波の疲ひ労ろうの度合いが高いということと、まだ彩波が狙ねらわれるという可能性も捨てきれない為ためだ。だから、俺達の輪から少し外れたところで、恨うらめしそうな顔をしている彩波には、ワカナをはじめとしたメイド達がしっかりと張り付いている。

　でも、さっきまでの表情の強ばりは殆どほどけていた。それは、彩波が俺達がこのゲームに勝つと信じているからだろう。

　そして、かのうを護ってくれると。

「うーん、金魚すくいか。僕はああいうのはパス」

　尾田は指名される前にそう言って、断った。

「だな。縁えん日にちの最初で引っかかって、その日遊ぶ金を全部無くしたことが……」

「多加良？　いまはそんな思い出はなしはどうでもいいよね？」

　目が笑っていない笑え顔がおを向けられて、俺はぎこちなく頷いた。

「あの、縁日というものをよく知らないのですが……金魚救いというのは、どのように金魚さんをお助けするのですか？」

「惜おしい……ある意味『救う』と言えなくもないけどね」

「ゲームもわかっていないし、ここは羽黒は温存だな」

　恐おそらく対戦相手と同等、あるいはそれ以上の能力を持っているらしい羽黒の出番は二回戦以降と決めれば、後は俺か桑田しかいないわけだが。

「……多分、あの子は目がいいのよ」

　それまで黙だまっていた桑田は、そこでようやく口を開くと、推測を述べた。

「目、か」

「あの子との手合わせを、いま思い出していたんだけれど、やっぱり私の手の出るタイミングと軌き道どうがわかっているみたいに避よけられていたと思うの」

　中ちゆう途と半はん端ぱな腕うでの武道家ではなく、しっかりとした技量の持ち主である桑田が言うことは信しん頼らいに足る。

「……ということは、予知や先さき見みといった能力かもしれませんね」

　知暁が何かしらの能力を持っていることは察したものの、その種類までは見み抜ぬけないと言っていた羽黒は、桑田の言葉を受けてなにやら考え込むそぶりを見せた後、小さな声で自分の考えを口にした。もしかしたら、知暁を気にしての小声だったのかもしれない。

「予知能力か。それこそ映画ではたくさん見たことがあるけれど、いざ自分の目の前にいるって言われると不思議だね」

　尾田は素す直なおな感想を言うと、同意を求めるように俺を見た。

「まあな。なあ、羽黒。予知っていうのは、未来に何が起こるかわかるってことだよな？」

「はい、そうです。私の知り合いの予知能力者の天気予報は外れたことがありませんよ」

　知人を話の引き合いに出した羽黒は、どこか誇ほこらしげだった。

「そういえば、さっきは扉とびらの向こうが見えるとか見えないとか言っていなかった？」

　桑田の台詞せりふをとっかかりに、記き憶おくをたどってみれば、知暁は何度か〝見える〟とかそんなことを言っていた。

「それだけならば、透とう視し能力になりますが……」

　この場で最もそういった方面に知識のある羽黒だが、少ない情報ではやはり断定は出来ないようで、表情を曇くもらせる。

「とにかく〝見る〟という言葉に関係はありそうだ」

　だとすれば、俺達も知暁をもっと良く見るべきなのかもしれない。

「それなら、ここは私に任せてもらえないかしら？」

　すうっと、細い腕を挙げたのはやはり桑田だった。

　金魚すくいは、水の中を泳ぐ金魚を専用のポイですくう──シンプルなゲームだが、意外と呼吸やタイミングといった要素が重要だ。そういう意味では武道をやっている桑田は適任だ。そして、相手をよく見るという点においても。

　相手の能力が〝目〟にあるのならば、こちらも〝目〟で勝負だ。

「桑田に任せようと思う。いいか？」

　他ほかの二人からも反対の声は上がらなかった。

「頼たのんだぞ」

「がんばって」

「頑がん張ばってください、美名人ちゃん！」

　それぞれの声せい援えんを受けると、桑田は微笑ほほえんで金魚すくいの屋台に向かって歩き出し、

「じゃあ、頑張ってくるわ。ピンクの司令官」

　彩波の前を通り過ぎながら、小さく言った。

　不意を突つかれた形となった彩波だったが、けれどすぐに大きく頷うなずいて。

「美名人ちゃん、がんばれっ!!」

　一ひと際きわ大きな声援を桑田の背中へ送ったのだった。







　俺達は時間と共に本気を増していたのだが、対戦相手の方はというと、時間が経たつ程ほどに緊きん張ちよう感かんを無くしているように見える。いまも店を設営中のテキ屋に話しかけてはうるさがられている。

「ねえねえ、そんなに怖こわい顔してるけど、いままでで一番怖かったことってなに？」

「ああ？　もううるせえな！　仕事の邪じや魔まだ」

　わたあめ屋で懲こりなかったらしく、髪かみを黄色に染めた、まだ年若いたこ焼き屋にそんなことを尋たずねる。

「あたしはね、このゴーグルをかけたまま、真夜中に坂道をノーブレーキでママチャリで下ったことがあるんだけど……」

「うわ、あぶねっ！　そのゴーグル色つきじゃねえか！　ちょーあぶねっ！　もう二度とすんなよっ!!」

　顔は怖くても根は優やさしいのか──なんだろう、他人ひと事ごととは思えない──たこ焼き屋は本気で驚おどろき、本気で知暁を怒おこる。

「あ、怒ってる、怒ってる？　でも、その位しないとスリルがないんだもん」

　けれど、その本気を受け止めずに、知暁はまたその一言を口にした。

　スリル。

　知暁の胸に咲さいている、願いの植物はなもその単語に呼応して、風も吹ふかないのに小さく揺ゆれる。その植物は、発芽からそう時間をおいていないというのに、もう小さな蕾つぼみを付けていた。赤みの差さした小さな蕾。

　けれど、俺にはまだ知暁の願いがわからない。願いを叶かなえてやらなければ、知暁の植物を摘つまなければ、彼女もまた、あの人のように眠ねむり続けるしかなくなるのに。

　知暁は〝かのう様〟を求めて和邸ていにやってきた。でも、それは知暁の願いではないような気がする。求めているのは別の物で、例えば──スリル。

　仮に知暁が求めているモノがそれだとしても、なぜそんな物を求めて、それで何をしようとしているのか俺には、まだ、わからなかった。







「双そう方ほう用意はいいかい？」

　見事な白はく髪はつで、小こ柄がらだが背筋の伸のびた長老は、さすがと思わせる風格を備えていた。

　金魚の入れられた、青く浅い水すい槽そうの前に桑田と知暁が進み出れば、長老は二人にそれぞれ三つずつポイを与あたえた。プラスチックのフレームに紙が貼はられた馴な染じみの道具だ。続いて、捕とった金魚を入れる大きめの椀わんが渡わたされる。

「制限時間は五分だ。時間内により多くの金魚を捕った方が勝ち。だがその前にポイが全部破れちまったらそこで終しまいだ。いいかい、お嬢じようちゃん方？」

　皺しわに埋うずもれた目を、その瞬しゆん間かんばかりはかっと見開いて長老は二人を見た。二人はしっかりと頷き返して、

「それでは、一番勝負、はじめっ!!」

　最初の勝負は始まった。

「うっわ、オランダ獅し子し頭がしらとか蘭らん鋳ちゆうまでいるのが和家って感じだね」

「金魚って、近くで見ると、怖い……です」

　しゃがみ込んで、真しん剣けんに金魚の動きを追う桑田を見守りながら、尾田と羽黒は小声でそんな会話を交かわす。なんか、やたらでかい魚が混ざっていると思っていたのだが、そうかあれも金魚だったのか。

　けれど、桑田にはその大物を狙ねらう意志はなさそうだ。金魚の重さで競きそうのなら話は違ちがっただろうが、これは数の勝負だ。

　片かた膝ひざをついて、小こ脇わきに椀を抱かかえ水中を覗のぞく桑田の目は真剣そのものだった。それは、道場にいる時の桑田の姿そのままなのだろう。

　そして、ポイを持ったまま高く上げていた腕うでを、火中の栗くりを拾うかのごとく素す早ばやく水の中に入れて、抜ぬく──桑田の手が水から出た時にはもう、椀の中には二匹ひきの金魚が泳いでいた。

「み、見えなかった……」

　聞こえてきたギャラリーの声は、驚きよう愕がくに満ちていた。少ないギャラリーの半分をテキ屋の面々が占しめていたが、彼らもこんな金魚すくいは見たことが無かっただろう。

「予想以上に、すごいな」

　これは、知暁が多少変わった能力を持っていたとしても、勝機は俺達にあるかもしれない。そんな楽観的な考えさえ湧わいてきて、俺は桑田から知暁へと視線を移した。

「金魚も捕られるのは怖いかな？　怖い？　でも食べないから大だい丈じよう夫ぶ」

　水面にそんな呟つぶやきを落としている知暁の椀の中はまだ空だ。

「なんだか勝てそうだねっ！」

　同じようにこっそりとのぞき込んでいた彩波が俺の脇から顔を出して、笑った。

　でも、その笑え顔がおはすぐに消えることとなった。

　桑田が十匹ぴきもすくった所で、

「十分見えたし、そろそろいいかな」

　余よ裕ゆうとしかとれない呟きを口に出すと同時に、知暁は水の中にポイを持った手を入れた。

　けれど、そこには金魚はいなかった──始めは。だが、水に手を入れたまま五秒を数えた時、金魚が一度に三匹びきもポイの上を通過しようとして、そのタイミングを逃のがさずに知暁はポイを動かした。

　そして、知暁は一度に三匹の金魚を椀の中に入れた。

　金魚がどこに泳いでくるかを知っていて、それを待っていたような動き。

「……桑田の見立ては確かだったな」

「みたいだね」

　尾田は眉み間けんに皺を寄せて渋じゆう面めんになり、羽黒は不安そうに桑田と知暁に交こう互ごに眼まな差ざしを注ぐ。

「でもっ、美名人ちゃんが勝つよねっ？」

　俺の顔を見上げて問う彩波に、

「ああ、あたりまえだ」

　俺はきっぱりと答えてやった。すると、彩波は頰ほおを緩ゆるめて頷うなずき、

「美名人ちゃん、がんばれ！」

　再び桑田に声せい援えんを送り始めた。

「多加良……」

　俺と彩波のやりとりを見て、尾田が何とも複雑な表情を浮うかべている。

　無理もなかった。知暁は急ピッチで桑田との差を詰つめているのだから。冷静に見れば形勢はこちらに不利になりつつある。

「俺達は桑田が勝つことを信じるべきだろ」

　でも、そうすることに迷いはなかった。

「それもそうか……うん、勝負は終わるまでわからない」

　いつもの穏おだやかな表情を取り戻もどして、尾田はそう言うと、彩波と共に応援に加わった。

　その後も桑田は健けん闘とうを見せた。しかし、制限時間を三十秒以上残したところで、全すべてのポイを使いきってしまい、残り時間、俺達は知暁が金魚をどんどんすくい上げていくのを見ているしかなかった。

　タイムアップとなり、集計の結果31対30というたった一匹の差で勝者は──

「知暁！」

　だった。長老に左腕をとられると、知暁は八や重え歯ばをのぞかせてにっこりと笑った。

「やっほー、勝ったもーん！　これで神様に一歩近づいたもーん」

　今にも小こ躍おどりし出しそうな知暁とは反対に、桑田の肩かたは落ちていた。表情にはわずかにしか現れていないが、落ち込んでいるようだ。

　そして、恐おそらくいつもとは違う理由で、彩波の目を見ることはしなかった。

「桑田は精せい一いつ杯ぱいやった。だから何も気に病やむな」

「そうだよ。ふつう三十匹なんてとれないよ？」

「そうです、能力者と対等に渡り合えるなんてすごいですよっ！」

　俺達が口々に慰なぐさめれば、強こわばった表情は徐じよ々じよに融とけていったが、笑顔を引き出すまでには至らなかった。

「美名人ちゃん、これ、あげるよっ！」

　そうして登場した真打ちは手にべっこう飴あめを持っていた。ウサギの形をした飴は出来たてだからか、つやつやとして見えた。

　彩波の手から桑田がそれを受け取る。

「ありがとう」

　二人の間にそれ以上の会話はなく、渡わたし終えると同時に恥はずかしくなったのか、彩波は背を向けて即そつ刻こく踵きびすを返して行ってしまった。

　けれど、ようやく桑田は小さな微笑ほほえみをこぼしたのだった。

「うーん、でもやっぱりスリルは足りないなあ。ここに来たらもっと見えなくなると思ってたんだけどな」

　一方、勝者は既すでに落ち着き払はらって、首から提さげたゴーグルを、そのまま手で弄もてあそんでいた。

　知暁の余裕は未来さきが見える、という自身の力をより所だとしたものだと考えれば、

「もしかして、自分が勝つっていう結果が見えているのかしら？」

　桑田が声に少々不安を滲にじませるのも無理はなかった。

「だとしても、俺達はそれをひっくり返すんだ」

　強い意志を込こめて見つめれば、桑田は自分の弱気を恥じるように束つかの間目を伏ふせて、その後俺を見つめ返した目には輝かがやきが戻っていた。

「とにかく、知暁の能力には見み極きわめがついた。でも次は落とせない。……誰だれが行く？」

　次の勝負は「ボールダーツ」だ。かっこつけたネーミングに変えられているが、ようは的当て。そうして得た得点で勝敗が決まる。

「ボールダーツなら、やっぱり秋庭さんが行かれたら良いと思います」

「ほぼ毎日投げていることだしね」

　羽黒の意見に桑田も賛同する。二人が言っているのはＥＸエクストラボールのことだろう。

「はは、いつもと違ちがって的も動かないことだしな……」

　約一名の吞のん気きな顔が一いつ瞬しゆん脳のう裏りを掠かすめたため、俺の声は若じやつ干かん乾かわいたものとなった。

「でも、これなら逆に僕が行った方がいいんじゃないかな」

　殆ほとんど俺に決まりかと思っていた所で手を挙げたのは尾田。予想外の主張に全員の耳目が集まった。

「自信がおありなんですか？　あっ、まさか毎日特訓を!?　養成ギプス、ギプスはどこに？」

「花南ちゃん、人の話は最後まで聞きましょう？」

　例によって羽黒が先走るのを、桑田がたしなめ、俺は視線で尾田に話の先を促うながした。

「とにかく、知暁さんがどんな能力を持っているかはわかった。だったら次は対処法を考えないと。でもそこでイニシアチブをとるのは多加良が適任だ。それに、三つめの勝負はまだベールに包まれたままだ。だとしたらオールマイティーに対応できる多加良と、知暁さんと同じフィールドで渡り合える羽黒さんは温存すべきだよ」

　尾田の言葉は決して卑ひ屈くつではなく、理路整然として、頼たのもしくさえあった。

「まあ、コントロールは多加良に劣おとるけど、そのキャッチボールの相手は僕だったってことで、どう？」

　最後の台詞せりふにはまた少し弱気が顔を覗のぞかせたが、そこがまた尾田らしかった。俺と同じことを思ったのか、桑田と羽黒も小さく笑って、それが尾田への了りよう解かいの合図となった。







　簡単なルールの確かく認にんの後、尾田と知暁はボールダーツの店先──つまりは的の前に立っていた。

　的までの距きよ離りは五メートルといったところ。普ふ通つうよりも少し遠い。

「ああっ、景品に幻まぼろしのフラダンス犬がっ!!」

　尾田の視線が真しん剣けんに的に注がれているのに対して、知暁の目は的ではなく景品に釘くぎ付づけとなっていた。

「ああ、あのぬいぐるみは５００点の景品だからな、せいぜい頑がん張ばっておくんな」

　そこまでの高得点はマークできないと踏ふんだのか、テキ屋はテキ屋で余よ裕ゆうの構えだ。

「よーしっ！　スリルはないけど、頑張ってフラダンス犬をゲット！　神様もゲット!!」

「そんなの無理だよっ！　尾田ちゃんが勝つんだからねっ！」

「あ、ちょっとプレッシャー」

　彩波の声せい援えんに、尾田は軽く頰ほおを引きつらせた。

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「大丈夫だ。俺達は尾田が勝つって信じてやればいいんだ」

「信じる……のです、ね」

　俺の言こと葉ば尻じりを捉とらえると、どこかぎこちなく羽黒はそれを繰くり返した。

「あの、ところで肝かん心じんのボールはどこですか？」

　そういえば、見あたらない。二人の用意が出来ても、ゲームがなかなか始まらないと思っていたら、そういうことだったらしい。

「おう、ここだここだ」

　尾田の問いに答えたのはジャッジの長老で、けれど長老の手の中にあったのは数枚の厚紙。

「あれあれ？　ボールじゃないんだもん。さすがにそんなこと見なかったよ」

　不測の事態というのが知暁にもある、ということを耳ざとくチェックしながら、俺はその厚紙に描えがかれているものをじっと見た。

　そこには白と黒で描かれた五角形と六角形が並んでいた。

「展開図？」

　紙を自ら受け取りに行き、概がい観かんを終えた尾田が呟つぶやけば、長老は大きく頷うなずいた。

「なにしろ〝準備中〟の店を開けたんで、色々間に合わなかった。悪いが、自分でボールを作って当ててくんな！」

　それは、制限時間が設けられたゲームの中では時間のロスに他ほかならない。

「えーっ？」

「何か文句が？」

　同じく展開図入り厚紙を貰もらって、知暁が不満の声を上げれば、ぎらりと底光りする視線を長老に飛ばされ。

「な、ないよっ！　ないない！」

　俺は出会ってから初めて本気で動どう揺ようする知暁を見て、軽く目を瞠みはった。

　両手を何度も振ふって、オーバーリアクション気味に自分の意思を長老に伝える。その動きに合わせて植物も揺ゆれ動く。

「す、スリル満点！　これはなかなかだもんね」

　そして一転、その顔に浮うかんだのは、ほんのりと微かすかな喜びで。またそっと心臓むねに触ふれようとするように、その場所に手を置く。

「これが、びっくりってことだもん」

　それは、囁ささやくような声で。

　ふと、思う。未来が見えるというのはどういうことなのか、と。全すべては予定調和で、驚おどろきなどないのだろうか？

「ああ、やっぱり知暁さんも、〝風邪かぜをひいた犬〟になっているようですね」

　思し索さくに入りかけた俺を引き戻もどしたのは、羽黒の呟きだった。

「それは力をセーブされているってことよね。わかるの？」

「え、あ、そのっ……なんとなく、なんとなくです！」

　桑田に確かめるように訊きかれると、なぜか羽黒は軽く慌あわてて、それが自分の勘かんであることを強調した。

　ならば、知暁に向けられていた眼まな差ざしが、観察者のようであったことも俺の気のせいか。そう結論づけたところで、

「はさみとのりはその台の上だ。じゃあ、用意始め！」

　ようやくスタートのコールがかかった。

　先を争うように台の上のはさみを取ると、尾田と知暁はまずは厚紙を切り抜ぬくことに集中した。

　三十二面体の展開図を切るのは中々骨の折れる作業に見える。というか、

「俺だったら無理だ」

「……二重に人選は正しかったわね」

　俺の顔を一いち瞥べつすると、なぜか申し訳なさそうに桑田はそう言った。

「さすがの秋庭さんも美術は２なんですよね」

　羽黒には悪気はなくそれは事実だったが、俺に追い打ちを掛かけるには十分だった。手先が不器用なのは人よりちょっと指が長いからだと言い訳しようかと思ったが、虚むなしいので止やめた。

「尾田は、器用だからな」

　俺の言葉に間ま違ちがいがないことを証明するように、すでに尾田は三枚の厚紙を切り抜き終わって、ボールの組み立てに入っている。

「うん、ボールを投げている所は見えたもんね！」

　まるで勝利宣言のようなことを言いながら、対する知暁も十数秒遅おくれではさみを置いた。こちらも相当器用だ。これは、また俺達の勝機は五分五分かと、思われたのだが──

「あれっ、あれー？」

　さくさくと展開図をボールの形に組みたてていく尾田の横で、首を捻ひねって知暁はもたつき始めた。

「どうしたんでしょう？」

　それまでが順調なペースだっただけに、羽黒だけでなく、実際に隣となりで作業を進めている尾田も、ちらりと様子を窺うかがって首を傾かしげる。

「……うーん？　ボールは見えたけど、あれぇ？　反対側はどうなるのかな？」

　なんとなく意味を把は握あくできないことを呟きながら、知暁が厚紙をもてあましている間に、尾田は三つとも組みたて終わると、早さつ速そく的にぶつけに行く。

　中心の最高得点の所に当てることは出来なかったが、三回で１５０点というなかなかの高得点を得た。そしてまたボールを拾って投げつける。

　そうして──尾田が７２０点を獲かく得とくしても、知暁のボールはまだ出来上がらず。結局制限時間内にボールを一つも作り上げられなかった知暁の負けとなった。

「うーん、あたしは投げられなかったのか。負けちゃった上に、スリルも無かったよ……」

　負けても悲ひ愴そう感は無かったが、肩かたを落として床ゆかを蹴ける動作に、羽黒が少しだけ憐あわれむような視線を送っていた。

　それはそのままに、俺は尾田の健けん闘とうを称たたえることにする。

「尾田、グッジョブだ！」

「本当に。……器用で良かったわね」

「ありがと。多加良だったら紙を何枚も無む駄だにしていたと思う」

　言いにくいことを幼なじみの気安さでさらりと告げられたが、勝利に水を差す程ほどのことでもないので、俺は喉のどまで出かかった抗こう議ぎの台詞せりふは飲み込んだ。

「向こうの不器用にも救われたわね」

　だが、桑田がそう言うと、尾田は思案顔になって、ジャケットのポケットに何度か手を出し入れした。尾田が考える時の癖くせが出たのを見て、

「なにか気になること？」

　それも知っている桑田が水を向ければ、尾田はもう一度その仕草くせをやってから俺達の顔を見回した。

「かなり推論が入るけど、聞いてくれる？」

「ああ、もちろんだ。おい、羽黒」

　尾田が話を始める前に、輪から少し外れていた羽黒に声をかければ、慌てて輪の中に戻ってくる。

「多分、僕が勝てたのは器用とかコントロール以外の要素があったと思う」

「確かに、紙を切り抜く段階では、あまり差がなかったな」

　俺が言えば、尾田は頷うなずいて、

「あの段階では勝てる確率は半分位かと思ったけど……その後の彼女の台詞みんな聞いてた？」

　今度は俺達に問いかけた。

「印象に残っているのは……ボールを投げている所は見えた……っていう台詞だな」

　何となく尾田の言いたいことの輪りん郭かくが見えてきて、俺は記き憶おくの中からそれを選び出した。

「うん、それ。……もしかしたら、彼女には〝僕〟が〝ボールを投げている場面〟しか見えなかったんじゃないかな？」

　尾田の言葉をそれぞれが咀そ嚼しやくするまでの数秒間、沈ちん黙もくが落ちた。その間、尾田は居い心地ごこちが悪そうに指先を何度か組み替かえていたが、そこは我が慢まんして貰もらう。

「ようするに、自分がボールを投げているのは見えなかった、ってことかしら？」

　まず、桑田が尾田に眼差しを据すえて、沈黙を破った。でも、多分それは尾田の言いたいことを一面からしか捉とらえられていない台詞だ。

「でも、それだと、自分の負けが見えていたということになりますね。それにしては随ずい分ぶんと一生懸けん命めいにボールを作っていましたよ」

「そう、ね。負けるとわかっていたら、あんなに頑がん張ばらないわね」

　羽黒の指し摘てきに頷くと、桑田は頰ほおに手をあてて再び考え込む。

「ええと、だからね」

「つまり、尾田が問題にしたいのは〝見え方〟だろう？」

　説明する言葉を探しあぐねている尾田に、俺は一つ指針を示してみる。

「うん、そう。……例えばさ、ビデオは連続した時間を撮とれるけど、写真は瞬しゆん間かんしか写せないだろ。だから、もしも彼女が持っているのが予知能力だとしても、ビデオを再生するみたいにじゃなく、写真みたいに、前後の流れがわからない画えが見えていたんじゃないかって、思ったんだ」

　すると、尾田はゆっくりと言葉を見つけながら、今度は例を出しながら説明し直した。

「なら、さっきの場合は〝尾田がボールを投げている場面は見えた〟けど、〝自分がボールを投げている場面は見えなかった〟ってことになるか」

　俺が言うと、尾田は大きく頷き、続いて桑田と羽黒も得心が行ったように、頷き返す。

「じゃあ、知暁って子の能力は〝透とう視し〟ではなくて〝予知〟ってことになるのかしら。確かに、最初から私の拳こぶしの軌き道どうが見えていたなら避よけることも、出来るわね」

　神速というべき桑田の拳をかわすのは、それでも容易ではなかっただろうが、事実は事実として残っている。

「或あるいは……叶野市における一時的な能力の不調で、そうなっている、とかですね。仮に普ふ段だんの能力では連続的に見ることが出来ていても、少なくとも叶野市内では断続的にしか力を発揮できないということでは？」

　叶野市において、羽黒が能力を上手うまく発揮できない理由は、実は未いまだにはっきりしないのだが、その一因がかのうであることだけははっきりしている。ただし、かのうにも妨ぼう害がいしようという明確な意志がないので、解決も不可能らしい。

　能力者を不調にする──もしかしたらその迷めい惑わくなところも〝黒くろ猫ねこ〟のお気に召めしたのだろうか。でも、不可視の力を発揮することが出来るのは、あくまでかのう本人のはず。偶ぐう像ぞうを手に入れたとして黒猫達に同じことができるのか？

「知暁が普段の力をどの位セーブされているかは、とりあえず置いておこう。とにかく、尾田のお陰かげで向こうの能力が〝予知〟であることははっきりした」

　黒猫の目的はともかく、それがはっきりとわかったことは、俺達にとってかなり大きな情報だ。少なくとも、その能力は現在完全でないのだから、こちらが付け入る隙すきを見定めることができる。

「まあ、だからって、これが次の勝負にも通用する弱点なのかどうかっていうと、自信ないけどね。具体的な勝因はわからないし」

　けれど、それを導き出した当人は、いつもの穏おだやかな笑えみを浮うかべて、控ひかえ目な自己評価だ。本当に、もう少し自信を持ってもいいんだぞ、尾田。

「次といいますと……」

　そして尾田の話を受けて、羽黒は首を後ろに巡めぐらせたが、その瞳ひとみには紅白の幕で仕切られた一画しか映らなかった。

「結構なスペースを取っているんだけど、〝今年の新作〟って何かしら？」

　桑田も言うように、三番目のゲームはかなり場所を塞ふさいでいるが、その全容はまだ明かされない。

「せっかく向こうの能力がわかったんだから、早く知りたいな」

　ついでに、それがこちらにとって有利なゲームならば、万ばん々ばん歳ざいだ。

「あのねっ、今年の新作は毎年、長老が彩波の為ために考えてくれるんだよっ！」

　と、件くだんの新作を近くまで見に行っていた彩波が元気よく戻もどってきて、俺達はその説明を彩波に求めることにした。

「毎年大きくなってるんだけどねっ、やっぱりまだ見せて貰えなかったよっ!!」

　が、肩かたすかしの結果に、俺達は揃そろってため息を吐ついた。公平性を重視した人選に誤りはなかったということだから仕方なく諦あきらめるが。

「ヒントは大きい、か」

　それは見ればわかっていたので、あまり参考にならない。

「でも、彩波さんの為のゲームだから……」

「背が小さくても楽しめるってことよね」

「彩波は小さくっていいんだよっ！　その方が可愛かわいいからっ！」

　ついさっき歩み寄りを見せた桑田と彩波だが、尾田を間に挟はさんで、もういつもの睨にらみ合いを再開する。平和への道のりは、やはり遠く平へい坦たんではないようだ。

「あの、背が低くてもいいんでしたら、私が行っても大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

　それを聞いて、おずおずと手を挙げたのは羽黒だった。

　確かに身長と体力の関係しないゲームなら、知暁と渡わたり合える能力のある羽黒は適任かもしれない。ただ、問題がある。

「羽黒……相手の弱点を見つけて、きっちりそこを突ついていく自信は、あるか？」

「弱点……を、突く」

　少々詰きつ問もんの響ひびきを宿して問えば、困ったように羽黒は眉まゆを八の字に寄せた。そう、問題は羽黒が誰だれにでも優やさしい所なのだ。相手の隙をつくなんていうことは、羽黒には苦手科目もいいところだろう。

「……それは、花南ちゃんには無理そうね。あっ、でも決して秋庭くんが優しくないって言っているんじゃないの。秋庭君の優しさは嚙かめば嚙むほど味が出る優しさって言うか何て言うか、あのあの」

「み、美名人ちゃん落ち着いて！」

　羽黒のフォローをしていたと思えば、俺のフォローに回って、突とつ然ぜん混乱し始めた桑田を、いつもとは逆のパターンで羽黒がなだめにかかる。

「桑田、大丈夫か？」

「大丈夫です。お医者様には治せませんけど、ね。ええと、お話の続きをお願いします」

　心なしか頰ほおの赤い桑田の肩を、優しく抱だいてやりながら、羽黒は先を促うながした。理り屈くつはよくわからなかったが、大丈夫だというなら大丈夫なんだろうと判断して、俺は促されるまま口を開いた。

「つまりな、三番目のゲームはその内容以前に、相手の隙をちゃんと見み極きわめられるかどうかが問題なんだ。決して羽黒にその力が欠けているとは思わない。でも、な。最後は俺が行こうと思うんだ、いいか？」

「そうですか。秋庭さんがそうおっしゃるのなら、私は応おう援えんするほうに回ります」

　考えた結果、諭さとすような口調になりながらも、そう伝えれば羽黒は納なつ得とくしてくれた。

「多加良ちゃん、かのう様の為にも彩波のためにも頑がん張ばってねっ！」

　そうと決まると、彩波は熱の籠こもった眼まな差ざしで俺を見上げてきて、俺は大きく頷うなずいた。

「あの、あと……知暁さんの植物はなを、ちゃんと摘つんであげてくださいね」

　羽黒に言われるまでもなく、そのつもりではあったが、真しん摯しな願いの宿る目を見つめ返して、もう一度大きく頷き返せば、

「さあ、除幕するぞー！　全員早くこーい」

　大きなだみ声に呼ばれて、俺達は駆かけ出したのだった。







「本当は、彩波様が最初に遊ぶ予定だったんだがな……」

　そこが不満だということを長老は隠かくすつもりもないらしく、俺と知暁の二人にストレートにぶつけてくれた。

「無理を言ってすいません」

　かのうが──と付け足したい所を飲み込んで、俺は頭を下げた。だが、じいちゃんと同じ位の年に見える長老に頭を下げることは別に嫌いやではなかった。

　三番目のゲームは、彩波の為のゲームということで、除幕は彩波の仕事だった。だから、彩波は俺達と共にゲームに近づくことを許されたが、尾田達と、メイド隊は少し離はなれた場所でゲームを見守るよう指示された。

「さあさあ、何が出てくるのかな？」

「まだ、見えないのか？」

　何の前置きもなく、俺は隣となりに並んだ知暁にストレートに尋たずねてみた。

「うーんと？　ああ、あたしが能力者だってことはもうわかってるんだね。さすが」

　知暁は自分が能力者であることをあっさりと認めた後、

「そうだね、叶野市の外で事前に予知みたのはこの部屋に来るまでだもん」

　記き憶おくの中から映像を引き出すように数秒目を閉じて、知暁は俺の問いに答えた。

「あとはその場その場でちょっとずつ見えたくらいかな。スライドみたいにね。……やっぱり神様のいる土地っていうのは違ちがうものだね」

　ついでに訊きかないことまでも教えてくれる。ただ、その間も知暁の視線は紅白の幕に注がれたままだった。

　そんな知暁の胸の植物に目を向ければ、今にも綻ほころびそうに蕾つぼみは膨ふくらんでいた。

「かのうは腹黒だから、仮に連れて帰れたとしても持てあますだけだぞ」

　彩波が除幕になにやら手間取っているので、俺はそのまま知暁と会話を続けることにする。

　願いの植物を摘むためには、まず願いを確かめて花を咲さかせなければならない。会話はその糸口だ。

「えーと、多加良さんだっけ。あたしの仕事はとりあえず御ご神しん体たいを手に入れて、それで帰ることだから、その後のことは他ほかの人──とってもとっても〝かのう様〟が欲しい人達が考えるからいいんだもん」

　自分はあくまで組織の枝葉であると言って、知暁は笑った。

「あのさ、今度はあたしが訊いてもいい？」

「答えられることならな」

「うん。サンタクロースがいないってわかったの何歳？」

「は？」

　明らかにシーズンオフの話題だったが、尋ねる知暁はふざけているつもりはないらしい。

「……確か、小学校に上がった年だな」

「ふーん、そうかぁ。あたしはね、最初からいないってわかってた。だってね、父さんと母さんがプレゼントを用意しているところから、見て知ってたからね」

　それを告げる声は寂さびしかった。泣いているのではないかと、思わずその顔を覗のぞき込んだが、瞳ひとみにも頰にも流れる涙なみだはなかった。

「ふふっ、でも今ね、この幕の向こうが見えて来ないんだもんね。何が出てくるんだろうね？」

　サンタクロースはいないと知っている──否いな、その存在を信じていていい期間を与あたえられなかった知暁という少女は、だけどいま、クリスマスを前に靴くつ下したを用意している子どものように見えた。

「すっごーく、スリルがあるね」

　それは言葉の使い方を間違えている──本当はどう表現すべきか、教えてやろうとして、俺は口を噤つぐんだ。

　いよいよ幕が払はらわれようとしていたからだ。

　この勝負に勝ったら、教えてやろうと思う。きっと、胸の植物を摘つみながら。







　今年の新作──紅白の幕の下から現れたのは、一見したところ、ターンテーブルだった。空港でトランクやらの荷物が出てくるあれだ。今はそこに荷物はなく、楕だ円えん形にカーブした、ただのベルトコンベアーにも見える。

　でも、ベルトコンベアーの三分の一はトンネル状になっていて、そこから先は何も見えない。

　更さらにターンテーブルの背後の壁かべには大きなスクリーン。現時点では、何も映っていない。

　はっきりいって、これから始まるゲームが何なのか、幕が取り払われる前より更に不明になっていた。

「おじーちゃん、これが今年の新作なの？」

　やはり見ただけでは正しく理解できなかったらしく、どこかがっかりした表情で彩波が尋ねる。彩波におじーちゃんと呼ばれた途と端たん、長老が相好を崩くずしたのはある意味見物だったが、今はおいておく。

「そうですよ、彩波様。このゲームをクリアなさったら、そこにある景品が手に入りますんで」

　長老が指さした先──ビールケースを重ねて急ごしらえされた棚たなの上には、超ちよう巨きよ大だいな犬のぬいぐるみがあった。

「ああーっ！　超特大フラダンスの犬だよっ!!　すっごーい、彩波初めて見たよ、おじーちゃん!!」

「それは良かった。この日のために色々と手を回した甲か斐いがありました」

　一体どこで大人気になっているんだろう。俺には腰こし蓑みのをつけた変な犬にしか見えないのだが。どちらかといえば俺は、長老がどこにどう手を回したかの方が気にはなるのだが、追つい及きゆうするのはまずそうなので、ここは黙だまっておく。

「ふわー、ほんとに、てげ大きいっちゃ。あたしも欲しい！」

　完全に、本来の目的を忘れている知暁は、興奮したためか、また方言に戻もどっていた。

「景品よりも、ゲームについて説明してくれませんか」

　あくまでもゲームのおまけに過ぎないフラダンス犬から、話を本題に戻すべく俺は口を開いた。

「なんじゃ、最近の若いのは気が短くていかん」

　彩波とにこにこと意味もなく笑いあっているのを邪じや魔ましたためか、返ってきた声は刺とげ々とげしかった。

「おじーちゃん、多加良ちゃんには意地悪しないでねっ！」

「はーい、わかりました」

　しかし、言葉と共に彩波から笑え顔がおを向けられれば、気が抜ぬけるほど簡単に態度を翻ひるがえす。長老の威い厳げんは一体どこに行ってしまったんだろう。

　ああ、もしかすると、彩波は凄すご腕うでの爺じじ転がしなのかもしれない。

「じゃあ、説明するぞ」

　俺が彩波への認にん識しきを改めていると、その間にまた長老は、再び威厳を取り戻したようだ。

　この切り替かえに付き合っていたら、無む駄だに疲つかれる──もう、気にしないことにしよう、と俺は密ひそかに心に決めて、長老に向き直った。

「なんだろな、なんだろな」

　傍かたわらの知暁は、リズムをつけて言葉を繰くり返しながら、長老の次の言葉を待っている。

「今年の新作は、名付けて〝ロストバゲージ〟だ」

　年ねん齢れいの割に、やけに滑なめらかな発音で長老は高らかに告げた。

「ろすとばげーじ？」

　一方、随ずい分ぶんとぎこちなく繰り返したのは知暁だ。

「ロストバゲージ……ようするに〝荷物が無くなった〟ってことだ」

　発音から、知暁の英語の知識は乏とぼしそうだと察して、親切にも俺は直訳を教えてやった。

　空港でのロストバゲージは、災難というしかないが、そう名付けられたゲームの内容は未まだ見えてこない。案の定、訳を聞いてもなお、知暁は首を傾かしげたままだった。

「彩波も一回だけロストバゲージされたことあるよっ！　とっても迷めい惑わくだよね？」

「それは災難でしたな。でも、このゲームは大だい丈じよう夫ぶなんで。えーとな、これからそのトンネルの向こうからトランクが出てくる。色も形も寸分違たがわないのがな」

　彩波に好こう々こう爺やの口調で話しかけたかと思えば、俺達に対しては声のトーンまでもぞんざいに変えて、長老はゲームの説明を再開する。

「空港のターンテーブルは伊達だてじゃないわけか」

　俺が小さく呟つぶやけば、耳がいいのか長老は俺の方を面おも白しろくなさそうに、ちらりと見た。でも、それだけで更に言葉を続ける。

「それと同時に、そのでかい画面にはマークが映る。そうしたら、あとは神経衰すい弱じやくの要領だ。ただし三つ揃そろわなくてはいけない〝トリプル神経衰弱〟だがな」

　長老は淡たん々たんと言葉を紡つむいでいく。そして、ようやく馴な染じみのあるトランプゲームの名前が出てきて、知暁がわずかに視線を上げた。

「神経衰弱って、トランプの模様を合わせる遊びだよね？」

「ああ、数字を合わせることもあるけどな」

　ごく自然に尋たずねてくるので、俺も同じように返す。

「……ふふふ、その普ふ通つうの遊びを、捻ひねっちまうのがこの長老と呼ばれるじじいの凄すごささ!!」

　俺達の会話に、長老は自画自賛で応じたが、ゲームの全容がわかっていないので、俺達は反応に困る。

「早く教えて、おじーちゃん！」

「おお、おお、彩波様。そうですな。……つまり、画面に出たマークと同じ形の物が流れてくるトランクの中には入っているってえわけだ。後は、わかるだろうが？」

　試ためすような視線を送られて、俺は真っ向から受け止めた。ここまで説明とヒントを与あたえられればいい加減わかっていたから、少々不ふ愉ゆ快かいだ。だから俺は以降、長老に対する敬語を忘れることにした。

「トンネルから出てきたトランクを一ワンターンで二つ開けて、その中に入っているものが両方ともスクリーンに映ったマークと同じならば得点。そういうことだろう？」

　単純なようで考えられたゲームだと、素す直なおに思いながら、俺は答えた。

「その通りだ」

「おじいちゃん、面白そうだねっ！」

「そうですかっ！　これは嬉うれしい限りだ」

　が、彩波に褒ほめられたことの方が重要らしく、長老は既すでに俺を見ていなかった。もう老人ということですべてを許すのはやめてもいいかもしれない。

「なるほどなるほど。はーい、他ほかに何か約束事はあるの？」

　ゲームそのものには得心がいった様子で、知暁は頷うなずいたが、更さらにその先を尋ねる辺りは中々しっかりしている。

「ああ、マークと合わせられなかったらプレイヤーは一ターン毎ごとに交代。合わせられたら、合わなくなるまでそのプレイヤーが続けてよし。ただし……」

　そこでわざとらしく間を入れると、長老は片頰ほおを上げて、意地の悪い笑みを作った。

「開けられるトランクはターンテーブルの上に出ているヤツだけだ。ゲーム中は止まらないぞ。あとな、トンネルの中に入ったトランクは中の機械で常にシャッフルされる。だから、くれぐれもトンネルには気をつけな」

「ええーっ！　難しいよ、それは!!」

　知暁は、長老の狙ねらい通りに抗こう議ぎの声を上げたが、俺は逆に小さく拳こぶしを突つき上げた。

　どうやら、風はこっちに吹ふいている。

　このゲームが、単純に神経衰弱に則のつとっていた場合、正直なところ俺に不利なゲームだった。たとえ断続的にであっても、知暁にはどこのトランクに何が入っているか見えるのだから、トランクを開けずに、それがある場所を覚えればいい。

　けれど、トランクは常に動き続けて、常にシャッフルされる──すると、仮に知暁にトランクを開けている自分の姿が見えたとしても、その場所がわかっていたとしても、それがトランクが何回シャッフルされて、何度テーブルの上を回転した時なのかはわからない。

「ようするに、運のいい方が勝つわけか」

「わかりやすく、公平だろうが、若造」

　長老の言う通り、実に公平なゲームだった──俺と知暁、それぞれに振ふり分けられた「運」という物が等分ならば。

「運かぁ。なかなかなかなか楽しそうだもん。まだ見えないけど、でもあたしは勝つもんね。フラダンス犬……も部屋の鍵かぎも貰もらうもん」

　にっこりと笑えみを深く深く唇くちびるに刻むと、知暁は俺を見上げて、改めて挑ちよう戦せん状じようを叩たたきつけてきた。きっと、知暁にとっては、初めて平等な条件で行うゲームになるのだろう。

「俺も、負けるつもりはない」

　だから、きっちり受けて立つ。

「さあ、準備はいいか？　機械が動き出すのと同時にスタートだ」

「準備はいいもん」

　腰こしにちゃんと黒くろ猫ねこの仮面があることを確かめると、知暁は大きく頷いた。

「いつでも、動かしてくれ」

「おじーちゃん、じゃあお願いしまーす」

　そうして、彩波の明るい号令と共に、ターンテーブルは重たい音を立てながら、ゆっくりと回り始めたのだった。







　じゃんけんの結果、先せん攻こうは俺に決まった。

　がたごととトンネルから出てくるトランクで、ターンテーブルの上がほぼ埋うまったのと同時に、長老が言った通りスクリーンにはマークが映し出された。

　最初は、四角のマーク。俺は一ターン目ということもあって、全すべて同じ銀色のトランクの中から適当に二つ選んで開けた。するとその中には三角形と菱ひし形がたに切り取られた厚紙が入っていた。

「中は……三角と菱形。バツだな」

　淡々とした長老のジャッジと共に、一度開けられたトランクは閉じられた。

　次に同じように知暁もトランクを二つ選んだ。こちらは、

「丸と台形」

　やはり、長老のジャッジと共にトランクは閉じられる。

　次にスクリーンに映し出されたのは、三角形。だが、さっき俺が開けたトランクは今にもトンネルの向こうへ消えていこうとしている。

　俺はダッシュで駆かけ寄ると、ぎりぎりの所でトランクを開けた。

「うーん、意外と体力勝負なんだもん」

　俺の奮ふん闘とうを横目に見ながら、知暁はどこか吞のん気きに呟つぶやいた。

「くそ、長方形か」

　そして、俺が次に開けたトランクの中身はそれで。二つのトランクはあえなく、トンネルの向こうへと消えていった。

「あはは、運がないんだもん！」

　そんな俺を笑いながら、知暁も二ターン目を迎むかえたが、やはりトランクの中身はスクリーンのマークと合わなかった。

「お前もな」

「つ、次は合うもん！　ピッタリだもん!!」

　そのまま、三ターン、四ターン、五ターンと俺も知暁も、一つも形を合わせられないまま、時間ばかりが流れた。

「四角に、丸、長方形、三角形に菱形。……あとは」

「花形と星形と台形、変なところで飛行機とリボン」

「これで、全部か？」

　一通りマークは見尽つくして、長老に尋たずねれば、唸うなるような声が返ってきた。

「うむ。……中々合わない、な」

　中々どころか全然合わない。

「若造にもお嬢じようちゃんにも、運がないってこった」

　長老はそう言ったが、はっきりいって責任転てん嫁かだ。

「ルールに制限時間はあったか？」

「あ……決めてなかった」

　その答えに、俺は頭痛を覚え、額に手を当てた。

「このままじゃ、ず──っと終わらない気がするんだもん」

　残念ながら、知暁の言う通りだった。いや、俺は自分の強運を疑ってなどいない。きっと、来きたるべき生徒会長選挙に備えて、無意識に温存しているだけだ！　絶対。

「今からでも、制限時間を決めた方が良くないか？」

「しかし、このまま両者無得点じゃ、決着がつかねえんじゃないか？」

　確かにその通りで、俺は終わりの見えない勝負に小さくため息を吐ついた。

「はあああーっ」

　が、それは俺以上に盛せい大だいなため息にかき消されてしまう。

「彩波、どうした？」

「見ててもちっとも当たりが出ないから、彩波はつまらないよ。……きっと、実際にこのゲームをやってみても楽しくないよね」

「彩波様」

　随ずい分ぶんはっきりと、そう口にした彩波の名を、護衛の為ために控ひかえていたワカナがたしなめるように呼んだ。

　けれど、それは少し遅おそかった。

　長老はその宣告にがっくりと肩かたを落としてしまい、今にもしゃがみ込んでしまいそうに、背中を小さく丸めてしまった。

「……つまらない」

「えーと、な。多分、彩波に悪気はないから」

　老人の寂さびしそうな背中ほど放ほうっておけない物はなく、俺は一応フォローを入れた。

「うるさいんじゃ」

　口調が急に老人然としてしまった長老は、俺の言葉を拒こばむと、更さらに身を縮めた。

　が、すぐに何かを思い出したように、はっと顔を上げる。

「おお、わしとしたことがスペシャルチャンスのことを忘れておりました」

「スペシャルチャンス？」

　例によって、やけに発音のいい英単語を同じように繰くり返して、彩波は首を傾かしげた。俺と知暁もまた、事前に聞いていなかった言葉に首を捻ひねる。

「シャッフルの何十回かに一回、スペシャルの入ったトランクが混ぜられるんで」

「スペシャルっていうのは何だ？」

「ああ、フラダンス犬じゃ」

「あのでかいのか？　でもそれなら棚たなの上にあるぞ」

　言いながら、ビール箱の上に鎮ちん座ざしている巨きよ大だいなぬいぐるみを俺が指し示せば、長老は緩かん慢まんに首を振ふった。

「あんな大きいのはトランクの中に収まらんだろうが。あれよりずっと小さいぬいぐるみの腹の中に、預かっておった〝壱いちの間〟とやらの鍵かぎを入れたのがスペシャルじゃ」

　急に老ふけ込んで見えた長老のその台詞せりふに、室内の空気は数秒凍こおった。

「フラダンス犬の中に……」

「〝壱の間〟の鍵を」

「入れた、の？」

　図らずも、俺と知暁と彩波は言葉を繫つなげて──示された事実に呆ぼう然ぜんとした。

「え……だって、勝者は鍵を手に入れることになっていたんですから、問題ないんじゃ？」

　その言葉から、長老に悪意は欠片かけらもなかったことはよくわかった。だが、しかし。

「確かに、そういう条件になっていましたし、公平という面でも問題はございません。けれど、鍵の重要性をもう少し、お考えになってもばちは当たらなかったと思いますわ」

　つとめて平へい淡たんな口調でワカナは告げた。それが彼女なりの配はい慮りよであったとしても、その眼まな差ざしの冷たさは、老人を凍らせるのに十分だった。

　あわあわと口を動かす長老の姿は哀あわれで、俺にはもう、かける言葉が見つからなかった。

「おじーちゃんの、おじーちゃんのばかーっ！」

　だというのに、彩波は長老に極きわめつけの一いち撃げきを放ち、長老は大きくよろめいた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、おじいちゃん」

　そんな長老の身体からだを支えたのは知暁だった。この場でただ一人、満面の笑えみを浮うかべている少女は、言った。

「いま、見えたよ。フラダンス犬が、ね」

　そして、長老を床ゆかに座らせると立ち上がり、そこから体を半回転させると俺を見て、

「それでもって──ゲームは終しゆう了りようだもん！」

　一方的にゲームの終わりを宣言すると、大きく跳ちよう躍やくした。




　　　　＊＊＊




　この先に起こることは全すべて、スリルに満ちていたらいい。そう思いながら、あたしはジャンプした。

　でも、多分もうスリルは得られない。

　ゲームのゴールは見えなかったけれど、終わりの場面は見えたから。いつもと違ちがって、千切れたようなシーンだけれど、フラダンス犬は、あたしの手の中に収まっていた。

　いつだって、求めてきたのはスリルだ。能力を持っている限り、その他ほかは望めなかったから。

　たとえば誕生日プレゼント──貰もらってもあたしはみんなと一いつ緒しよに喜べなかった。だって、中身を知っていたから。

　たとえば小鳥が死んだこと──小さくさえずることしか出来ないただの文鳥だったけれど、かわいがっていたアイツが死んだ時、あたしはみんなと一緒に泣けなかった。死んでしまうことを知っていたから。そのさえずりが聞こえなくなる日が来ることを知っていたから。

　いつも、あたしは人と、時間も感情も共有できなかった。それは、ただ寂しいだけじゃなくて、いつしかあたしを「普ふ通つうのみんな」から遠ざけた。

　ただ時々、みんなと同じように心臓が跳はねることがあった──スリルを感じた時。

　その時だけ、あたしは自分が特別じゃなくなって嬉うれしかった。

　だから、いつだって求めるのはスリルだけだ。だから、神様もあたし自身はどうでもいい。

　でも、もし、あたしの分の願いも叶かなえる余よ裕ゆうがあるのならその時は、この両目を無くして欲しいと、少し思っている。




　　　　＊＊＊




　足に羽が生えているかと思うような身軽さで跳躍して、知暁が着地したのはターンテーブルの上だった。

「知暁、待て！　俺はゲームの終了を認めていないぞ！」

　俺の声は確実に届いているはずだが、知暁は構わず、いまターンテーブルの上にあるトランクを片っ端ぱしから開けて、目的の物がないとわかると、下に放ほうり投げて落としていく。

　そして、その間もベルトの部分は動き続けている。

「この上には無いのか」

　開けるトランクが無くなると、知暁はひとりごちながら、トンネルの方に目を向けた。

「いかん、あのトンネルの中に引きずりこまれたら、怪け我がどころじゃすまん！」

「知暁、とっととそこから降りろ！」

　危険を告げる長老の声に被かぶせて、俺も叫さけんだが、知暁がそれに従う気配は無い。

「いやだもん。だって、フラダンス犬はあたしの手の中に収まることになっているんだもん」

「くそっ！　じいさん、とにかく機械を止めてくれ」

　だが、俺のその指示は少々遅おそかった。制せい御ぎよ板ばんを、知暁の足が粉ふん砕さいしていた。

「な、なにやっとるんじゃ！」

「うん？　だって壊こわれれば中から全部出てくるかと思ったんだもんね」

　知暁は悪びれること無く、そう言ったが、俺の隣となりで長老は青ざめていた。

　しかし、事態はそれ以上、知暁の思い通りには運ばなかった。制御板から火花が飛ぶのと同時に、低い唸うなりをあげ、ターンテーブルが急加速を始めたのだ。

「きゃああっ」

　その急加速に不意を突つかれた知暁は、バランスを崩くずすと、その場に尻しり餅もちをついてしまう。

「なっ！」

　トンネルの向こうに運ばれていく知暁を見て、考えるより先に、俺の身体は動いていた。

　だが、知暁がさっき落としたトランクに躓つまずいてしまう。その間にも知暁は移動していく。

「手を伸のばしてっ！」

　トランクを懸けん命めいに乗り越こえていた俺の耳にその時、もう一つの声が聞こえた。足を止めないでそっちを見れば、俺が目指すところに既すでに羽黒がたどり着いていた。

「でもっ、もう足がっ！」

「いいから、早くっ!!」

　言いながら羽黒は既に膝ひざから下をトンネルの中に捕とらえられている知暁の腕うでを必死に摑つかもうとしていた。

　だが、羽黒の細いその腕に、知暁を引き出すだけの力があるとは思えない。

「知暁、とにかく羽黒の手をとれっ！」

　それでも、俺が行くまでの時間は稼かせげるはずだ。

「羽黒、摑んだら離はなすなよ！」

「はいっ！　さあ、早く！」

　常になく強い調子で羽黒が叫べば、知暁は泣き出す一歩手前の顔で、その腕をとった。

　途と端たん、今度は知暁と共に羽黒が引きずられる。

「羽黒、頑がん張ばれよっ！」

　トランクを蹴け飛とばして、近づきながら、俺は羽黒に声を飛ばした。だが、歯を食いしばって、飲み込まれそうな知暁をとどめている羽黒から答えは無い。

「知暁、ちょっと痛くても、泣くなよっ！」

「ひゃ、ひゃい」

　ようやく、そこまでたどり着いた時、答える知暁の声は情けないことこの上無かったが、まだ無事だった。

「羽黒、俺の合図で思い切り引っ張るぞ！　せーのっ！」

　そうして、トンネルが知暁を飲み込んでしまう前に、俺と羽黒は、どうにか引きずり出すことが出来たのだった。







「お前、よく考えないであんなことをするから、危ない目に遭あうんだぞ！」

「だ、だって、見えた通りにやったんだよ？」

　俺が怒ど鳴なれば、まだ青ざめたままの知暁はそう言い訳をした。

　知暁の蹴けり一つで使い物にならなくなる機械にも問題はあっただろうが──知暁を引きずり出した直後、低い唸りと共に小爆ばく発はつしたターンテーブルは今や、消しよう火か剤ざいまみれだ。長老を始め、テキ屋の面々は後始末に追われ、桑田と尾田もそれを手伝っている。

「……能力を過信、してはいけません」

　火事場の馬ば鹿か力ぢからというのを出し切ったらしい羽黒は、まだ肩かたで息をしながら知暁を諭さとす。

「過信なんて……。で、でもすっごいスリルだったよ!!」

　それでも懲こりずに、知暁が発した言葉に、俺はぶち切れた。

　こいつは、一体、何を言っている？

「スリル？　さっきからずっとスリルスリルって、いい加減にしろよっ！　お前、下手したら機械に巻きこまれて死んでたぞっ!!」

「でもっ、あたしには予知能力があるから……」

「能力？　そんなの人よりちょっと遠くさきが見えるってだけの話だろうが！」

　目を瞑つぶるだけでは、盲もう目もくの人の気持ちはわからない。きっと逆もまた然しかりだ。それでも、俺はそう言った。

「違ちがうっちゃもん！　だって、だってこんな目があるからっ、あたしにはサンタクロースが来んかったっちゃっ！」

　俺の言葉に知暁は顔を赤くして、叫さけび返す。

「あたしは、普ふ通つうの人間に生まれたかったと！　だから、だからせめて普通の人間と同じスリルが欲しかったっちゃもん！」

「スリルスリルって、言うけどな、一体それはどんなものだ？」

「……そ、れは、多分、あたしが唯ゆい一いつ感じることの出来る〝普通〟やと」

　大声を止めて、静かに問いかければ、戸と惑まどいを隠かくし切れずに、つかえながら知暁は答えた。でも、それは俺を少しも納なつ得とくさせなかった。多分、さっきから痛いほど知暁を見つめている羽黒もだ。

「悪いが、俺にはお前が少しも特別に見えない。背中に羽があるわけでもないのに、何が特別だって？」

「でも、目が……」

「二つだな。俺も羽黒も、二つだ。でも、俺と二人は違う」

「ほらっ！」

　俺の言葉を早とちりして、知暁が揚あげ足をとろうと構えたが、俺は軽く睨にらんで黙だまらせた。

「目も鼻も口も、みんな同じ数しか持っていない。でも、それでも同じ人間かおじゃない。中身も違う。だからみんな特別だ」

　今度はちゃんと伝わるように、俺はゆっくりとそう告げた。

「だから、知暁の〝特別な目〟は要いらないものじゃないはずだ。いいか、よく覚えておけ──人間に備わっているもので無む駄だな物なんて何一つない！」

　きっぱりと、その双そう眸ぼうを見つめて、言ってやる。

「……でも、やっぱりあたしは、みんなと〝スリル〟を共有したいっちゃもん」

　俺を見返す目は、澄すんでいたけれど、でもまだ〝スリル〟に囚とらわれていた。

「知暁さんが欲しい物は、スリルではないと思いますよ」

「じゃあ、なんやと？」

　静かで優やさしい羽黒の声に、知暁は子どものように首を傾かしげてみせる。そして、その胸に膨ふくらむ期待と呼応するように、胸の蕾つぼみが膨らむ。

「きっと、楽しいことだ」

　言葉の続きを引き受けて、俺が繫つなげれば、羽黒は大きく頷うなずいた。

「……それは、無理やと。だって、いつもあたしは先に知っているっちゃもん」

「先に知っていたとしても、な。原因と結果の間には〝過程〟があるだろう？　楽しいことは全部そこにある。サンタクロースなんて、出会えないのが普通だ。でもお前の両親は、お前のサンタクロースになろうとしていた。大事なのはその部分だろうが」

「そうですね。たとえ結末がわかっていても、何度も読みたくなる本があるでしょう？　そういうことです」

　ゆったりとした羽黒の言葉は、やはりゆっくりと知暁の中に沈しずんでいって。

　思い込みのフィルターが外れた知暁の目はいっそう澄んで、涙なみだがこぼれ出す。

「何度だって喜べばいい、何度だって楽しめばいい。過程を何度楽しもうと、それはお前の自由だ」

「なんだ……それでも、いいっちゃね。いいっちゃね」

　求めていた物は、ずっと自分の中にあったことに気がついて。

　でも、それで初めて、願いの植物はなは綻ほころび始める。

「ねえ、いま夕焼けが綺き麗れいに見えた……とよ」

「そんなに綺麗なものを二回も見られるとはうらやましいな」

　俺がそう言えば知暁はかすかに笑い。

「二回喜んでも、二回悲しんでも良かったっちゃね。……何回も楽しんで良かったっちゃね。あたしは、もうスリルを求めんでもいいっちゃね」
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　そして、知暁の胸には火花のように小さく薄うす紅べに色の花が咲さいた。

　けれど、それもすぐに透すき通って結けつ晶しよう化かして、花は光を弾はじき──俺はその花を掠かすめるようにして摘つみ取った。




　　　　６




　知暁の願いの植物を摘み取って、ゲームの装置の片付けに追われる人々を眺ながめていた俺に、気の緩ゆるみが無かったとは言い切れない。

　だが、無駄な動きを何一つせず、目標は一つと決めて──知暁は突とつ如じよ、動いた。

　本当に、風が通り抜ぬけたとしか思えなかった。それでも、過ぎる気配に慌あわてて反応すれば、知暁は既すでに目的に達した後だった。

　トンネルの向こうの機械の残ざん骸がいの中からようやくトランクの山が現れるのを、知暁は待っていたのだ。

　探しているトランクの中身はぬいぐるみ。ただし腹の中に隠された鍵かぎが知暁の唯一の目的。

「ごめんね！　任務は任務だから、やらなきゃいけないんだもん」

　そんな声だけを俺達に向けて、知暁は迷うことなく、さっきのアクシデントで側面に斜ななめの傷が付いたトランクを選び出した。

「ぬいぐるみは二つあるけど、いま見えたトランクはこれだもんね！」

「だめだめ、だめっ!!　早くっ、誰だれか止めてぇっ!!」

　彩波が叫んだが、誰も知暁がトランクを開けるのを止められなかった。

　ぬいぐるみを取り出すと、知暁は即そく腹を割さき、鍵を取り出した。その間も足は扉とびらを目指して進み──その部屋の扉は開けられた。

「くそっ！」

　全速力で駆かけたが追いつけず、壱いちの間の朱しゆ塗ぬりの扉は大きく開け放たれる。

　そうして、現れたのは、綺き麗れいに片付けられ、また整えられた和室。部屋の中の調度は、扉と同じく全すべて朱あかい。

　ただ、そこまで整えられているのに、人が住んでいる気配はかけらも感じ取れなかった。もちろん、かのうの気配も。

　代わりに、俺の耳が感じとったのは微かすかな残ざん響きようだった。

　でぃいーん　　ごぉぅん　　ごぅん

　という、鈴すずと言うには重く、鐘かねだと言うには軽い微かな響ひびき。

「あ……間に合った、よ」

　そして、俺にしばし遅おくれて駆けつけた彩波は、やはりその音色を聞いたのか、小さく呟つぶやくと安あん堵どの表情を浮うかべた。

　でも、俺にはその言葉の意味も、表情の理由もわからないままだ。

「どれだろう？」

　だが、何かを探して、知暁の首は忙いそがしく室内を見回し、また簞たん笥すや引き出しの類たぐいを探さぐってはかき回す。

「微かに気配は残ってるけど……これは違ちがうもんね。ここじゃ、なかったんだもんね」

　やがて、部屋の中にあった、赤い鼻はな緒おの草履ぞうりを手に取り、何かを見み極きわめると、知暁は電池が切れたように動きを止めた。

「やられた……」

　俺はただただ呆ぼう然ぜんと呟いた。

　いとも簡単に鍵を奪うばわれ、壱の間に侵しん入にゆうを許してしまったという事実に。

　けれど、扉は開けられてしまったというのに、

「多加良ちゃん、大だい丈じよう夫ぶだよ。ちゃんとかのう様は守れたよ。ありがとう」

　彩波はそう告げると、笑ったのだった。

「でも、扉は開けられてしまったんだぞ？」

「えーと、その……」

「でも、黒くろ猫ねこは何一つ手にしていませんわ。ですから、大丈夫だったのです。ね、彩波様」

　答えあぐねる彩波に代わって、俺に答えを寄よ越こしたのはワカナだった。

「うんうん。そうだよっ！」

　それは白々しくさえある助け船だったが、彩波は迷わず便乗して、俺の追つい及きゆうを逃のがれようとした。

「うーん？　あたしはやっぱり尖せん兵ぺいだったのかな？」

　己おのれは捨て駒ごまに等しかったと、随ずい分ぶん明るい調子で語る声に目を向ければ、逃にげそびれたのか、それとも逃げなかったのか、しっかりとメイドに拘こう束そくされた知暁の姿がそこにはあった。

「まあ一つ目の部屋がスカだったってわかれば、任務は果たせたことになるのかな？」

「スカ？　どういうことだ？」

　俺は近づいていくと、知暁にしっかりと目を据すえて問うた。

「あれ？　知らないの？」

　逆に驚おどろいた表情を返されて、俺は困こん惑わくしながら彩波とその隣となりに控ひかえるワカナを見た。

「説明いかんによっては、帰らせて貰もらうわよ？」

　俺の隣から、桑田も若じやつ干かんきつい眼まな差ざしを二人に向ける。

「……とにかく、壱の間が開いても問題なく済んだってことを喜ばない？」

　さっきの混乱で、足をもつれさせて倒たおれた羽黒に巻き込まれ、同じく転てん倒とうしていた尾田はひざの埃ほこりを払はらいながらそう言う。

「うん、かのう様は大丈夫だよっ！　ちゃんと守れたよっ！」

　ツインテールを大きく揺ゆらして、彩波は再度そう言ったが、それとこれとは話は別だ、多分。彩波達が何か隠かくしていたことがあるのは明らかなのだから。

「み、みなさん、大丈夫ですかっ？」

「だ、大丈夫って、花南ちゃんこそ膝ひざから血が出ているわよ？」

　でもそこで、ようやく立ち上がった羽黒が、一番大丈夫ではない姿でそう言ったので、とりあえずその治ち療りようを兼かねて、一息入れることになったのだった。
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　知暁は別室に──さすがに和邸ていにも牢ろうは無く、鍵のかかる小部屋らしいが──移され、俺達は部屋で一息入れた後、彩波とワカナから、事後説明といくつかの報告を聞くことになった。

「和邸にはいくつか使われていない部屋があります。その内の一つが〝壱いちの間〟ですわ」

　まずは事務的な口調でワカナが話の口火を切った。

「でも、俺達が貰もらった、この見取り図には描かかれていないが？」

　多分いま俺は、仏ぶつ頂ちよう面づらで悪人顔にも磨みがきがかかっていることだろう。だが、表情を緩ゆるめることはできなかった。

「あのね、壱の間はかのう様の為ためのお部屋なんだよ」

　さっきもそんなようなことを聞かされたと思うが、彩波はもう一度その説明から始めた。が、そこで早くも口ごもる。

「彩波、どうした？」

「どうしたも何も、二人してそんな怖こわい顔をしてるから続きが話せないんだと思うけど」

　疲つかれているのか、ソファの背もたれに体を預けたまま、尾田は俺と桑田の顔を交こう互ごに見て、ため息混じりにそう言った。

「それは仕方がないでしょう？　あんなに頑がん張ばったのに部屋の中が空っぽだったんだから」

「それはそうだけど、いまその事情を話そうとしてくれてるわけだし、そろそろ落ち着こうよ」

　険しさを残した桑田の視線を、それでも恐おそれずに受け止めて、尾田は取りなそうとする。

「そうですよ、秋庭さんも美名人ちゃんも、そんな顔をしていたら美人が台無しです」

　美人云うん々ぬんは桑田に向けられたものとして、スカートから出た膝のガーゼも痛々しい羽黒に、しかも眉まゆを八の字で言われたら、さすがに俺達も態度を和やわらげざるを得なかった。

「しょうがないわね」

「わかった。彩波、もう怒おこっていないから続きを話してくれ」

　筋肉が引きつるのを感じつつ、懸けん命めいに口くち許もとを持ち上げてみせれば、せっかくの努力にもかかわらず、彩波は身を引いた。

　ああ、うん、ごめん。俺は悪人顔だった。

「彩波様、お熱でも？」

「ち、ちがうよっ！　と、とにかくお話ししなくっちゃ！」

　急にわたわたと腕うでを振ふり回して、部屋の中を動きまわり始めた彩波をワカナが捕つかまえるまで、また少し時間がかかって、そしてようやく話は再開された。

「いつも壱の間は綺き麗れいにお掃そう除じしてあるけどね、使われるのはお祭りの時だけなんだよ。お祭りの時にちょっとだけかのう様が使うの。そのお部屋の中でかのう様は〝お仕事〟をするんだって。だからお仕事中は、かのう様以外は入っちゃいけないの」

　何となく『鶴つるの恩返し』のような話だが少なくともこれで彩波の慌あわてぶりには得心がいった。

「でも、結局部屋の中にあったのは草履ぞうりくらいだったわね」

「その草履も目的の物じゃなかったみたいだけど」

　部屋の中を思い出して、桑田と尾田が口々に言えば、彩波はそれに頷うなずいた。

「じゃあ、かのうの〝偶像からだ〟は、どこへ行った？　あるんだろう？」

「う……ん。多分もう、壱の間からかのう様は移動された後……だったんだよ」

　歯切れは悪かったが、彩波が噓うそを言っているようには見えなかった。

　自力でか他力でかははっきりしないが、〝かのう様〟は、俺達が必死で守ろうとしていた部屋には、とうにいなかったのだ。つまり彩波にはなんの責任もなかった。

「彩波、誤解をしていたみたいで悪かった。ようするに……かのうに一いつ杯ぱい食わされたわけか」

　やはり、この件がかのうの企たくらみでは無いと断ずるのは早いようだ。

「まったく、馬ば鹿かにしてくれるよなぁ」

　新たな怒いかりが湧わきあがってきた俺の、低く地を這はうような声に、彩波はワカナの背中に隠れてしまう。

「彩波様を怖がらせるのもいい加減にしていただけますか？」

　そして、ここで俺は逆にワカナの怒りを買い、結局あの鈴すずのような鐘かねのような音について追及する機会を完全に逸いつしてしまった。

「あの……壱の間から移動ということは、弐にの間、参の間も？」

　すると、かのうに対する怒りよりも、新たな疑問が湧いたらしく羽黒が問う。

「ええと、ね」

「彩波様、ここから先はわたくしにお任せください」

　彩波が羽黒の問いに答えようとすると、それを遮さえぎるようにワカナが一歩前に出て、そしてなぜか剣けん吞のんな視線を一いつ瞬しゆん羽黒に投げる。

「……先に、賊ぞくから仕入れた情報についてお話ししてしまいたいのですが」

　賊──知暁から引き出したことを先に話す、というワカナの目には有無を言わせぬ迫はく力りよくがあり、俺達は彼女に従うしかなかった。

「意外と口が堅かたかったもので、引き出せたことはわずかですけれど……」

「おい、乱暴なことはしていないんだろうな」

　楚そ々そとした見た目に惑まどわされがちだが、和家のメイド達は強く、和家に対する高い忠誠心から時に苛か烈れつを極きわめる。だが、不法侵しん入にゆう者しやとはいえ、まだ子どもの知暁を痛めつけるようなことは許せない。

「ご安心ください。穏おん便びんな方法でお尋たずねしましたし、丁てい重ちように扱あつかっていますわ」

　俺が睨にらんでも、なんら動じた様子を見せずにワカナは答えた。噓は言っていないと思うが、一応あとで知暁の様子は見に行くことに決める。

「話を続けますわ。黒くろ猫ねこの賊の一味であること、そして狙ねらいが〝かのう様〟であることを彼女は認めました」

　淡たん々たんとワカナが告げたのは、どちらも既すでに確認済みの事こと柄がらだった。

「もうわかっていることばかりだな」

　皮肉のつもりは無かったが、思わずそう言ってしまう。だがワカナは顔色一つ変えなかった。

「そうですわね。……あともう一つ、〝神を手に入れること〟が彼女の属する組織の悲願なのだそうです」

　それで、白羽の矢が立ったのが、〝かのう様〟だったのだと、ワカナは暗に告げていた。

　その矢はもしかしたら、かのうが自ら立てたのかもしれないと思いつつも、俺は黙だまっていた。

「組織、か。どのくらいの規模なんだろう」

「尋ねましたけれど、お話しいただけませんでしたわ……話したら組織に戻もどれなくなる、とのことで」

　いくらか柔やわらかな表情を尾田には向けて、ワカナは知暁の口から直接得たことはそれだけだと、一度言葉を切った。

　知暁はまだ子どもではあるけれど、既に簡単には抜ぬけられない、そういう境きよう遇ぐうにいるのだと思うと、俺は少し暗い気分になった。

　それでも、植物はなを咲さかせる強い願いを持っていたこと、それが人との関かかわりを希ねがうようなものであったことを考えれば、きっと知暁には俺の予測もつかない未来があると信じたい。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、きっと」

　そんな俺の思考を読んだかのように、羽黒は穏おだやかな微笑ほほえみを俺に向けた。

　ああ、そう言えば羽黒もそういう機関に所属しているのだと、今いま更さらながらに思い出す。

「じゃあ、大丈夫……だな」

　羽黒を見ていれば、そんな気がしてきて、俺は小さく息を吐ついた。

「……賊の口から直接聞けたのは、いまはまだこれだけですわ。でも、もう一つ彼女自身からわかったことがありますわ」

　なぜかそこで、再びワカナは羽黒に一いち瞥べつをくれた。

「なんだ？」

　その視線を不ふ愉ゆ快かいに感じながらも、俺は先を促うながした。

「彼女の話していた方言──あれは宮みや崎ざき県の言葉のようですわ」

　それが、さっきからワカナが羽黒に向ける視線がきつかったわけか。俺は拳こぶしを握にぎりしめた。

「あ、の……もしかして、私のことを疑って？」

　心なしか傷ついて、震ふるえる声で羽黒がワカナに問う。そう、羽黒は宮崎県出身だった。

「いいえ、そういうことではありません。でも、何かご存じのことは無いかと、思いまして」

　口ではそう言いながらも、どこか探さぐるような眼まな差ざしをワカナは羽黒に向けた。

「あの、すみません。お役に立てることはありません」

　本当に申し訳なさそうにそう言うと、羽黒は深々と頭を下げる。
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「羽黒、そんな風に頭を下げる必要はないぞ？」

　軽く牽けん制せいするように、視線をワカナに向けて俺は言った。

「そうですか。残念ですわ」

　だが、俺の視線など軽くいなして、ワカナはあっけなく引き下がった。

「それで？　羽黒が言ったように弐の間、参の間もあるのか？」

　俺があえて問い直せば、ワカナは眉まゆをぴくりと動かした。訊きかれたくない、話したくない話題だとわかって俺が尋ねたことに気付いたからだろう。

「申し訳ありませんが、お答えしかねます」

「それは、俺達を信じていないからか？」

　もしも肯こう定ていする答えが返ってきたら、彩波には悪いが俺は和邸ていを後にするつもりだった。

　俺は信しん頼らいにしか応こたえられない。そして、俺の信じている友人を疑われることは許せない。

「違ちがうの、多加良ちゃん。あのね、確かにお部屋はまだあるんだけど……」

「彩波さま！」

　そこから先を口にすることをたしなめるようにワカナは主人の名を呼んだが、彩波はその顔を一瞥しただけだった。

「でも、どこにあるかは言えないの。これは和家の約束きまりだから」

　幼い顔に、けれど常に無い真しん剣けんさを浮うかべて彩波は決然と言い切った。

「……そんな表情かおもできるのね」

　思わず、桑田が呟つぶやいた一言には納なつ得とくするほかない、凜りんとした姿だった。

「……わかった」

　結局、こちらが引くしかなかった。とりあえずは。

　だが、ワカナが羽黒に対して何らかの疑念を抱いだいていることは、確かなようだ。

　物もの凄すごく、ばかげた疑いだと思うが。

　はっきり言って、羽黒はばか正直すぎて、噓うそをつく才能など皆かい無むだ。それは短い付き合いでも、俺達にはよくわかっている。

　だから、もしも直接言いがかりをつけてくるようなことがあれば、優やさしい羽黒の代わりに俺が返り討ちにしてやる──そんな意志を込めて、俺はもう一度ワカナを睨にらんでおいた。

　けれど、ワカナはそれを完全に黙もく殺さつして、

「とにかく、今日も賊ぞくは目的を達することが出来なかったわけですから、また来るでしょうね。引き続き、かのう様の守り、お願いいたします」

　慇いん懃ぎんに腰こしを折ったのだった。







「あの……」

　夕食の前に、もう一度祭り当日に着る着物の衣い裳しよう合わせがあるとやらで、彩波とワカナが退室した後、羽黒がひどく不安げな顔をして声をかけてきた時、俺は羽黒が自身に向けられた疑念を気にしているのかと思った。

「なんだ？」

　だから、逆にいつも通りの顔で──それはつまり泣く子が更さらに号ごう泣きゆうする悪人顔だが──応じたのだが、結果的にそれは杞き憂ゆうだった。

「いま、もう一度庭の方を見てみたのですが……」

　そこで、羽黒はいったん言葉を切り、泣きそうに顔を歪ゆがめると、

「まだ、鈴木さんがそのままで、いらっしゃいます!!」

　なぜか自責の念に駆かられたらしい羽黒は顔を覆おおって、その場にしゃがみこんでしまった。

「え、えええっ？」

「あら、そういえば、呼ばれていたのね？」

　その言葉を受けて、尾田はダッシュで窓辺に駆け寄り、桑田は吞のん気きに首を傾かしげた。

　そして、俺は思いきり脱だつ力りよくした。




　　　　＊＊＊




　縛しばり上げられこそしなかったが、閉じ込められた部屋の電気は、夕食の後すぐに落とされてしまい、知暁はすることもなく、簡易ベッドの上で、ただただ横になっていた。暗くら闇やみの中でも物を見ることはできたけれど、いまはそういう気分ではなかった。

　気持ちは、ひどく静かで、満ち足りていた。何か、奇き蹟せきがこの身に起こったかのように。

　もしこれが、噂うわさに聞いていたように〝一番の願いが叶かなった〟状態だと教えられたら、彼女はひどく納得したことだろう。

　それを、知暁に伝える者はいなかったけれど。

　やがて、睡すい魔まに襲おそわれて、うとうとし始めた頃ころ──人の気配で目が覚めた。

「……鍵かぎをかけたら入れない、ということにはならないと、知らないのでしょうね」

　この屋や敷しきの人間の甘さを嗤わらって、暗闇の中、真まっ直すぐに知暁に眼まな差ざしを据すえてくる。

　それが誰だれかわかると、知暁はベッドから飛び降りて、片かた膝ひざをついた姿勢で深く頭を下げた。そうしながら、腰に黒くろ猫ねこの仮面が変わらずあることを確かめる。同時に、その人の視線が仮面を掠かすめていったのがわかった。

「くれぐれも仮面は大切にするように。壊こわしても新しい物は与あたえられないのだから。……それと、もっと静かに動きなさい」

「はい、申し訳ありません」

　昼間の姿が噓のように、知暁の態度は殊しゆ勝しようそのものだった。

「逃にげ遅おくれるなど、手間をとらせますね」

「……申し訳ありません」

「もう、謝罪はいい。使える手て駒ごまが少ないからと、お前のような若じやく輩はいを寄よ越こした方にも責任がありましょう」

　冷たく言われてしまえば、知暁はもう返す言葉がなかった。

「……何をしているのです？」

　動かずにじっとしていれば、ため息混じりの声が降ってきて、知暁は戸と惑まどって顔を上げた。そうすればそこには自分と同じように困った顔をしたその人がいて、知暁はただただ驚おどろいた。

　この人の、そんな顔は見たことがなかったから。少なくとも、あの組織にいる間は。

「早く、お逃げなさい。ああ、でも報告だけは怠おこたらないようになさい」

　けれど、すぐに見慣れた冷れい徹てつな顔に戻もどる。

「……はい。ありがとうございます」

　ようやくこの人は自分を逃がしに来たのだと知暁が悟さとれば、踵きびすを返し背中を向ける。

「……今度、もしもその目を要いらぬと思うようなことがあったら言いなさい。私がその目を塞ふさいでくれるから」

　厳しい言葉の中にある、微かすかな優しさを感じ取って、知暁はこの人も変わったのだと知る──それを口にだして告げることはなかったけれど。

　告げたところで、かの人は暗闇から逃のがれられないと知っていたから。
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　片手に簡単に納まってしまう携けい帯たい電話を開けると、思いの外明るい光に顔を照らされた。二、三度瞬まばたきをして、画面を見直せばいつの間にか新着メールが入っていた。

　──きっと、アイツだ。そんな気がした。そして、それは間ま違ちがいなく最近知り合った──といっても、携帯だけの繫つながりで、顔も見たことのない──88番の彼からのメッセージだった。88番からのメールは最近の気に入りだ。殆ほとんど噓うそで埋うめられているのに、どこか温かい匂においがする。微かな消毒の匂いと共に。この便利な機械には、日々新たな機能が追加されている。それでもまだ、匂いを伝えることは出来ないはずなのに。

　だから、それは絶対に錯さつ覚かくだ。

　文面に目を走らせていく内に、新しいジョークに一いつ瞬しゆん笑ってしまった気がして、おれは電源を切り、携帯を閉じた。

　それだけの繫がりだ。電源を切れば忘れる。気付かなかったふりができる。いつでも切り捨てられる。

　何かを得るために、何かを捨てなければならないのなら。その何かはできるだけ軽い方がいい。

　そうして、空を見上げれば、やけに月が明るい気がして、おれは目を閉じた。

　明るい世界──それはもう、手放したものだ。新しい居場所を手に入れるために。

　どれだけそうしていたか、ふと、新しい匂いが加わって、目を開ければそこには、見慣れた顔があった。

「ついてきなさい」

　命じられるままに、おれは立ち上がった。この人が何をしようとも、裏側で何を考えていようとも気付かないふりで、ついていくだけだ。

　それが、今のおれの仕事だから。
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　祭り二日前。

　和家で迎むかえた朝はそれなりに快適だった。

　食堂のテーブルに並べられた朝食は、前日のリクエスト通り。俺と羽黒は和食で、桑田と尾田はイギリス風のブレックファストだった。

　ちなみに、春まだ浅い庭で氷像になりかけた鈴木は、救出（？）後、諸もろ々もろの事情を聞かされたのだが、

「みんな、ごめんね。鈴木朔は明日から旅に出なければなりません。どうしても、温泉で家族水入らずを捨てることは出来ませんっ！　ゆるしとおせー」

　とのことで、昨夜の内に和邸ていを去っている。

　去り際ぎわに格好をつけて、羽黒にウインクを一つ放ってみせたが、氷像になりかけの為ため、鼻水が出ていたので無意味だった。

　とにかく、今朝の目覚めは最高だった。

　自分のみそ汁しるを飲みながら、なんとなく向かいに座った桑田を見ていると、その手がオレンジジュースに伸のびたので、俺は思わず眉まゆを寄せてしまった。

「何か？」

　ほんの少しの変化だったと思うのだが、桑田には見み咎とがめられたと思われたらしく、首を傾かしげて問われる。

「いや、なんか朝食にジュースっていうのがな。ジュースは朝と寝ねる前には飲んじゃいけない気がするんだ。ああ、でも俺の個人的見解だから気にするな」

「これは果か汁じゆう百パーセントだから、体にいいのよ？　飲む？」

　桑田は俺の言い分を聞いて、小さく笑った後、からかうようにコップを目の前に差し出した。

「いい、いらない」

　俺は頑かたくなに首を振ふった。三つ子の魂たましい百までというのか、どうも幼い頃ころに祖父母に禁じられたことは今でも守ってしまう俺だ。

「あの……」

「うん？」

　控ひかえ目な羽黒の声に、斜ななめ向かいを見れば羽黒の箸はしは止まっていた。

「どうしたの？　嫌きらいなおかずでもあった？」

「いえ、そうではなくて。あの……尾田さんは、なにかお怒いかりなのでしょうか？」

　心なしか怯おびえている羽黒と、その向かいに座った尾田を見比べて、俺と桑田は納なつ得とくして頷うなずいた。

「尾田くんはちょっと寝ね起おきが悪いだけだから大だい丈じよう夫ぶよ」

「そうだな、頭が動き出すまであと十五分から二十分か……な」

　大きな柱時計を見ながら、俺は目算してみせたが、羽黒は更さらに疑ぎ惑わくを募つのらせたようだった。

「う……噓です。きっと、私はなにか悪いことをしてしまったんです。だって、だって、さっきからずっと睨にらまれているんですよ！　ああっ、昨晩の枕まくら投なげでぶつけてしまったからでしょうか!!」

　軽いパニックを起こして、羽黒の声のボリュームが上がっていくにつれ、さすがに俺もまずいと思い始める。

　いや、羽黒に落ち度はない。それは間違いないのだが、寝起きの尾田は、目つきが悪く、無口で、そしてついでに、

「うっさい、黙だまれ」

　機き嫌げんが極ごく悪あくだった。

　尾田が完全に覚かく醒せいするまで、こちらから話しかけず、とにかく放ほうっておいてやれば実害はないのだが、ちょっと羽黒は声のボリュームを上げすぎた。

「わ、悪かった。ごめん」

　スイッチの切れた某ぼう猫ねこ形がたロボットのように固まってしまった羽黒の代わりに、俺が詫わびれば尾田は再び半はん眼めで黙もくした。

「大丈夫よ、花南ちゃん。尾田君も意識があってのことじゃないから」

　桑田が微び妙みようなフォローを入れるが、羽黒の耳にはそれすら届いているかどうか怪あやしい。

「羽黒、本当の本当に、尾田は寝起きが悪いだけなんだ。長い付き合いの俺が保証するから信じてくれっ！」

　尾田に気を遣つかったボリュームで、それでも俺が訴うつたえかければ、羽黒はぎくしゃくとだが、なんとか動き出す。

「これは、言っておけば良かったわね。ごめんなさい」

　桑田が申し訳なさそうに、その顔を覗のぞき込めば、羽黒はようやく、ゆっくりと頷いてくれた。

「それにしても、縹館おふろには驚おどろかされたわね」

「……びっくり、しました」

　そして、意図的に桑田が話題の転てん換かんを図れば、躊躇ためらいがちながら返事をしたので、俺もこの話に便乗する。

　そう、縹はなだ館というのは入浴の為ための建物だった。もちろん男女は使用時間帯が別だったが、使ったのは同じ大浴場だから、話は合うはずだ。

「あれは風ふ呂ろというより、プールだったな」

　俺が言えば、桑田と羽黒は揃そろって頷き返した。

「一いつ瞬しゆん、お金を払はらわなくちゃいけないかと思ったわ」

　珍めずらしく、桑田が冗じよう談だんめかして言えば、羽黒が隣となりで小さく笑った。

「あら、花南ちゃんはそう思わなかった？」

「まあ、その。でもお風呂が流れた時は、どうしようかと思いました」

『ああ、確かに』

　事情を知らない者が聞けば、羽黒の文章ことばはおかしなものだったろうが、俺と桑田は心の底から同意した。

　大浴場は浴よく槽そうの大きさもさることながら──二十五メートルプールが軽く収まりそうだった──一番のポイントは、スイッチ一つで流水プールのように流れるという点だった。

「……流れることに、意味はあるのか？」

　それ自体は面おも白しろかったが、正直風呂に入った気はしなかった。

「彩波さんは、楽しいからっておっしゃってましたよ」

　いかにも彩波らしい発言だったが、ようするに無意味と言ったも同然だった。

「じゃあ浴衣ゆかたは温泉気分を出すアイテムか？」

　風呂を上がると、当然の様に用意されていた寝巻き代わりのそれを思い出して俺が首を傾かしげれば、

「さあ？　でも美名人ちゃんは浴衣で喜んでましたよね。『正解はトレーナーでもパジャマでもネグリジェでもなく、浴衣!!』って」

　羽黒はよくわからない話を桑田にふった。

「花南ちゃん？　どうやらまだ寝ぼけているみたい、ね」

　そして──妙みように迫はく力りよくのある笑えみを浮うかべた桑田に部屋の隅すみに連行されると、しばらく二人は戻もどってこなかった。

　俺は、女同士の話なのだと悟さとったふりをするしかなかった。許せ羽黒。俺は生徒会長になるまでは死ねないんだ。

　そうして、桑田と羽黒も席に戻って、俺達が殆ほとんど朝食を食べ終えた頃──俺の目算通りきっかり二十分後──ようやく尾田は覚醒を迎むかえ、

「あー、おはよう」

　少しのんびりとした声で告げたのだった。

　尾田の目がしっかりと開いたのを確かめて、羽黒は今度こそ本当に胸を撫なで下ろしたようだ。やっと、デザートの林檎りんごに手を伸のばす。

　けれど、穏おだやかな朝の時間は長くは続かなかった。

　程ほどなくぱたぱたと廊ろう下かを行き交かう足音が聞こえ始めたのと同時に、どことなくざわついた雰ふん囲い気きが邸てい内ないに漂ただよい出した。

「なにかしら？」

　様子を見ようと、桑田が椅い子すから立ち上がろうとした時、食堂の入口の扉とびらが開いて、ワカナが姿を現す。一いつ緒しよでないところを見ると、彩波はまだ起きていないようだ。

「お食事中、失礼いたします」

「いや、もう殆ど食べ終えているから大丈夫だ」

　そうは言ったが、ワカナが朝から姿を現す理由は思い浮うかばず、探さぐるような視線を向ける。

「賊ぞくが……知暁が逃とう亡ぼうしました」

「なんだって!?」

　その報告に驚いて、思わず身を乗り出せば、ワカナは少し身を引いて、それから一つ頷いた。

「だって、鍵かぎをかけて閉じ込めておいたんでしょう？」

「逃にげたって、窓からですか？」

「鍵はしっかりとかけてありましたし、中から開けられる物でもありませんでした。窓は明かり取りの小さなものがあっただけで、とても人が通り抜ぬけられる大きさでは……」

　ワカナは桑田と尾田の問いに続けて答え、珍しく重いため息を吐つく。

「けれど、逃のがしたのは事実。失態ですわ」

「まだ邸内にいるっていう線も、さっきからの騒さわぎの感じだと、無いみたいだな」

「一応追っ手を出しましたけど、徒労に終わるでしょう。逃げる素そ振ぶりがないからと、縛しばり上げておかなかったことが悔くやまれます」

　道徳的観点からは正しかったと思うが、ワカナの表情は暗かった。

「でも、それではもう、知暁さんからお話を訊きくことはできませんね」

　羽黒が小さく呟つぶやくと、ワカナは少々険のある視線をそちらに向ける。怯おびえて羽黒が目を伏ふせれば、庇かばうように桑田が間に入った。

「一応言っておくけれど、昨日の夜は花南ちゃんは私と一緒に眠ねむっていたから」

「……誰だれもそのようなことは訊いていませんが？」

　そうすれば、白々しい返事を寄よ越こす。その態度は腹立たしかったが、朝から無む駄だな言い合いをする気にもなれない。

　俺達が羽黒を信じていればいい話だ。とにかく祭りが終わるまで〝かのう様〟を護まもり抜けばいい。そして──例の祭りへの参加も含め──全すべてが終わったらとっとと和邸を後にする。

「尾田が食事を終えたら、また作戦会議だ」

　ワカナを除く全員が頷うなずいて、ある意味ワカナのお陰かげで気合いが入ったことに俺は心の中で笑った。




　知暁脱だつ走そうの報しらせに、朝こそ和邸は騒そう然ぜんとしていたが、一時間もすればその騒ぎは沈ちん静せい化した。ただ、使用人達は今日も忙いそがしく立ち働いている。相変わらず祭りの準備に時間を取られているらしく、彩波もそれで忙しいようだ。でも、側そばには常にメイドが付いているようなので、安全面では心配をしなくてすんだ。

　黒くろ猫ねこの組織がまだ諦あきらめていないことは明らかだ。けれど、その正体が摑つかめていない以上、こちらはどうしたって防戦一方になる。

　ならば、昨日みたいに邸内の間取りがわからずに、先回りが出来ないというようなことは少なくとも避さけたい。だから、午前の一時間はその為ために時間を割さくことにしたのだ。

　黒猫の組織の者が──全員とは限らずとも──俺達からすれば不思議な力を持っていることは明らかだ。その力を用いれば、また〝かのう様〟のある場所にあたりをつけて来るだろう。或あるいは事前に調べ終わっているか。

「弐にの間と、参の間か……」

　昨日と同じように、和邸の見取り図を睨にらむように見ながら、俺は誰に問うでもなく呟いた。

「普ふ段だんは使われていない部屋だって、言っていたよね」

　それに、思いがけず合いの手を入れたのは尾田だった。

「この二つの部屋の場所がわかれば、少しは僕たちも護りやすくなるんだけど……」

　それは尾田の言う通りで、俺も考えていたことだ。

　昨日の壱いちの間のことを考こう慮りよに入れれば〝かのう様〟がある可能性が極きわめて高いのは弐の間、参の間になる。

　同時にそれは、知暁が壱の間に狙ねらいを定めてきたように、黒猫達が次にそこを狙って来る可能性も高い。

　故ゆえに、弐の間、参の間の場所さえわかれば相手を待ち伏ぶせすることもできるのだ。

「……何となく、怪あやしい所は、あるぞ」

　眼鏡めがねのフレームに軽く触ふれながら、俺が言えば、尾田だけでなく、桑田と羽黒も軽く目を瞠みはって俺を見た。

「それはどこなの？」

　俺は椅子から立ち上がると、桑田に問われるまま、見取り図の数カ所を指で示した。

　本館ではなく、三棟むねの別館の図に触れながら、

「ちゃんと数えたわけじゃないけどな、構造上はこの右隅の辺りに柱が無いとおかしい。でも柱どころか空間もこの見取り図には描えがかれていない」

　俺は図面に感じる違い和わ感を指し摘てきした。

「そして、壱の間はここだ」

　やはり、昨日存在が明らかになったその部屋は、見取り図には無かった。

「なるほど、ね。ミステリ小説なら確実に何かがありそうだ──名前の無い空間へやとでも名付けたいよ」

　見取り図に顔を近づけながら、ミステリ好きの尾田はそんなことを言って笑った。

「でも、確かめようがありませんね」

「まあな」

　そう、それは羽黒の言う通りだった。

　俺達は結局、弐の間、参の間の所在を教えてもらえなかったし、彩波達が隠かくそうとしている以上は、簡単には確かめられない。

「……万が一、強きよう硬こう手段にでることになった時のために、頭に入れておくわね」

　結局、この点に関しては、桑田の言うことが一番正しかった。

「和邸てい全体をカバーして〝かのう様〟を黒猫から護まもる、っていう基本方針に変へん更こうはないわけだね」

　尾田が確かく認にんを取れば、俺は大きく頷いた。

「そうだな。じゃあ次は……知暁がどこから入って、どこから出て行ったかを考えてみるか」

　そして、俺の提案に異を唱える者はいなかった。

「門にはちゃんと黒服さんが立っていたんだ」

「ああ、二十四時間交こう替たいでな」

　八つもある門は、普段は全てに守りはついていないが、昨日今日は八門全部に黒服が張り付いている。

「業者とか、和家以外の人はみんな正門を通ることになっているし、しっかりボディチェックもされているみたいね」

　祭りの準備のため、普段より出入りの業者の数が増えているからこそ、そこに抜ぬかりはないようだ。

「だとすると、門を通った可能性は低いな」

　俺がそう言うと、全員の目が見取り図の中の、和邸をぐるりと囲む塀へいと生け垣がきに注がれたが、それを見ると軽く嘆たん息そくした。

　屋や敷しきの中からは見えないが、外から和邸を訪おとずれる際、最初に出くわすそれは高く分厚く鉄てつ壁ぺきというにふさわしい。

「さすがに電流は流れていないようですが、あの高さを乗り越こえるのは骨が折れそうですね」

　電流というのは穏おだやかではないが、

「でも、門番を倒たおすよりは静かに中に入れますよ」

　羽黒が続けた言葉はそれなりに現実味があった。

「けど、ここ一週間は、通常以上の警備だったんだよね」

　和家の警備は、その態勢と能力において、決して甘くない。だが、探せばどこかに穴があるのだろうか。

「それでも、相手が夜や陰いんに乗じる術すべにたけていたり、そういった訓練を受けていれば話は違ちがってきます」

　そう、現に知暁はその中を侵入はいってきて、そしてまた、出て行ったのだから。

　羽黒はやけに真しん剣けんな目をして俺達の顔をそれぞれ見回した後、

「私の知り合いならば、可能な者もいます」

　そう言った。

　ワカナから自分に向けられた疑ぎ惑わくを晴らしたいのか、それとも逆に深めるつもりか、あえて羽黒はそれを口にしたように俺には思えた。

「……ワカナさんのことなら、気にしない方がいいよ」

　今朝の騒そう動どうより後、そうとは口に出さぬまでも、羽黒に疑惑の眼まな差ざしを向ける者は実は少なくなかった。尾田もそのことに気付いていたらしく、けれど的をワカナに絞しぼって羽黒を気き遣づかう。

「花南ちゃんのことは、私達がよくわかっているから」

　続けて桑田が言えば、羽黒は柔やわらかな微笑ほほえみで返した。

「大だい丈じよう夫ぶです。疑われることには慣れていますから」

　何でもないことのように羽黒はそう言ったけれど、部屋の中には一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくが落ちる。

　俺も暫しばらく言葉が見つからなかった。

「あ、あの、そんなに深刻なことではないと言いたかっただけなんですけど」

　却かえって羽黒の方が俺達に気を遣つかって、慌あわてふためく。そして、わけもなくテーブルの上で手を動かした結果、お茶の入った湯飲みを盛せい大だいに倒してくれた。

「うわ、熱っ！」

「きゃああ、尾田さんすみませんっ！　な、何かふくものはっ！」

「羽黒、だめだ、それは雑ぞう巾きんだっ!!」

　俺が制止をかけたときには、羽黒は既すでに雑巾で──濡ぬれたわけでもない──尾田の顔を拭ふく、というベタな行動に出た後だった。

「やっぱり、花南ちゃんは花南ちゃんだわ」

　一人だけ冷静だった桑田は、小さく呟つぶやくと、ふわりと優やさしい微笑みを羽黒に送ったのだった。




　　　　２




　午後になって、俺と羽黒は和邸ていの庭を並んで歩いていた。

　祭りの準備で屋敷の中はいよいよ慌ただしくなってきて、すれ違う人々に時折邪じや魔ま者もののように見られながら、俺達はここまで出てきたのだった。

　もう屋敷の構造は完全に頭の中に入れたので、迷う心配はない。ただ、紙の上で見るよりもずっと広い庭を歩いている内に、天気の良さも手伝って散歩かハイキングをしているような気分になってきたのは事実だ。

　午前中いっぱい、色々と考えてみたが、やはり、実際に侵入経路を検証してみようという話になって、今は二組に分かれて行動している。

　例によって、桑田作成のくじで組み合わせを決めたのだが、その結果にまたしきりに首を捻ひねっていた。

「……あのさ、下手に小細工するよりも、運を天に任せた方が確実なんじゃない？」

　尾田が何を言いたいのか俺にはよくわからなかったが、それを聞いた桑田に、凍こおりつきそうな眼めで睨にらまれると尾田は、薄うすく青ざめて口を噤つぐんだ。

　それはそれとして、正門を起点にして、俺と羽黒は左回りに、桑田と尾田は右回りに広い庭を巡じゆん回かいすることになった。

　塀と更さらにその内側の生け垣に沿って、歩いているが、まだ手がかりになるようなものは見つかっていない。

「雪でも降った後なら足あし跡あとが残っただろうけどな」

　叶野市では三月でも雪が降ることはあるし、今日も外に出るにあたって、手て袋ぶくろやマフラーはしなかったものの、俺も羽黒もコートはしっかりと着込んでいる。

「そんなものを残すのは二流ですよ」

　けれど、俺がこぼした台詞せりふに、羽黒は軽く眉まゆをよせて苦く笑しようした。

「そうか、じゃあ黒くろ猫ねこは一流なのか。なら、相手にとって不足はないな。で、羽黒センサーには何かひっかからないのか？」

「ええと、同業者というのはやっぱりわかりにくくて。それに、受信範はん囲いというものもありまして……」

「わかった」

　羽黒の得意分野に話題が傾かたむきかけたので、俺はそこでストップをかける。

　羽黒は喋しやべり足りなそうな表情を束つかの間浮うかべたが、とりあえず口を閉じた。

「ああ、そういえば羽黒、本当の補習の方はいいのか？　確か数学……」

　何か痕こん跡せきはないかと探しながらも、俺はふと思い出したことを羽黒に尋たずねた。三学期の期末テスト、羽黒は英語は根こん性じようで赤点を免まぬかれたが、尾田の懸けん命めいの指導が実を結ばず、数学には敗北を喫きつしていたはずだ。これも場合によっては進級に関かかわる事態だ。

「だ、だだ……大丈夫デスヨー」

　探さぐっていた繁しげみから顔を出して、俺の方を見た羽黒の顔は口くち許もとがひきつり、口調もおかしかったが、羽黒は口だけはそう言ってみせた。

　どうみても、いままで記き憶おくの隅すみに追いやっていたことを思い出し、焦あせっている顔だった。

「相変わらず、噓うそが下手だな」

　嘆たん息そく混じりに俺が言えば、

「そんなことはありませんっ！　私は噓つき俱く楽ら部ぶ部長に見込まれるほどの人材ですよっ!!」

　風の冷たさのせいばかりでなく、顔を赤くして少々興奮した様子で言い返す。しかも、先日やっと卒業してくれた、鈴木に次ぐ問題児を引き合いに出して。

「羽黒、それは何の自じ慢まんにもならないぞ？」

　どうもそこがわかっていないような気がして、俺は少し呆あきれ顔だ。羽黒は素す直なおなだけに、短い付き合いでもかなり件くだんの人物の影えい響きようを受けてしまったようだ。

「そうですか？　だめですか？」

　でも、なぜか羽黒は俺に微笑ほほえみ返す──ほんの少しだけ、どこかが痛いような笑え顔がおを。

「羽黒？」

　妙みように引っかかって、名前を呼んでみたが、羽黒は俺から視線を外すと、

「あっ、いいものを見つけましたよ！」

　そんなことを言いながら、近くの低木──種類はわからなかったが──から葉っぱを二、三枚むしった。

「いいもの？」

　明らかに話題を変えようとしているとわかったが、それに乗ってやることにして、俺は首を傾かしげた。

「はい。この葉っぱをこう、揉もんでですね……少ししんなりしたところで匂においを嗅かぐと、なんとっ！　グレープフルーツの香かおりがするんですっ!!」

「…………」

　物もの凄すごく疑わしい、小学生並みのネタだったが、羽黒があんまり自信満々にその葉っぱを俺の手にも握にぎらせたので、仕方なく試ためしてみることにする。

　何となく、この場に鈴木がいなくて良かったと思いながら、言われたように葉を揉み、試してみた。が、鼻を近づけても、

「緑の匂いしかしないぞ？」

　それ以外の香りなどしなかった。

「あはははっ！　騙だまされましたねっ。ほら、私だって噓はつけるんですよ!!」

　ああ、うん、騙された。しかもあり得ない形で。しかも羽黒に。

　ああ、こんなことでは次の生徒会選挙は危あやういかもしれないなあ……だが、ここで羽黒の口を封ふうじてしまえば問題ないんじゃないか。うん、そうだ。そうしよう!!

「はーぐーろー？」

　地を這はうような低音に、ぎこちない笑みを添そえて、もう一度その名を呼べば今度はしっかりと振ふり向いた。そして、俺の顔を見て我に返ったように青ざめる。

　本当に、こういう時だけは役に立つな、悪人顔。

「は、はいっ。い、いえ、その、悪気はないですよっ！　ジョークです」

「いまなら〝梅干し〟と〝デコピン〟が選べるが、どっちがいい？」

　本気でそれをする気はなかったが、目には目をということで、脅おどしをかけてみる。

「ど、どっちも嫌いやですよぅ」

　本気で困っている様子が眉に表れたことで溜りゆう飲いんを下げて、そろそろ許してやろうと、俺が口を開きかけた時、

「ただ、あまりにも皆みなさん、無条件に私のことを信じるなんて言うから……」

　それより先に、羽黒の唇くちびるからぽろりと本音がこぼれ落ちていた。

「友達のことを信じるのは当たり前だし、そもそも何も疑っていないぞ？」

　昨日からのワカナの態度と、今日になってから加わった他ほかのメイドからの角のある視線を、やはり羽黒は気にしていたのかと、俺はその目を見て言ってやる。

　でも、羽黒は俯うつむいて、そのまま言葉を続ける。

「私は、高校には通っていませんでしたけど、小中学校はちゃんと行っていたんですよ。仕事で休みがちではありましたけど……」

「小学校の頃ころから働いてたのか」

　羽黒が所属しているのは政府の秘密機関と聞いているが、そんなに幼い頃から働いていたとは知らなかった。

「はい。でも、私は時々みんなには見えないモノが見えるというような子どもでしたから、噓つきだと、気味が悪いということで、仲間には入れて貰もらえませんでした」

　その声は沈しずんでいて、俺はその頃の羽黒の気持ちを思って、何だか胸が痛くなった。本当にその気持ちを理解することは出来ないとしても。

「だけど、噓は言ってなかっただろ」

「はい。でも、信じるということは曖あい昧まいです……見えませんから。だから人は形を求めるんでしょうが、その輪りん郭かくすら示すことが出来なければ疑われるだけです」

　確かに俺も羽黒が叶野学園に転入してきた時点では、その霊れい感かんについては半信半疑……いや七割方疑っていた。

　でも、羽黒の人となりを知ってからは、信じている。俺には見えなくても、羽黒と自分の人を見る目を信じている。

「……みなさんが、初めてですよ。私を、私が見ている世界ものや、感じていることを信じてくれたのは──そして、私自身を信じていると言ってくれたのも」

　その声は少し震ふるえていたけれど、ちゃんと俺の耳に届いた。

「嬉うれしかったです」

　そして、その一言だけは、俺の顔を見て羽黒は言った。静かな目と声は心に響ひびいて、俺はぎこちない微笑みを返した。

「ああっ、美名人ちゃんごめんなさいっ」

　が、俺が微笑みとした表情は羽黒には別の物に見えたらしく、手で顔を覆おおって、また下を向かれてしまう。

「悪人顔で悪かったな」

　少しすねた調子で呟つぶやけば、再び顔を上げた羽黒の顔は、目め尻じりが赤かったけれど笑っていて、俺は何だか安心した。

「でも、神様は叶野市で初めて見ました」

「……奇き遇ぐうだな、俺もだ」

　不覚にも、あの能天気な顔を思い出してしまい、俺は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になったらしい。

「鈴木さん、風邪かぜをひかなかったでしょうか？」

「それは無用の心配だな」

「そうですか。では、今いま頃ごろお猿さるさんと温泉に入っていますね！」

　なぜ、猿と一いつ緒しよだと決めつけているんだ、羽黒？　でも、言われるとそんな映像えしか浮うかばなくなるから不思議だなあ？　っていうかそろそろ脳内からあいつの存在を追い出さなければ。

「もしかしたら、黒くろ猫ねこさん達も一目見たいだけかもしれません……神様というものを」

「……鈴木じゃなくて、〝かのう様〟なのはどうしてだろうな？」

　そう、叶野市では人間として過ごしているが、よりによって鈴木は正真正しよう銘めい〝神様〟なのだ。まあ、世界中を巻きこんだ騒そう動どうと共に、その事実を知るのはいまや俺達くらいだが。

「さっきも言いましたけど、人間は見えない物に形を与あたえて、それでやっと信じることが出来るんですよ」

　しかし、黒猫が欲しがっている偶像ものは、俺達も未いまだ拝めていない、まだまだ曖昧な代しろ物ものな上、御ご利り益やくなど見込めそうもない。

「かのうの偶像なんて、なんのありがたみもなさそうだけどな」

「……そう、ですね」

　肩かたを竦すくめて、うんざりとした声でそう言えば、羽黒も苦く笑しようした。

「それにしても、なんの痕こん跡せきも見つからないな」

「見あたりませんね。でも、見あたらないと言えば、かのう様のお社もないですね」

「……なあ、羽黒、まだアレが神様属だと思っているのか？　いいとこ妖よう怪かいだぞ？」

　だから、神社など無いと俺は思う。和邸ていだということを考こう慮りよし、一応小声でそれを伝えたが、羽黒はわかったのかわからないのか曖昧な笑えみを返しただけだった。

「あ……羽黒のセンサーで例の弐にの間、参の間の位置ってわからないのか？」

　今いま更さらながらその可能性に思い至って、羽黒に水を向けようとした、その時。

　ブロロロロー、という低いうなり声のようなエンジン音が耳に届く。何事かと音のする方を探して、俺の視線が最終的に行き着いたのは空、だった。

「なっ、ななななー！」

　羽黒が奇き声せいを上げる隣となりで、俺は頭上を過ぎていくバイクを呆ぼう然ぜんと見送った。

　そして、俺達のいる場所から、一メートルも離はなれていない所に、芝生しばふを削けずりながら着地して、再びのキックと共に走り出す。

　綺き麗れいに手入れされた和邸の庭を傍ぼう若じやく無ぶ人じんに蹂じゆう躙りんしていく、運転手のその顔を隠かくしていたのは、ヘルメットではなく黒猫の仮面。

　その面を確かく認にんすると同時に、俺は我に返った。

「ちっ、やられた！　羽黒、追うぞ！」

「え、は、はいっ！」




　ブルンッ、とひと唸うなりした後、バイクのエンジンは完全に沈ちん黙もくした。

　そして、和邸の敷地にわを大だい胆たんにもバイクで縦断してくれた、新たな黒猫は周囲を黒服に完全に固められて、これ以上は進めない。

　だが、そんな不利な状じよう況きようにもかかわらず、黒猫は悠ゆう然ぜんと大型のバイクから降り立った。

「真昼に襲しゆう撃げきとは大胆だな」

　一足遅おくれで追いついた俺は、輪の中心部に入り込むと、最前列で対たい峙じした黒猫を上から下までざっと眺ながめた。

　身長は俺よりも高いし、太くはないがしっかりとした骨格から、ライダーズジャケットの上から見ても、男であることは明らかだ。仮面も含ふくめて全身黒ずくめ。

「ああ、やっぱり花の匂においがするな……」

　己おのれに集中している、警けい戒かいと敵意の入り交じった視線をまるで意に介かいさず、──というか気付いていないような素そ振ぶりで──ようやく男が発したのはそんな一言。声は意外と若い。

「はな……」

　居並ぶ人々の中で、その単語に反応したのは俺と羽黒だけだったが、これにも意識を向けることはなく、黒猫男は、自分の足で一歩を踏ふみ出した。

「待て。単刀直入に訊きく。お前の狙ねらいは〝かのう様〟か？」

「だったら、なに？」

「この先は通せない」

　仮面から覗のぞく切れ長の目を見返しながら俺はきっぱりと告げた。

「……お前、花の匂いがしないな。この町の全すべての人間から香かおっていると思ってた」

　だが、黒猫男から返ってきたのは、意味のわからない勝手な言葉だけだった。

「それで、俺の質問の答えは？」

　黒服達が男を囲む輪を狭せばめていくのを牽けん制せいしながら、もう一度問う。

「案内ならいらないから。匂いのする方へ勝手に行くし」

「……あのな、会話はキャッチボールに喩たとえられるように受けたらちゃんと返球するって知っているか？　変化球ばっかじゃ困るんだよ」

　激げつ昂こうしたいところを抑おさえて、低く低く俺は男に語りかける。

「あ、秋庭さん、落ち着いて」

「まあ、バイクで乱入なんてする奴やつは、不法侵しん入にゆう者しやには違ちがいないな。訊くだけ時間の無む駄だだった」

　自己反省を口にしつつ、俺は構えを取った。桑田には及およばないが、俺も武術の心得はある。

「ようするに、俺はお前をここから先に通さない」

「ああ、わかった」

　一転、黒くろ猫ねこ男の答えはシンプルで簡潔だった。その声と同時に、男は俺に何かを放ほうって寄よ越こし、反射的に俺は手を前に出しそれを受け取ってしまう。

　──ボール？

　そう思ったのは一いつ瞬しゆんで、次の瞬間ボールから噴ふき出した白はく煙えんに俺は視界を奪うばわれる。

「くそっ！」

　慌あわてて放り出したが、もう遅おそい。黒服達と共に煙けむりにむせる。

「は、ぐろ。大丈……」

　咳せき込みながらも名前を呼んで、その姿を煙の向こうに見たと思った──その時、腹部に衝しよう撃げきを受けて、俺はその場に膝ひざをついた。

「秋庭さん？」

　逆に呼ばれる声が聞こえても、呼吸が詰つまっていて俺は答えられなかった。

「自信がありそうだった割に、大したことなかったな。あのさ、今みたいに不用意に手を出すとこうなるんだって覚えとくといい。気付かないふりも、人生には必要だってことをさ」

　忠告めいた台詞せりふを俺の頭上に落として、そして、男の足音は遠ざかっていった。

　重い蹴けりを食くらったばかりの俺は、追うことはおろか、動くことが出来なかった。

　やっと煙が晴れてきて、

「大だい丈じよう夫ぶですかっ！」

　羽黒が先に俺の姿を見つけても、まだ俺は動くことが出来なかった。

「どこが、どこが痛むんですかっ？」

「腹と…………眼めだ」

　駆かけ寄ってきて、傍かたわらに膝をついた羽黒に答えられたのはそれだけだった。

　両目を襲おそっているのは、ズクンズクンと重く鈍にぶいような痛み。それでいて全身に響ひびいて俺を苛さいなむ。煙が目にしみるのとは異なる痛みは、願いの植物はなが発芽した時のソレ。

　腹の痛みと相まって、最悪だった。

「俺は、いい、か……ら。羽黒は、邸内なかの連中に、つたえ、ろ」

　俺が一いち撃げきを貰もらうような相手を羽黒が捕とらえられるとも思わないので、苦しい息の中、それだけを命じる。俺が回復して追いつく前に、足止めくらいなら出来ると信じて。

「でもっ！」

「早く！　ぐずぐ、ず、してたら、また疑われるかも、しれない、だろっ！」
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　俺の言葉に、衝撃を受けて羽黒は大きく目を見開いた。俺だって言いたくは無かったが、仕方がない。

「い、け」

　もう一度そう言えば、羽黒は驚きよう愕がくから醒さめて、大きく頷うなずくと俺に背を向けて走り出した。

　俺はそれを見送ってから、体をくの字に曲げると、

「痛……い」

　一言だけ吐はき出して、後は発芽の痛みが治まるまで堪こらえるしかなかった。




　発芽の痛みが噓うそのように引いても、腹部には鈍い痛みが残っていた。

「あの黒猫男、思いっきりやりやがって！」

　毒づきながらも、邸内に戻もどり先を急げば、さっきようやく鳴り響いた警報に、同じく邸内に舞まい戻ってきた尾田と桑田に合流した。

「お腹なか、どうかしたの？」

　とにかく人の声がする方へ先を急げば、俺の手が腹部を押さえていることに気付いた桑田が、足は止めないまま尋たずねてくる。

「情けないが、黒猫に一発蹴りを食らった」

　本当に情けなかったので、桑田の顔を見ずに俺は答えた。

「多加良がやられるって、今度の黒猫は相当強いんだ」

　尾田は若じやつ干かん掠かすれた声でそう言ったが、俺に訊いた桑田はというと、完全に沈ちん黙もくしていた。ただ、両手には拳こぶしがきつく握にぎられて、一足毎ごとに靴くつ音おとが高くなっていく。

「な、なんだ？　あ、羽黒は無事だぞ。先に一人で後を追わせたからちょっと心配だが」

「……救急車は一一九番だよね」

　俺達を置いていく勢いの桑田の背中を見ながら、尾田は当たり前の知識を確かく認にんしたが、俺にはどちらの考えもよくわからなかった。けれど、進行方向は間違っていなかったようで、程ほどなく俺達は廊ろう下かの突つき当たりで羽黒と合流することが出来た。

「蹴るなんて、やり過ぎです！」

　だが、黒猫男と対たい峙じしているのは、羽黒一人だった。一歩も退ひかない強い眼まな差ざしは頼たのもしかったが、一回りどころか二回りは大きな男を前に、あまりに羽黒は頼たよりなく見えた。

　しかし、羽黒は傷一つ負っていない。

　それは、黒猫男が女には手を出さない主義──だからではなく、携けい帯たいのメールに夢中だったから、だ。

　大きな手で小さなボタンを器用に押している。

「送信完かん了りよう」

　羽黒にちらりと目をやってから、ゆったりとした動作で携帯をジャケットの内ポケットにしまい込む。

「ああ、追いつかれたか」

　続いて俺達の方にもようやく顔を向けたが、黒猫男には焦あせりというものはまったくなかった。

「羽黒、よくやった」

　と、褒ほめたはいいが。スライドさせていった視線の先。黒猫男の胸に願いの植物を見つけて、俺は約一名を本気で呪のろいたくなった。

　いくら祭りだといっても、これはオーバーワークだろうがっ！

　場をわきまえず、叫さけびたかったが、俺がそれを叩たたきつけるべき相手は気まぐれで、呼んだからといって出てくる保証もない。

　しかもこれで俺が過労で倒たおれるようなことがあっても、あいつは金目のものなど一円も寄よ越こさないだろう。

「これ以上先には、行かせない」

　結果、俺はもろもろの怒いかりを、目の前の黒猫にぶつけることにした。さっき蹴られた恨うらみも少なからずあることだし。

「さっきもそんなことを聞いたけど。気のせいか？」

「今度は、本気だ」

　黒猫男の挑ちよう発はつはかわして、俺は頭の中にたたき込んだ和邸てい見取り図を思い出していた。確かこの先は本館から分かれた別館だ。渡わたり廊下で繫つながれたその先は、縹館ふろ。

　そして、遠回りにはなるだろうが、建物を繫いでいる渡り廊下を進めば、やがては彩波の寝しん室しつのある蘇す芳おう館に行き着く。

　だから、今度こそ通すわけにはいかない。

「……羽黒、離れろ」

「え……」

　人ひと質じちにでもされたら動けなくなる、そう考えて声を飛ばしたが、羽黒は動かない。

「羽黒さん、早く黒猫から離れて！」

　俺の声に加えて、尾田が更さらにそう被かぶせれば、ようやく羽黒は黒猫から距きよ離りをとった。

　そして、その動きに黒猫男が一いつ瞬しゆん気をとられた隙すきに、縹館へと続く扉とびらの前に回り込み、進路を塞ふさぐ。

「……その向こうから匂においがするんだけど？」

「ここから先は通さないって、聞こえなかったか？」

「……さて」

　黒猫の仮面から表情を読み取ることなど不可能だったが、男は腕うで組ぐみをして考え込む。

「花の香かおりは間違いなくこっち、からしてるしさ」

　さっきからこの男は盛んに〝匂い〟を気にしているようだ。ということは、そこから何かを読み取る能力でもあるというのか？

　考えながらも、いつでも黒くろ猫ねこ男の動きに対応できるよう、今度は平常心を保っておく。

「……秋庭君を蹴けったというのはあなたよね？」

　が、普ふ段だん誰だれよりも冷静な桑田が、なぜか今それを失っていた。表情はあまり動いていない、けれど双そう眸ぼうには常にはない凶きよう暴ぼうな光が見え隠かくれしていた。

「アキバクン……そいつなら蹴った。おれの進路を妨ぼう害がいしたからさ」

　肩かた越ごしに桑田の顔を見ながら、俺を指さして黒猫男は答えた。どうやら、人を指さしてはいけないという教育を受けていないと思われる。

　だが、今はそれはどうでもよかった。黒猫の答えを聞くと同時に、桑田は動いていた。

　相手の懐ふところに飛び込みながら、下から抉えぐっていくような拳こぶしを顎あごにたたき込む。

「なかなか、速い、んだけどさっ」

　しかし、その拳が届く前に、黒猫男は体の軸じくを動かして避よけていた。避けられたとわかっても、桑田の動きは止まらなかった。そのまま体を回転させて、今度は側頭部に蹴りを入れようとする。

「み、美名人ちゃん!?」

　その一連の動きに目を瞠みはりつつ、羽黒がその名を呼んだが、桑田の厳しい眼差しは黒猫に固定されていて動かない。

「う……わ。本気だ」

　尾田が驚おどろいたように、桑田の拳には手加減が無く、蹴りもまた常にない破は壊かい力を秘ひめていた。

　相手の力量を計ることもせずに、最初からフルスロットルで向かっていく桑田を見るのは久々だった。

　けれど、そんな桑田に黒猫男の方も、防戦一方ではいなかった。

「おれが蹴ったのは、あっちで、あんたを蹴った覚えは、ないんだけどっ。何で怒ってるわけ？　もしかして、あいつが友達だからとか、そういう理由？」

　桑田の蹴りをかわしながら、そのつま先を捕とらえて投げようとする。間かん一いつ髪ぱつで桑田はその手を逃のがれたが、額には汗あせが浮うかんでいた。

「……だとしたら、おれは絶対に、一発もくらわない」

　即そく座ざに間を取り直すと、黒猫は体勢を整えると同時に、そう宣言する。そして、言い終えるやいなや、今度は自ら打って出た。

　そうして、桑田が打っては、黒猫がかわし、黒猫が攻せめては桑田が流す──止めに入ることもままならない攻こう防ぼうがしばらく続く。

　仮面をつけていることによって、視界が制限されているはずなのに、黒猫はそれを少しもハンデとしていない。

　けれど、静せい寂じやくは突とつ然ぜん訪おとずれる。

　桑田の掌しよう底ていを黒猫が左手で受け止めて、桑田の脇わき腹ばらへと繰くり出された黒猫の一撃みぎてを、桑田がその左肘ひじで止める。その衝しよう撃げきで黒猫の仮面が床ゆかに落ちて、男の顔が露あらわになる。涼すずしい目元に、どこか酷こく薄はくな唇くちびる。

　一瞬だけ、男は落ちた仮面を目で追い気にしたが、それを拾うことはできなかった。

　一個の彫ちよう像ぞうのようなバランスのまま、二人は静止していたのだから。

　どちらかが動けば良さそうにも思えるが、微び妙みようなバランスが崩くずれたとき、見えるのが己おのれの勝機か相手の勝機となるのか──読み切れないのだろう。だから動かない。動けない。

　動けないのは、見ている俺達も同じだったけれど。

　誰だれもが息を詰つめ、一分以上もそうしていただろうか。この静けさを破る術すべなど無いと思われた時。

　しゃんしゃらしゃん──

　と、鈴すずの音色を思わせる金属の擦こすれ合う音が突とつ如じよとして響ひびいて。

「ふぁ……」

　微かすかな衣きぬ擦ずれの次に聞こえたのは、欠伸あくび。

　あまりにも場の空気を読まない登場に俺は二の句が継つげなかった。

「のう、美名人。そのようなこと退たい屈くつではないかのう？」

　ちょうど二人の影かげが落ちている床の上にしゃがみ込んで、かのうは桑田を見上げながら問う。左手にはまた、あの銅どう鐸たくもどき。

「……そうでもないわ」

「強い花の匂いが……それに、この声、は？」

　桑田がかのうの声に答えれば、対する黒猫男も、何かしらの気配を感じ取って視線を彷徨さまよわせる。

　すかさず桑田は間合いを取り直す。黒猫には明らかな隙すきが出来ていたが、桑田がそこを突つくことはなかった。

　最大の理由はかのうが出てきたことだと思うが、色々考こう慮りよした上での「退ひく」という選せん択たくだろう。

「気の抜ぬける登場ありがとう。でも、お前がいるとまたこじれるから帰れ」

　視線を落として俺が告げれば、かのうはまだしゃがみ込んだまま、上うわ目め遣づかいに見上げてくる。白金に輝かがやく銅鐸もどきを揺ゆらして見せながら──けれど、そこから音が響くことはなかった。

「つれないのう。妾わらわのために頑がん張ばっていると思うて、応おう援えんに来たというのにのう」

　銀糸の髪かみが床についているのだが、それを気にする様子は全くない。これも、このかのうが実体ではないからだろうが。

「言っておくが、俺達が頑張っているのは進級のためだ」

　きっぱりと俺が言い切れば、

「かように冷たいことばかり言うのなら、妾はこの者について行ってしまおうかのう」

　かのうは不可視の力で床に落ちた黒猫の仮面をふわりと持ち上げて、素す顔がおを晒さらした男の頭の上にぽとんと落とす。

「……これは、どうもありがとうございます」

　構えは解いているが、かのうの声を一言も聞き漏もらすまいと表情を緊きん張ちようさせていた男は落ちてきた仮面に、少々虚きよをつかれたようだ。そんな表情を見て、俺は男が想像よりも若かったことにようやく気付いた。多分、まだ十代か、そこを抜け出たばかり。

「ふむ、やはりこの者にも、妾の声は聞こえているようだのう……。そなた名は？」

「維い芳ほうと言います。あなた様が、かのう様と思ってかまいませんか？」

　俺達に対するそれから一転、丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいで、黒猫男──維芳は、かのうの問いに素直に応じた。かのうの姿を〝見て〟はいないが、体はちゃんとかのうのいる方へ向いている。

　その態度に、かのうは銅鐸もどきを、また着物の袂たもとに仕し舞まいながら立ち上がると、満足げに金色の双そう眸ぼうを細めた。

「ほほほ、こちらの方がよほど礼れい儀ぎを知っているのう？」

　そして、思わせ振ぶりな視線を俺達に投げてくる。

「ええと、それは今いま更さらじゃ？」

　尾田だけは律りち儀ぎに返事をしたが、俺達は答えなかったので、かのうは不満顔だ。

「もう少し、大事にしてくれぬかのう」

「それは彩波に任せてある」

　うっとうしいので短く答えれば、

「あの、おれと一いつ緒しよに来ていただけるのなら、少なくとも皆みな礼は尽つくします。あなた様を、とてもとても欲していますから」

　維芳が会話に割って入ってきた。

　その口調はやけに熱心だったが、それを言う維芳の眼まな差ざしは微び妙みように冷めていて、俺は違い和わ感を覚える。

　確かに黒猫として〝かのう様〟を求めているのに、だ。

「このように言っておるが、どうしたものかのう？」

　小首を傾かしげてかのうは困り顔を作ってみせるが、その視線は維芳の胸の植物はなに注がれていて、相変わらずかのうが何を考えているかはわからない。

　和家の人々に信しん仰こうされていて、俺達に自分を護まもれと言って、けれど平気で黒猫に靡なびくようなことを同じ口で言う。

　狙ねらわれているのが、自分の実体ではないと知っているからこその、余よ裕ゆうなのだろうか。

　俺は、俺達は何を護るべきなのか、もう一度見定めるべきなのかもしれない。

　そんなことを考えて、俺はしばし沈ちん黙もくする。

　そしてそんな中、俺の背後の扉とびらが、唐とう突とつに開け放たれた。

「だめっ！　そんなのだめだよっ！」

　悲鳴のような声を上げながら、その向こうから現れたのは彩波だった。

「彩波？　ずっとそこにいたのか？」

　だが、彩波の眼差しはかのうに注がれていて、俺の問いに応こたえる余裕はなかった。けれど、開け放たれた扉の向こうにはメイド達がずらりと控ひかえていて、それを見ればおおよその見当はついた。

「俺達が止められなかったら、待ち伏ぶせしておいて一いち網もう打だ尽じんにするつもりだったか」

「つまり、この先には通すわけにいかない、図面には無い部屋があるってこと、かな」

「……それも、かのう様絡がらみの方でね」

「弐にの間……」

　俺達の会話に、メイドの中心にいたワカナは答えなかったが、最後に羽黒が口にした言葉に眉まゆ根ねがぴくりと動いたのを俺は見み逃のがさなかった。

「この小さいのからは……花の匂においが強い、な」

「彩波は妾の憑より坐ましだからのう」

　泣き出しそうな顔で縋すがる彩波に、いかにも優やさしげな笑えみを向けながら、かのうは維芳にも応じる。

「かのう様、どこにも行かないよね？」

「うん？　多加良達がこの後のげーむに勝てば、妾はどこにも行かぬよ？」

「……ゲーム、とは？」

　俺達はその単語に例によって嫌いやな予感を覚えたが、何も知らぬ維芳は聞き返す。

「妾は野や蛮ばんなことは嫌きらいでのう、故に優ゆう雅がな遊びを提案したいのだがの？」

「それがあなた様の望みならば、最低限応じますが、当然見返りはあるのでしょう？」

　姿も表情も窺うかがえぬ相手との交こう渉しようを、全く恐おそれずに維芳は冷静に進めていく。

　彩波が心配そうにかのうを見上げているが、いまその金色の双眸は常より輝かがやきを増して、維芳だけを見つめている。

「かのう……俺達の意向は聞かないつもりか？」

「そうね、実際動くのは私達よね？」

　しかし、いつまでもこの流れを続かせるわけにはいかないと、俺が口を挟はさめば、桑田も加勢してくれる。

「多加良達の意気込みならば、最初に聞いたのう。……妾わらわを護まもってくれるのだろう？」

　ようやく維芳から離はなれた眼差しを、その輝きを保ったまま俺達にも向けて、何の疑いもなく唇くちびるだけで微笑ほほえまれれば……確かにそれは事実。

「それで、見返りはどうなるんです？」

「妾……ということで、良いのだろう？」

「ええ。でも事前に言っておきますが、おれはダイスの２１２……先の黒くろ猫ねことは違ちがいますから」

　調子に乗ってかのうが言えば、維芳はあっさりと頷うなずきながら──見えていないはずなのに、かのうが先ほど銅どう鐸たくもどきを仕舞いこんだ袂に視線を落とした。そして、かのうが拾い上げた黒猫の仮面を胸に押しつけるようにしながら、言葉を続ける。

「おれは、あの方の為ために、自分が何をすべきか、何を得るべきかわかっていますから」

　維芳の視線を無意識のように追いかけていき、それが着物の袂に注がれていることに気づくと、かのうの白い面おもてには狼ろう狽ばいが浮うかんだ。

　俺は、かのうのそんな顔を初めて見た。いつもどこかに余裕を残しているかのうが、一いつ瞬しゆんとはいえそれを失うのを。

「……かのう？」

　多分、初めてかのうのことが心配になって、俺はその名を呼んだ。

「ふふ。いい男おのの子こかと思うたが、妾だけを見ないのならば、論外だのう。それに……愛あい嬌きようも足りぬようだし、の」

　だが、その呼びかけに、かのうが振ふり返ることは無かった。ついさっき、俺が見たものを幻まぼろしだと言うように。

　そして、一転して冷たい眼差しを維芳に向けると、告げた。

「……げーむは妾が決める。〝花はな扇おうぎ取り〟をしてもらおうかのう」

「花扇、取り？」

「かのう様？　花扇はメイドさん達の余興だよ？」

　俺達にはさっぱりわからなかったが、彩波は、更さらに心配を募つのらせたようだ。次いで、かのうの声は聞こえないものの、彩波を介かいして〝花扇〟という単語を聞いたメイド達がざわめく。

「なに、あくまで会場を借りるだけだからの、そちらはそちらでまた行えば良かろう」

　だが、穏おだやかに言い聞かせるように言われてしまえば、彩波に逆らうような意志はもうなかった。

「花扇取りっていうのは、なんだ？」

「ええとね、毎年お祭りの時に、メイドさん達みんなでお花の絵の描えがいてある扇を取り合うんだよ。花扇を取った人は、何でも一つお願いをきいてもらえるんだよ」

　彩波の説明に俺はビーチフラッグのようなものを想像したが、和邸ていで行われる以上なにかひねりがあるような気もする。

「花扇取り……ですか。おれの方は問題ありません」

　簡単に了りよう承しようして、それから維芳は挑ちよう戦せん的な視線をこちらに向けてきた。

　気に障さわる視線だったが、俺は冷静に算段をする。桑田との手合わせを見た限り、実力行使に出られた場合、正直こちらの分が悪い。しかも向こうは〝かのう様〟の在あり処かに大体のあたりをつけられるときている。

　捨て駒ごまにするには実力がありすぎる気はするが、先だってのように維芳が陽動であるという可能性も捨てきれない。

　ならば、こちらも俺達が囮おとりの役割を担になって、真に守りの必要な場所はメイド達に任せておくというのも手だ。

「……どっちにしろ、植物はなが咲さいている以上相手はしなけりゃならない、か」

　俺の呟つぶやきに、尾田と桑田、そして羽黒が反応して、三人はどっぷりと重い、諦あきらめのこもったため息を吐はき出した。

「ああ、わかった。花扇取りで勝負といこう。ただし、俺達が勝った場合には退ひいて貰もらうぞ！」

「……そういうことにしておくさ」

　俺が言えば、どこか含ふくみを持たせながらも、維芳も頷いた。

「ほほほ、楽しくなってきたのう。では妾は高みの見物としゃれ込もうかのう」

「やっぱり、ことをややこしくするのが目的だったか」

　きっと、さっき見せた表情も、企たくらみの一つだ──俺はそう断じようとしたのだが。

「多加良。妾もそう自由な身ではないからのう……しっかりと護まもっておくれ」

　かのうは、最後に俺の耳元で囁ささやいて。

　現れたときと同じように忽こつ然ぜんと姿を消した。

　俺の心には困こん惑わくを刻みつけ。

　しゃらん、というなぜかいつもより輝いて見えた、連環わの音だけを残して。
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　去り際ぎわにかのうが残していった台詞せりふと、困惑は、ひとまず胸の底に沈しずめることにして、俺はともかくゲームに集中することに決めた。

　花扇取りの会場──それは昨日まで大浴場だった縹館たてものだった。

　建物の殆ほとんどを巨きよ大だいな円形の浴よく槽そうが占しめ──繰くり返すが、スイッチ一つで流れが生じる仕し掛かけ付き──その中央には休きゆう憩けいスペースとして、花の形の人工島があり、そこ以外はすべて大理石で覆おおわれていた。

　天てん井じようは高く、けれど八角形というデザイン性のあるフォルムで、本当にどこぞの温泉リゾートという造り、のはず、なのだが。
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　いまや、大浴場の面おも影かげはどこにも無かった。代わりにヨーロッパの古い町並みを思わせるような風景が、前方には広がっている。

　足あし下もとは殆ど全面を石いし畳だたみで覆われ、そしてその上に、二分の一縮小サイズの建物が行ぎよう儀ぎよく並べられていた。

　唯ゆい一いつ大浴場の名残なごりを残しているのが、建物を囲むように走る川の流れだった。おそらく、浴槽を利用して流れも造ったのだろうが、それなりに幅はばがあり、何カ所かには橋が架かけられている。

　よくよく見れば、大浴場の上に床ゆかや壁かべ紙がみを貼はり替かえて造った舞ぶ台たい装置のような物だと理解できたが、およそ半日でここまで変わっているとは思わなかった。

　実は、この大浴場にも名前の無い空間がありそうだったのだが、毎年ここが花扇取りの会場であると聞かされれば、こんな改造を行う為ための構造だったのかもしれない。なぜ、そこまで大がかりにしなければならないのかは、さっぱりわからなかったが。

「金持ちの考えることは、わからないな」

　だから、少し離はなれたところから、若じやつ干かん呆あきれの混ざった維芳の声が届いた時、俺は思わず同意して頷うなずきそうになり──根こん性じようで首の動きを止めた。

「……今晩のお風ふ呂ろはどうすればいいのでしょうか？」

「ええとね、お部屋に備え付けのお風呂か、本館のお風呂を使ってね」

　大浴場がなくなってしまったことに、呆ぼう然ぜんとした羽黒の呟きに、彩波は当たり前のようにそう答えた。だが、周囲を見回す視線にはどこか落ち着きがない。

　ちらちらと維芳の方を見ては、造られた町並みに目を戻もどし、そしてまた維芳を見る。

「ここで、どうやってゲームをするんだろう？」

「見ただけじゃ、わからないわ」

　尾田と桑田がため息を吐つくのも無理はなかった。さすがに俺も想像が追いつかない。

「彩波、とにかくもう一度このゲームについて説明してくれないか？」

　仕方なく、俺は彩波の肩かたに手をかけると、こちらを向かせた。

「あ、うん。そうだったねっ！　ごめんね」

「いや、よろしく頼たのむ」

　彩波の声はいつもより弱く、空元気だということはわかったが、俺達がいま彩波にしてやれることはない。とにかく、このゲームに勝って〝かのう様〟を護り通す以外は。

「とにかくゲームの目的はさっきも言った通り〝花はな扇おうぎ〟っていう扇せん子すの大きいのを取ることなんだよ」

「でも、それらしき物は見あたらないが？」

「うん、それはね、この街の中のどこかに隠かくしてあるからなんだよ」

　説明しながら、彩波は造られた町並みを指で示した。

「ほんとによく造ったよね……」

　尾田の声はもう驚おどろきを通り越こして平常に戻っていたが、彩波はその言葉に笑え顔がおを見せた。

「毎年ね、お父様がコースを考えるんだよっ！」

　どうやら、父親への褒ほめ言葉と受け取ったらしい。

「コースということは、やっぱりゲームの為に改造されたのね」

「うんっ！」

「そうなんですか」

　羽黒は、それ以外に言いようがない、という口調でそう言った。

「ようするに、このコースの中に隠されている花扇を見つければ勝ちってことか？」

「うーんと、そうなんだけど、そうじゃないよ」

　俺の問いに、彩波はそう答えて、そして自分自身考え込んでしまう。

「えーとね、えーとね。コースには障害物が設置されているから、それをクリアするのはもちろんなんだけどね、もう一つ、お父様が考えた問題も解かなきゃいけないんだよっ！」

「……面めん倒どうなゲームだということはわかった」

　障害物競走に二、三の要素が加わった物だととりあえず俺は理解した。

「でも、本当はメイドさん達が行われるのだと、先程おっしゃっていませんでしたか？」

「うん、いつもはね。みんなへの日ひ頃ごろの感謝とお祭りの余興なんだって。だから花扇を取った人はかのう様に願いを一つ叶かなえて貰もらえることになっているんだよ」

「なるほど」

　そこで一通りゲームの説明は終わった。

　そうすれば、彩波の視線は再び、吸い寄せられるように維芳とコースに、戻っていく。

　俺も彩波に倣ならって、維芳に目を向ければ、向こうもメイドのマドカからゲームの説明を受けている。

　が、一生懸けん命めいにマドカが話しているにもかかわらず、維芳は携けい帯たいでメールを打つことに集中していて、彼女の話をちゃんと聞いているようには見えない。

　だんだんと、マドカの表情が不ふ機き嫌げんに、険しくなっているのだが、画面に落とされたままの目がマドカを見ることはない。

「……余よ裕ゆうね」

　その様子を見た桑田が、まだどこか冷えた声で感想を漏もらす。

「余裕っていうか、何ていうか……」

　いい加減、その態度を見かねたマドカが、維芳の手から携帯電話を取り上げようとする。だが、それを維芳は嫌いやがり、伸のばされたマドカの手を、軽く振ふり払はらった。

「あまりおれに近づくな。……おれのことが嫌きらいなら尚なお更さらそうしろよ」

　ついでに軽く毒づいている。

「あーあ。……触さわられるのが嫌なのかな？」

「あの、そう言えばあの方の植物はなが芽め吹ぶいたということですが？」

　維芳とのやりとりで、マドカの機嫌が急下降していくのを気にする尾田に対して、羽黒は維芳の胸に咲さいた願いの植物が気になるようだ。

「あっという間に、葉が繁しげっているな」

　その事実は口に出すと余計に苦くなったような気がする。

「大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか？」

　これから戦う相手を、それでも気き遣づかう響ひびきが羽黒の声にはあった。

　昨日の知暁の植物が一日で開花にまで至ったことを思えば、維芳の植物もそうなる可能性はある。

　だが今は、一つ一つ問題を片付けていくしかない。

「大丈夫でなくても……俺達で大丈夫にするんだ」

　うそぶくことしかできなくても、だ。

「ところで、彼の能力は何だと思う？」

　俺は大体見当がつきつつあったが、尾田がその問いを向けたのは、羽黒へだった。

「そうですね……尾田さんはどうお考えですか？」

　逆に問われて、面めん食くらうかと思えば、尾田はにやりと唇くちびるを持ち上げた。

「なあに？　自信がありそうね」

　それを見た桑田も面おも白しろそうに話に加われば、尾田はおもむろに口を開いた。

「彼はサイコメトラーじゃないかな」

　尾田の推測に、桑田は首を傾かしげ、羽黒は、

「ええと……そのさいこめというのは？　なんですか？」

　その単語を正しく繰くり返すことが出来なかった。

「サイコメトラー！　物質の記き憶おくを読み取る超ちよう能力だよ！」

　その道の権けん威い（？）から、やはり良い反応を得られなかった尾田は、俺が軽く肩かたをすくめたのを見て憮ぶ然ぜんとする。

「なに、多加良？　違ちがうっていうの？」

「うーん、まあ、根こん拠きよもないし、違うんじゃないか？」

　俺は笑いを嚙かみ殺しながら、尾田の顔を見返してそう言った。

「根拠なら、無くもないけど？」

「じゃあ、示して貰おうかしら？」

　おそらく単純な好こう奇き心しんから桑田が、再度尾田を促うながせば、今度は最初から笑えみを消して、尾田はゆっくりと口を開いた。

「さっき、彼はマドカさんに触られるのを嫌がっただろ。きっと、マドカさんの記憶を読み取りたくなかったからだよ」

「それは、携帯を触られたくなかったんでしょ」

　が、桑田は速そつ攻こうで切って捨てた。

「……そうだよね」

　縋すがる藁わらすら無くして、尾田は小さく肩を落とした。きっと、根拠にならないとわかっていて、それでも言ってみたかったのだろう。

「ねえ、尾田ちゃん。そのさいこめっていうのは捜さがし物が得意？」

　だが、彩波は随ずい分ぶんと真しん剣けんな面おも持もちで、尾田を見上げて訊きいた。

「彩波さん？」

「彩波、どうした？」

　尾田に問いをぶつけて、そして再び町並みに目をやった彩波に、さすがに俺も尋たずねた。どうも心配なのはただ単にゲームの詳しよう細さいだけでは無いらしい。

「あの、あのね……実は花はな扇おうぎと一いつ緒しよに隠かくしてある物があるの。きっとそこが安全だってお父様が隠したから、彩波はどこにあるかわからないんだけど」

　何となく、話の風向きが怪あやしいことに不安を抱いだきつつ、俺達は彩波を囲む円をそれとなく狭せばめた。

「あそこに弐にの間の鍵かぎが、あるん……だよ」

「えええっ、うヴヴ」

　羽黒の叫さけび声は途と中ちゆうで桑田に封ふうじられたが、受けた衝しよう撃げきの度合いはその場の全員同じレベルだっただろう。

「……かのう様は知ってて、ここをゲーム会場にしたのかな？」

「五分五分ね」

「彩波は、かのう様を信じてるよっ！」

「大変ですね……」

　口々に感想を漏もらしながら、けれど四人のため息は最後に揃そろっていた。

「多分、維芳の能力はサイコメトラー……じゃない」

　そんな中、控ひかえ目に維芳を一いち瞥べつしてから俺は口を開いた。

「え、じゃあ捜し物は……」

「でも得意だと、思う。あいつは鼻がいい。それも多分、人間以外のモノからする匂においを嗅かぐのが得意なんだろう」

　維芳は、再三「花の香かおりがする」という主しゆ旨しの言葉を言っていた。けれど、春まだ浅いこの季節、そうそう花の匂いがするはずがない。

　加えて、かのうや彩波から強く香って、俺からしない、となるとそれは願いの植物か、あるいはそれに準じた物であるはず。

　何しろ、俺は叶野市で唯ゆい一いつ願いを持たない者らしいから。

　その推測を俺が話し終えると、彩波は頭を抱かかえてその場にしゃがみ込んでしまった。ツインテールだけがそこからはみ出していたが。

「猫ねこさんかと思ってたら、犬さんだったよぅ……」

　それは言い得て妙みようではあったが、今は笑える状じよう況きようではないことをわかっている面々から、声が漏れることはなかった。

「その花扇とやらに、かのう様の匂いがたっぷりとついているとすれば、かなり向こうに有利なわけね」

　俺達にはかのうの匂いなど、わからないから、桑田の言う通りだった。けれど、桑田は重要なことを忘れている。

「でも、俺達の方には捜し物の得意な羽黒がいる」

「え、あ、はいっ！」

　じっと俺達の目が注がれると、羽黒は背筋を伸のばす。

「そうか、花南ちゃんがいれば、彩波たちは鬼おににカナボーってやつだよねっ！」

　俺の台詞せりふを理解した途と端たん、彩波は心配事は無くなった、とばかりに破顔すると、羽黒の手を取ってジャンプを始める。

「え、えと、でも、あちらもですが、私も本来の力、では」

　彩波に手を振ふり回されながら、羽黒は自信なさげに俺に助けを求めてくる。

「その他の部分は俺達に任せておけ」

「……余よ裕ゆうだな。数で勝まさっているからか？」

　どこか絡からむような声こわ音ねと共に近づいてきた維芳に、俺達は一いつ斉せいに視線を向けた。

「お前達はいつでも一緒か？　仲のいいことで」

「そうでも、あるわね」

　揶や揄ゆするような口調に、桑田が冷たく応じる。

「何か用か？　今からでも家に帰るって言うなら止めないが？」

　念のため、彩波を背中に庇かばいながら皮肉れば、

「おれは任務を果たさずに帰ったりしないさ。あの人に〝かのう様〟を届けることがおれの仕事だから、な」

　不意を突ついて、真面目まじめな台詞が返ってきた。

　それでも、相変わらず携けい帯たいは維芳の手から離はなれていなかったが。

「花扇取り、についてはそっちも説明を受けたな？」

「ああ。お前達こそ、仲良く遊んでないでちゃんと聞いたんだろうな？」

　先ほどの光景を思い出して俺が問えば、維芳は頷うなずいて、逆にしれっと問い返してくれた。

「で、勝負は一対一か？」

　俺達の頭数を数えながら、維芳は腕うでを組んで渋じゆう面めんを作る。一対五は面めん倒どうだとでも言わんばかりの表情に、

「時間からしても公平性からしても一対一が望ましいだろう」

　そう告げれば、再び頷く。

　こちらは羽黒を出すつもりだが、維芳が羽黒の能力に気付いているかどうかは、その態度からは窺うかがい知れない。俺は少し慎しん重ちようになって、維芳の次の言葉を待った。

「その前に、一つ答えろ」

「……なんだ？」

　ぞんざいな口調に加え、携帯電話の操作をしながら、というのはどう考えても人様にものを尋ねる態度ではなかったが、寛かん容ようが服を着て歩いているような俺は応じてやる。

「お前には〝かのう様〟が見えるのか？」

　維芳が訊きいているのは、恐おそらく偶ぐう像ぞうではない、かのうの方だとすぐにわかった。

「まあな」

　はぐらかすことも一いつ瞬しゆん考えたものの、結局俺は素す直なおな答えを維芳に返した。

「その代だい償しようは？」

「は？　代償？」

　しかし、続く問いはいま一つ意味が摑つかめなかった。鸚鵡おうむ返がえしに繰くり返せば、維芳は眉み間けんに皺しわを寄せ、明らかに不ふ機き嫌げんな表情を浮うかべた。

「思いつかないってことは、払はらってないってことさ。……何も失わないで、便利な神様を手に入れたわけか。ふざけるなって言うんだ」

　そして、勝手に結論を出す。それを聞いて、俺は維芳が、俺にもこいつと同じ様な能力があって、それでかのうを見ていた、という誤解をしていることに気付いた。

「あのな、俺にはお前のような能力は……」

「もういい。とにかく、おれの勝負の相手は、お前だ」

　だが、その誤解を解けないまま、維芳は一方的に俺に宣戦布告をする。

「……そうきたか」

　その瞬間、俺は誤解を解くのは後回しにすることにした。説明を勝負を逃のがれる言い訳と捉とらえられるのは嫌いやだった。

　でも、それ以上に、維芳の双そう眸ぼうに新たに宿った光が気になった。さっきかのうに向けていたような、冷めたそれとは違ちがう、ちゃんと感情ねつのこもった瞳ひとみ。

　決してプラスの感情では無いだろうが、それでも維芳の胸の植物はなはその心の動きに揺ゆれてみせた。

　だから、俺はこのまま、維芳の申し出を受けるべきだと思った。

　だからといって、勝ちを譲ゆずる気も毛頭ないから、答えを保留している振りをして、勝つ為ための思考を巡めぐらせる。

　花はな扇おうぎ──と、弐にの間の鍵かぎ──を探す。このゲームがそれだけの単純なものならば、羽黒に任せるのが得策だ。最前まで俺はそう思っていた。

　けれど、改めて対たい峙じしてみると、維芳と羽黒ではかなりの体格差がある。加えて、あの桑田と五分に持ち込むほどの武術の腕うで前まえ。

　仮に羽黒が先に花扇を手に入れたとしても、鍵とともに腕わん力りよくで奪うばわれる可能性はゼロではない。

「どうするのか、早く答えろ。ああ、もしかして、おれとやるのが怖こわい？　さっき思いっきり蹴けってやったからびびっているとか？」

　わかりやすく挑ちよう発はつされるが、俺はまだそれに乗ってやらない。

　そうすれば、黒くろ猫ねこの仮面が外れた維芳は何かに苛いら立だったような表情で俺を見てくる。

　と、ふいに元大浴場にざわめきが起こった。

　そちらに目をやれば、ワカナらしきメイドが、一見して宝箱のような物を掲かかげもち、室内に──そう、忘れるなかれ、ここは屋内だ──入ってきたところだった。

「あれは？」

「あの中に、お父様の今年の問題が入っているんだよっ！」

　俺が尋たずねれば彩波はそう教えてくれた。

「小さいの……彩波だったか？　お前はその問題を、こいつらに教えていないんだろうな？」

「……教えてないよっ！　だって彩波だって知らないもんっ」

　維芳の無礼な言葉と態度に、彩波は頰ほおを膨ふくらませる。でも、怖いのか俺の背中から出て行こうとはしなかったが。

「やっぱり、知力・体力・時の運の三要素が必要になるってことか」

　羽黒の霊れい感かんを時の運とすると、残りの二要素をどう判断するか、勝敗はそこにかかってくる。

「……わかった、俺が出る」

　答えはとうに出ていたが、ようやく俺がそれを伝えれば、維芳は満足げに頷いた。

「秋庭、さん？」

　自分が行くと思っていた羽黒が、少々不満そうな面おも持もちで俺を見る。

「ただ、そっちはゲームに有利な力を持っているようだから、ハンデとしてこっちには一人サポートをつけたい」

　言いながら、その人物として俺は羽黒の肩かたに手を置いて示した。

「……もうこっちのことも色々とわかってる、ってことか。まあ、お前が持っている能力は実戦の役には立たないってことか」

　ちらりと羽黒を見たものの、余よ程ほど自分に自信があるのか、維芳があっさりとこちらの出した条件を受け入れた、そのタイミングで、

「問題を開けます。お集まりください」

　ワカナの声が、ゲームの始まりを告げた。




●問題……全部の橋を渡わたって、目的の花扇を手に入れなさい。ただし、同じ橋は二度渡ってはいけません。




　ゆっくりとワカナが問題を読み終わるのと同時に、維芳は歩き出した。

　走り出しこそしなかったが、「匂におい」を追っていけばいいのだから、維芳には考える必要が無い。

　迷いなく前進しながら、維芳は一度はジャケットの中に仕し舞まった黒猫の仮面を取り出すと、左ひだり腕うでに腕わん章しようのようにつけ直す。多分、動いた拍ひよう子しに胸から落ちるのを避さけるためだろう。

「あのー、スタート地点はどこですか？」

「……さあ？」

　一方こちらはいきなり羽黒が、ワカナに尋ねていた。

「あー、羽黒。説明したいことがある」

　思い切り脱だつ力りよくしながら、手招きすれば小動物のように小走りに駆かけてくる。

「なんですか？」

「うん、あのな。この問題はスタートとゴールがわからないところがミソなんだ」

「そ、そんなっ！　じゃあどうすればいいんですか？」

　面白いまでに羽黒は驚おどろいてくれたが、

「だから、それを解決するゲームなんだ」

　もう一度、繰くり返す。

　そう、スタートとゴールは示されないのだ。だから代わりに示された「全すべての橋を渡る」「同じ橋を二度通ってはいけない」という条件を頼たよりに考える必要がある。

「でも、羽黒。これなら俺達にも十分に勝機はある」

「え、だってもう維芳さんは一つ目の橋に向かっていますよ！」

「確かに。でも、アレが一つ目の橋とは限らないんだ」

　俺は確信を抱いだいて羽黒にそう言った。

　確かに、「匂い」のする方へ向かって、維芳は進んでいるのだろう。迷うことなく。だが、示された条件をクリアしなければ、ゴールにはたどり着けない。

「とにかく、一通り橋をチェックしないとだめだけど、な」

「あの……では、私は何をすれば？」

「俺の後に付いてきて、それで花はな扇おうぎと鍵かぎがありそうな所──ゴールを探してくれ」

　そうして、俺達が算段をつけた時には、維芳は〝始めの障害はし〟に取りかかっていた。

　それは橋というよりは、ネットで出来たトンネルに近い。なるほど、彩波が言っていた通り、障害物競走の要素がしっかりと組み込まれているようだ。

「じゃあ、俺達はあっちの橋から始めるか」

　俺は特設会場の左端はしの橋──なんだかややこしいが──に目標を定めると、羽黒を伴ともない駆け出した。

「ま、待ってください！」

「俺達にも勝機はある、けどスピードも必要だからな！　羽黒、がんばれっ」

　そう声をかければ羽黒は顔を引き締しめて、スピードを上げてくれた。

「丸太の橋、ですね」

「ああ、そうだな」

　俺が最初に選んだのはその通り、一本の丸太で造られた橋だった。

　流れる風ふ呂ろを利用して造られた流れを川とすれば、川に囲まれた、いわゆる中なか州すにあたる部分は二カ所あった。そして更さらに川の外周を石いし畳だたみの道路と捉とらえて見た時、七本ある橋の内、四本は道路から一方の中州に向かって架かけられている。仮に、こちらの中州を新市街と名付け、もう一方を旧市街とする。そうみると、旧市街から新市街へも橋が一本架かっており、結局五本の橋が、新市街へと渡されていた。

　つまるところ、道路から旧市街へと架けられた橋は二本だけで、俺が選んだ丸太の橋はそのうちの一本だった。

　川かわ幅はばは五メートルほどで、深さは二メートル弱。

「けっこうきつい流れだな」

　一応のぞいてみれば、水面は波打っていて、なぜか透とう明めい度も低かった。

「嫌いやな色ですね。これも、わざとでしょうか？」

　独特の匂いこそしなかったが、羽黒の言う嫌な色は、どぶ川のようなそれだった。

「落ちたくないな、これは」

「そうですね」

　この気持ちを誘ゆう発はつするための趣向かもしれなかったが、呟つぶやきながら俺は丸太の橋に足をかけて、その足がずるりと滑すべったので慌あわてて戻もどした。

「ど、どうしました？」

　俺に続いて足をかけようとしていた羽黒をその場に押しとどめて、俺はしゃがみ込むと足が滑った理由を探さぐった。

「……蠟ろうが塗ぬってあるのか」

　恐おそらく、全ての橋にこのような「障害」が仕し掛かけてあるのだろう。

「本当です」

　他ほかの橋にも目を向けながら、俺と羽黒はこの先を思いやって、軽くため息を吐ついた。

「これは、何度もやり直すのは勘かん弁べんだな」

　多分、橋を渡わたれば渡るほど体力を消しよう耗もうする。

「ああ、だから一度しか渡らないようにするんですね」

　顎あごに手を当てて、羽黒は妙みようにしたり顔で言ったが、

「それは心情的には合っていても、何かが違ちがうと思うぞ……」

　俺は全面的に賛成はしなかった。

「とにかく、ここは裸足はだしで渡るか」

「はい」

　そうして、靴くつを脱ぬいでやっと渡り終えれば、新市街に架かる橋から攻せめ始めた維芳は、もう別の橋に取りかかっていた。

「吊つり橋か……」

　わざと大きく揺ゆれるように造られているのか、右に左に維芳の体は大きく傾かしぐ。

「あれは、後回しにしよう……」

　気がつけば転んでいる、という羽黒のバランス感覚を思って、俺はそう決めた。

「それで、どうだ？　こっちに渡ってみたけど何か違い和わ感は？」

「いまはまだ感じられません……すみません」

「そうか」

　明らかに能力を発揮しながら進んでいる維芳と、自分を比べたのか羽黒は肩かたを落として、唇くちびるを嚙かむ。

「あっちはあっちで進ませておけ。頭を使わなけりゃ、ぐるぐる同じ橋を何度も渡るだけだ」

　ただ、今のところゴールがわかっている、維芳の方が有利なのは、羽黒には言わなかった。

　跳はね橋、浮うき橋──羽黒が水面に落ちそうになったのは言うまでもない──と四つの橋をこなした後で、俺達は吊り橋に突つき当たった。

「とりあえず、渡っておくしかないか」

　一番近くの橋はこれだった。それにどのみち渡らなければならないことには変わりがない。けれど、後ろを見れば、ついさっきの浮き橋で早くも消耗した羽黒はしゃがみこみ、肩で息をしている。長い三つ編みも心なしか乱れている。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「は、はい……」

「足手まといを仲間にしたもんだな。こっちは一人だから、随ずい分ぶんと気楽だ」

　そんな俺達を嘲あざ笑わらうように、声をかけてきたのは維芳だった。一度はまるで気づかないふりをして俺達の脇わきを抜ぬけていったのだが、わざわざ戻もどってきたようだ。

　早くもコースを一周し終えたようだが、その手にあるのは携けい帯たいだけだった。「同じ橋を二度通れない」という点で手て詰づまりになったのは明白だ。

　だが、相変わらず携帯のメールをする余よ裕ゆうはあるようで、俺達に話しかけてきたのは別にこちらから何か情報を得ようとしてのことではないらしい。

「…………すいません」

　いや、足手まとい発言で羽黒に確実にダメージを与あたえた所を見ると、作戦か？

「そっちこそ、一人で持てあましているんじゃないか？」

　維芳の発言を逆手にとって、羽黒の代わりに言い返せば、思いがけずきつい目で睨にらまれた。

「余計なお世話さ。おれは一人でいい。お前こそ、余計な荷物を抱かかえてて大丈夫か？」

　俺と羽黒を交こう互ごに見た後、維芳はこちらを気き遣づかうようで実は逆の言葉を紡つむぐと、また携帯に目を戻し、踵きびすを返して行ってしまう。

　一人でいいと、そう言いながら、その手は片時も携帯電話を──誰だれかと繫つながるためのツールを離はなさない。

　でも、鳴るのはメールの着信を知らせる短い着信音ばかりで、携帯電話だというのに、電話の機能が使われる様子はない。

　維芳の言葉が一方的なのは、もしかしたらメールばかりで会話に慣れていないからかと、俺はふと思った。

「維芳にとって、携帯はどういうものなんだろうな……」

　呟いてみたが、答えはそこに用意されていなかった。このゲームはともかく、これではあいつの願いの植物はなを摘つみ取る方は、相当苦戦しそうだ。

　今見た植物は、早くも蕾つぼみをつける茎くきを伸のばし始めていたのだが、まずは今このゲームを終わらせることが先決だ。もちろん、俺達の勝利で。

「羽黒、あいつの言うことを気にしている暇ひまはない。ほら、行くぞ」

　そう言っても、羽黒の表情は晴れないままだ。

「は・ぐ・ろ！　ほら、立ち上がれ。でないと川の中に突き落とすぞー。お前はきっと昨日の尾田よりもよく流れるだろうなー」

　突き落とすつもりなど全く感じ取れないだろう、冗じよう談だんめいた口調でもう一度促うながせば、今度は顔を上げた。

「昨日よりも、よく流れる？　え、ええっ、尾田さん昨日お風ふ呂ろで流されたんですかっ!?」

　そして、出来ればスルーして欲しかった内容を大声で繰くり返した上、込み上げてきた笑いを、懸けん命めいに口くち許もとで押さえる。

「うわっ、羽黒！　声がでかいっ!!」

　確かにうっかり口を滑すべらせたのは俺が悪いが、羽黒の声のボリュームは大きすぎた。あるいは、元大浴場の音おん響きようの良さが原因か。

「秋庭多加良君？」

　どちらにしろ手て遅おくれだった。ついさっきまで入口に面した観客席──これもまた昨日まではなかったものだ──に居たはずの尾田が、すぐそこにいた。ギリギリコース外だが、手を伸ばせば届きそうな距きよ離りで、手招きをしている。

　一見笑っているように見えたが、それは口許の筋肉を意図的に持ち上げているだけで、瞳どう孔こうは細く、目が全然笑っていなかった。

　普ふ段だん怒おこらない人間を怒らせた時の方が、普段から怒っている人間を怒らせるより余よ程ほど怖こわい──俺はこのことを祖父母と尾田から学んだ。

「お、尾田。ごめん、悪気はなかった！」

　だから、この場合自分の非を認めて、即そく謝るのが得策だった。

「僕が昨日、お風呂でちょっと流されたのは、本当だけどさ……」

「ほ、本当、だったの」

　そこに、同じく観客席に居た桑田が合流して、耳にしてしまった事実に、その場で俯うつむき膝ひざをつく──腹を押さえなければならない程の笑いの発ほつ作さに見み舞まわれて。

「み、美名人ちゃん！　だめです、笑ってはだめです!!」

　騒そう動どうの発ほつ端たんとなった羽黒は、その責任を感じてか、それとも単純に尾田の怒いかりに怯おびえてか、必死に桑田を止める。

「尾田さん、すみません！　私が大きな声を出したばっかりに!!」

「いいんだよ、桑田さんが笑っても。うん、羽黒さんも笑いなよ」

　そんな二人に尾田は極きわめて穏おだやかな声を送り、その直後、俺を思いきり睨みつけた。

「でも多加良は、絶対に内ない緒しよにするって約束したよね？」

「そうだな、そうだったな！　本当にごめんっ!!」

　冷たい汗あせが背筋を落ちていくのを感じながら、俺はひたすら謝った。仮にこれを叶野学園における有権者に見られたら、次の生徒会長は俺ではなく、尾田になりかねないと思いつつ。

「悪いと、思っているんだね？」

　確かめるように問いながら、尾田は俺を手で招いた。

「な、なんだ？」

「ほら、羽黒さん、立ち上がったよ。早く先に進めば？」

　俺が近づけば、尾田は耳元でそう告げて、茶目っ気たっぷりに笑えんでみせた。

　なるほど、これは羽黒を元気づけるための作戦だったというわけだ。いや、でも始めの怒り方は絶対に本気だったと思うが。

「プレイヤーから離れてください」

　審しん判ぱんのような口調で、ワカナに注意されると、そこで尾田は身を引いた。

「あ、あの、尾田さんはなんと？」

　元気が出たというよりは、別の問題で頭がいっぱいになったという風だったが、羽黒を立ち上がらせたという点では、尾田の作戦は成功だ。

「あー、このゲームに勝てば、さっきの件はチャラにしてくれるそうだ」

　尾田はそんなことは言っていないが、その作戦を引き継ついだ俺の機転だ。

「わ、わかりました！　絶対に勝ちますっ！」

　俺の噓うそを素す直なおに受け入れて、羽黒は客席に戻もどる途と中ちゆうの尾田に、小さく拳こぶしを振ふり上げて見せた。

　それを見て尾田は、鷹おう揚ように頷うなずいた。ただ、後ろをついてくる桑田が、耳まで赤く染めて、まだ笑い続けているのには辟へき易えきした様子だったが。

「よし、じゃあ改めて、行くぞ」

　もう一度促せば羽黒は足に力を込こめた。もう大だい丈じよう夫ぶだろう。

「……次の橋は、くれぐれも気をつけろよ？」

「は、はいっ！」

　そして、次の橋を目指して、俺達は駆かけ出した。途中、維芳の脇わきを通り過ぎた時、

「どうして、お前らは他人同士なのに……似たような匂においが、するんだ。そんなの許されないはず、だ」

　ごく小さな呟つぶやきが聞こえた気がして、振り向いたけれど、維芳は携けい帯たいを握にぎりしめたまま俯いているだけで、その表情を窺うかがうことはできなかった。

　結局、俺は足を止めずに進んだ。

「羽黒、次は吊つり橋だけど、大丈夫だな？」

「はいっ！　お任せくださいっ!!」

　羽黒の返事は大変元気がよろしかったが──結局、数メートルの吊り橋を渡わたるのに、羽黒は十分以上を費ついやした。







「おかしい、な……」

　ゲーム開始からそろそろ一時間。全すべての橋を一度以上通ってみたが、俺達は未いまだゴールにたどり着けないでいた──否いな、正確には正しいスタート地点を見つけられずにいた。

「……も、もしかして、私がゴールと思った場所は間ま違ちがっているんでしょうか？」

　浮うき橋を二回渡った時点で、羽黒はゴールは、浮き橋を渡った向こう岸──新市街の端はし、教会風の建物の辺りだと告げたのだが、その時あった自信を今は半分ほど失っていた。

「今日は五十パーセントはキープしているんだろう？」

　コースから、羽黒に目を戻して、本来の能力からみた今日の実力の度合いを尋たずねれば、おずおずと羽黒は頷いた。

「でも、あくまで自分の中での、物差しですから……」

「あのな、維芳と羽黒を比べることはないんだぞ？」

　念のため言い聞かせれば、図星を指された羽黒は頰ほおを赤くした。

「そ、そんなことは、してません、けど」

　そう言いつつも、羽黒は維芳を見て、堪こらえきれずにため息を吐つく。

「……仮に、維芳の方が鼻が利きいたとしても、だ。羽黒花南にはこの俺がついているんだぞ？　俺の勝利を信じられないか？」

「い、いえっ！　信じています」

　わざわざ憮ぶ然ぜんとした表情と声で言えば、なぜか敬礼と共に返事をする羽黒を見て、俺は自分の肩かたから力が抜ぬけたのがわかった。

　自分では冷静なつもりでいたが、知らず焦あせっていたらしい。

「羽黒、ありがとう」

「はいっ？」

　なぜ俺に礼を言われたのかわからない羽黒はしきりに首を傾かしげたが、とりあえず放置して、問題を整理すべく、俺は生徒手帳をとり出した。

　たとえ学校が休みで、着ているのが私服であっても常にこれを携帯している。はっきりいって、生徒の鑑かがみだ。故ゆえに、生徒会長に俺ほどふさわしい者はいないはずだ！

　と、つい熱くなってしまう思考に俺は自ら軌き道どう修正をかけた。今必要なのは、生徒手帳の後ろの余白メモだ。

「ゴールがここなら、最後に渡る橋は三本に絞しぼれる、か」

　呟きながら、俺は中なか州すと川を簡単に書き記す。

「橋は全部で七つです」

　横から手帳を覗のぞき込みながら羽黒が口を出してくる。俺はそれに頷きながら、渡った橋を全て川の上に架かけた。

「これを、一度だけ、全部渡る……」

　自分で書いた図で、さっき通ってみた実際のルートをなぞってみる。

「最初に丸太を渡るのは、だめでしたね」

　もう一度、紙の上で繰くり返しても、やはりそのルートはだめだった。

　何度も何度も確かめてみる。そして、その間にも、維芳は「匂い」を追いかけて、歩き続けていた。

　ゴール地点がわかった時点で、完全に条件は対等になったと思いたいが、そこのところは判断がつかないままだ。

　ただ、表情にこそまだ現れてこないが、いつの間にかコースを回る維芳は早足に変わってきている。

「向こうも焦ってきているのは確かだ」

　そして、それを証明するように、維芳は突とつ如じよ踵きびすを返すと、コースを引き返してきてワカナに詰つめ寄った。

「本当に問題文に間違いはないのか？　匂いの中心はわかっているのに、いつまでたってもゴールに着かないなんて、おかしいだろうが？」

　言いがかりといえばそれまでだが、苛いら立だつ気持ちだけはよくわかった。

「間違いはありません。これは間違いなく登生様の筆ひつ跡せきですし、誰だれかが改ざんした形けい跡せきもありませんわ」

　自分よりも随ずい分ぶんと背の高い維芳に眼前まで迫せまられても、ワカナは少しも怯おびえず、答えて見せた。その動じない様子に、結局維芳の方が引かざるを得なくなる。

　そのまま、またわざとらしく俺達から目を逸そらしたまま新市街へ足を向け──今度も戻もどって来た。

「……なんだ、そっちは落書き中か？」

　そして、維芳は八つ当たりの矛ほこ先さきを俺達に向けてきたわけだが、その相手をするのは時間の無む駄だだと判断して、俺は謎なぞ解ときに集中する。

「落書きというわけではありませんよ」

　が、手持ちぶさたの羽黒は律りち儀ぎに応対する。

「へえ……一応そっちもゴールはわかったのか」

「はい」

「でも、たどり着けないんだから大したことはないさ。気付かないのと同じことだ。……絵も下手だしなぁ」

　だが、維芳の視線はなぜか俺にばかり集中している。いい加減うっとうしくなって、

「なんだ？」

　振ふり向けば、その双そう眸ぼうには嫉しつ妬とに似た感情が宿っていて、俺は戸と惑まどう。

「携けい帯たいの電話帳に、アドレスは何件入ってるんだ？」

　さらに、唐とう突とつにそんな問いをぶつけられて、困こん惑わくする。

「いま手元にないからわからないが、五、六十件だろうな」

「おれの方が多い」

　だからどうしたという話で、勝ち誇ほこったように言われても俺は反応に困るばかりだ。

　そして、その時、維芳の携帯が短く震ふるえて。

　ジャケットのポケットからそれを取り出すやいなや、画面を確かく認にんして。

　ほんの少しだけ、維芳は笑った。

「友達から、なんかいい報しらせか？」

　何となくそんな気がして、尋ねれば、風も無いのに維芳の胸の植物はなは小さくゆれた。

「……おれには友達なんて、いない」

　一転、憮ぶ然ぜんとした表情に戻った維芳は、携帯を元通りにしまうと──その丁てい寧ねいな手つきを俺はまるで宝物を扱あつかうようだと思ったのだが──踵を返すと浮うき橋を渡わたってコースに戻っていってしまった。

「なんだかな……」

「変ですね」

　維芳の背中を見送る羽黒の呟つぶやきに、なぜか親しげな響ひびきを感じて、俺は首を捻ひねるが、とうの羽黒にその自覚がないので、それを問うことは諦あきらめた。

「それで、問題は解けましたか？」

　羽黒はもう一度俺の手元を覗き込んで、

「やっぱり、落書きしてたんですか？」

　いきなりそんなことを言った。

「この真しん剣けんさを見て、言うか？」

「だ、だって、なんだかメガネをかけた怪かい人じんのように見えたので、自画像かと」

「怪人っていうのは言い過ぎじゃないか？」

　悪人顔を自覚していても傷つくことはある。だが、そう言われて見てみれば、何度もなぞった線はいつの間にか、落書きじみた絵を完成させていた。

「メガネマン……」

　人間と言うには額が無いので不自然なその絵に、けれど俺は見覚えがあった。

　こんな落書きではなくて、ちゃんとした本の中で、だ。

「七つの橋……そうか、橋が七つだからだめなんだ」

　やっと俺は、気がついた。優ゆう秀しゆうな頭脳を誇る俺にしては随分と時間をかけてしまったが。

　ようするに、この問題の原典は「ケーニヒスベルクの七つ橋渡わたり」だったのだ。詳しよう細さいは省くが、それはある街の七つの橋を『どの橋も一回ずつ渡り、七つ全すべての橋を渡ることができるか』という問題だった。

　結論を言えば、渡れない。二度通っていいというなら可能だが、一筆書きの要領で渡ろうとすれば「不可能問題」なのだ。

「どっかで見たと思ったら、数学書か……」

　俺は自分がいつの間にか書いていた、メガネマンをもう一度見直した。

「羽黒、理事長の出した問題、もう一度読んでくれ」

「えっ、あ、はい」

　俺が頼たのむと、羽黒はワカナのもとへ走っていき、問題文の書かれた紙を借りて、読み上げる。

「ええと……全部の橋を渡って、目的の花はな扇おうぎを手に入れなさい。ただし、同じ橋は二度渡ってはいけません」

「全部の橋、か。やっぱり抜ぬけ道が用意してあったな」

「えっ？　抜け道？　一体どこにあるんですか？」

　俺の言葉に反応して、羽黒は問題文の中にそれを見いだそうとしたのか、明かりに紙を透すかし見る、という行動に出た。

「あー、その紙を見ても無む駄だだ」

　相変わらずの天然な反応に、入りすぎていた力を抜いて貰もらえば、俺の目にはもう勝利が見えた。

「羽黒、お前はこのまま橋を一本渡って、右回りに三角屋根の建物を目指せ。俺は逆から回り込むっ！」

　詳くわしい説明は後回しにして、俺は羽黒にそう指示を与あたえると、駆かけ出した。

　滑すべる丸太橋を裸足はだしで渡って、そのまま走り続ける。そして、他ほかの橋はとりあえず無視して、何か使えそうなものを視界の中に探す。そうすれば、やっぱり長い板が見つかって、俺は自分の読みの正しさを確信した。

　その板を抱かかえたまま、新市街の外れ、三角屋根の小さな家にたどり着く。

　板を探してロスした時間と、羽黒が俺の足に追いつくまでの時間は相そう殺さいされて、そこに到着したのは俺も羽黒もほぼ同時だった。

「羽黒、今からこの板をそっちに渡すから、手伝ってくれ！」

「へ、あ、はいっ」

　肩かたで息をしながらも、羽黒からはちゃんと答えが戻ってくる。

「橋が七つなら渡れない。でも、問題文には橋の数が書かれていない。なら、全部が八つになってもルール違い反はんじゃない」

　地面に膝ひざをついて、川の流れに持って行かれないように、慎しん重ちように羽黒の方へと俺は板──いや、これから橋になるものを送る。

「で、橋が八つかかれば、全ての橋を一回渡るだけでゴールにたどり着ける！」

　つまり、それだけで不可能は可能になるのだ。

「そ、そうなんですかっ」

　向こう岸で、必死に手を伸のばす羽黒は、ようやく導き出された答えに、頷うなずきつつも笑え顔がおを返す余よ裕ゆうはなかった──俺が選んだ橋はほんの少しだけ長さが川かわ幅はばに足りなかった。

「ちっ、俺としたことがっ！」

　舌打ちしながら、別の板を探そうと再び視線を巡めぐらせれば、代わりに目に入ったのはまたもや携けい帯たい電話に目を落としている維芳だった。

　どうやら、俺達が問題の答えを見つけたことには気付いていない。そう、思ったというのに。

　携帯の画面を見て、瞠どう目もくしたかと思うと、維芳はそれをポケットに仕し舞まい込み、猛もう然ぜんと丸太橋を渡わたってこちらへと駆け始める。

　維芳に何が起こったかはわからない。

　俺達よりも多く橋を渡ったから、俺の行動を見ればその後のルートの予測がたったのかもしれない。

　或あるいは、彼ご自じ慢まんのメル友が、問題の答えを導き出した、か。

　だとすれば、一生懸けん命めいにメールを打っていたのにも説明はつくが──何となく、この推測はハズレのような気がした。

　とにかく、維芳が動き出した以上、別の橋を探している時間はない。

「羽黒、悪いがちょっとだけ無理してくれ！」

　対岸の羽黒に声と目で訴うつたえかければ、

「わかりましたっ！」

　小気味いい言葉が返ってくる。

「すぐだから、板をしっかり持っていてくれ!!」

　叫さけびながら俺はめいっぱい助走をつけると、板に飛び乗った。そして、一気に渡る。

　浮うき橋よりも不安定だったが、羽黒が手を離はなさない限り、俺は川に落ちる気がしなかった。

「くううっ、早くっ！」

　羽黒の苦鳴を耳に聞き、俺は更さらに加速した。

「よしっ！　羽黒っ、もういいぞっ！」

　即そく席せきの橋を渡り終えて、俺は羽黒の頭のひとつも撫なでてやりたい気分だったが、すぐ後ろに維芳の気配を感じれば、振ふり返ることすらしている暇ひまは無かった。

「花南ちゃん、もう手を離してっ！」

　桑田からそんな声がかかって、半分だけ後ろを見れば、まだ羽黒の手が摑つかんだままの板を三歩で維芳は渡りきっていた。

　これは計算外だったが仕方がない。頭の中で組み立てた通りのコースを俺は走り抜ぬける。

　八の字を描えがくように四つの橋を渡れば残りは二つ。すぐ後ろに維芳の息づかいが聞こえたが、俺はもう後ろを振り向かなかった。

　ただ、走る。

　旧市街を一気に抜けて、最後は浮き橋。焦あせらなければ落ちることはない──けれど、焦りは俺ではなくて、維芳の足をもつれさせた。

　そして、身体からだが傾かたむいた拍ひよう子しに落ちたのは、維芳ではなく、黒くろ猫ねこの仮面でもなく、携帯電話。人間よりも余よ程ほど水に弱い精密機械。

　スローモーションのようにそれが落ちて行くのに、維芳がさっきメールを見て笑った顔が重なって。

　先に橋を渡り終えていたというのに、俺は、川に身を躍おどらせていた。

「秋庭くんっ！」

「多加良っ！」

「多加良ちゃんっ！」

　予想通り、濁にごりきった川の中では目を開けるのも困難だった。でも、何とか沈しずみかけのそれを見つけて摑むと、俺は陸に上がった。

　みすみす勝ちを譲ゆずってしまったことを考えると、中々顔を上げられなかったが、

「なんでっ！　なんで気付かないふりをしないっ!!」

　維芳に襟えり首くびを摑まれて無理矢理顔を上げることになった。

「なんで……といわれても困る」

　俺の方こそ、どうして先にゴールしていないのか聞きたかったが、それを問える状じよう況きようでないことはわかった。

「……これは、お前の大切な物なんだろ」

　維芳にとって、携帯電話が何のための道具なのか、俺にはまだわからない。でも、落ちたことに気付いたら拾ってやらなければならない物だと、それだけは事実だと思って、その言葉と共に、携帯を維芳の手に返してやる。

「データはとんでいるかも、しれないが」

　維芳は唇くちびるを堅かたく結んだまま、携帯を受け取って──それをまた川の中へと放ほうり投げた。

「なっ」

「何をするんですかっ！」

　その行動に怒おこったのは、俺ではなく羽黒だった。更に、維芳を睨にらみつける。

「あんなもの、少しも大切じゃないっ！」

　顔を歪ゆがめながら、維芳は怒ど鳴なり返す。

「おれは、その中に入っていたデータの、誰だれの顔も知らないっ！　それは買い換かえの利きくただの機械だっ！」

　でも、胸の植物はなは維芳の感情の爆ばく発はつに反応して、一気に蕾つぼみを膨ふくらませていた。

「本当に？　俺の思い違ちがいだと？」

　内心、その急成長に驚おどろきながらも、それを表に出すことはせず、俺は却かえって静かに尋たずねた。

「ああ、思い違いだ。だっておれは、結局誰とも繫つながれなかった……だから、お前が持っているものと比べたら、ごみだ」

「繫がっていない？　お前は一時もそれを離さなかったのに？　だったらどうしてメールが届くんだ？」

　維芳の本当に言いたいことはわかったけれど、それと同時に維芳が携帯電話に求めている機能もわかったけれど、俺はわざととぼけてみせた。

「そうじゃないっ！　おれが言っているのは、お前がおれに見せつけた、お前が両手に余るくらい持っている友達つながりのことだっ！」

「俺はそんなの数えたことない！　でもな、さっきのメールの相手、少なくとも俺は、笑ったお前の顔を見て、お前には友達がいると思ったぞ！」

　案の定、返ってきたのはごまかしのない答えで、だから今度は俺もはぐらかさずに答えてやる。教えてやる。

「おれは、笑ってなんかいない！……おれが笑うわけ、ない!!」

「いいえ、私もあなたが笑っているのを見ました！」

　否定する維芳の言葉に、更に真実を被かぶせたのは羽黒だった。

「ちゃんと、見ました」

　逸そらすことを許さない眼まな差ざしを、向けて。

「でも、おれはもう、捨ててしまったんだ……また、捨ててしまったんだ。なのに、どうして失なくした物に気付かせようとするんだ……さっきから、ずっと」

　羽黒の黒い双そう眸ぼうを受け止めて、それから維芳は水面へと視線を投げた。いまにも泣き出しそうな表情をしながら。

「お前が捨てたのは携けい帯たいだろ」

　それは、一人でいいという、彼の強がりを支えるための道具だった。

　でも、同時に維芳が伸のばした腕うでだった。どんなに細くてもいいから、誰かと繫がりを持ちたいという、心の奥底に沈めた彼の腕から伸ばされた、細い細い腕。

　だけど、それでもやっぱり、ただの、機械だ。

　失くしたって、その向こうにいる人間は消えないのに、いつの間にかそんな錯さつ覚かくを与あたえる。

「ただの、機械を捨てただけだろ。いらなくなったから。だったらお前は何も失くしてない。……もう、機械が無くても繫がっているって気付いただけだ」

　誰と、と俺は言わなかった。それがわかるのは維芳だけだ。その糸を選ぶのは維芳だから。

「そんなわけ、ない。……知っているか？　人間の感情も微かすかに匂においを放つ。どんなに綺き麗れいに体を洗っても、香こう水すいを振ふりかけようとも、心が匂う。喜き怒ど哀あい楽らく……喜びは芳かぐわしく、憎にくしみは悪あく臭しゆうを放つんだ、ぞ？　そんな能力を持ったら、もう誰とも繫がれない！」

　維芳の告げたそれは、確かに俺には知り得ない感覚だ。たとえわずかでも人の心の裏側が透すかし見えてしまうのだから。

「でも、一度手に入れてしまった能力は、望むと望まないとにかかわらず、手放すことはできません。共に生きていくしか、ないんですよ？」

　諭さとすような、それでいてどこか自じ嘲ちようを含ふくんでいるような台詞せりふを、今度は静かに維芳に向けて、羽黒は軽く目を伏ふせた。それはきっと正しい意見だ。

　そして、俺にもやっと維芳が携帯電話というツールを選んだもう一つの理由がわかった。

　電話ならば、匂いを通さない。

　そして、もう一つ。電話は鳴る、のだ。

　知らせる為ために。相手に、自分がここに存在すると伝える為に。そして、その向こう側にいる人に気付いたと知らせる為に。

　そう、それでも、それでもこいつは、人間との繫がりを求めたということだ。

　願いの植物が芽め吹ぶくほど、強い強い願い。

「確かに、そんな能力があったら、人付き合いが嫌いやになるかもしれないな。でも、それでもお前は、人と繫がりたいって、手を伸ばしたんだぞっ！　携帯メールを鳴らしたんだっ！　自分に気付けって!!　だから、また繫がったんだっ！　人間の持っている物で無む駄だな物なんて何一つ無い!!　お前の能力は新しい友達を探すために、与えられたんだよっ！　きっとお前と同じ匂いのする、人間を見つけられるようにな！　だから、気付かないふりをするなっ！」

　俺の言うことは、こじつけかもしれない。でも、俺は本気でそう信じて、維芳に言い放ってやった。

「……おれと88番は繫がって、いるって、いうのか？　同じ匂いがするって、いうのか？　お前達みたいに……」

　そして、維芳が口にしたのは、たった一つの番号だった。

　その願いは百人の友達がいる人間からしたら、ささやかなのかもしれない。

　でも、数ではないのだ。そのことに維芳はとうに気付いている。

　だから、いま、たった一人分の繫がりを確かに感じた維芳の花は開こうとしている。

「でも、おれは88番の顔も知らない、のに」

「だったら、これから会いに行けばいい」

「でも、名前も知らなくて……この町に住んでいることしか、知らない、のに」

　そこまで、わかっているのに維芳が躊躇ためらう理由が俺にはわからなかった。だから、とっておきの情報を教えてやる。

「いいか、ほんの何人かに尋ねれば、知り合いの知り合いにたどり着くんだぞ。道ですれ違った人間に、知っているだけその88番のことを伝えろ。叶野市は狭せまいからな、すぐに会える。お前と88番は繫つながった友達なんだから、後は匂いでわかる」

「そう、か。おれと88番は友達、なのか」

　そうして、ひどく穏おだやかな維芳の声を合図に、小さなカモミールに似た花は完全に開ききって、綺麗に透すき通って、結けつ晶しよう化かした。
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　特別なものになってみたかった。そうすればきっと、世界が違って見えるのだろうと、思っていた。

　そして、それはその通りだった。

　その日から、世界は変わってしまったのだから。

　目に見えない存在の匂い。それは異い臭しゆうでしかなかった。

　だが始め、おれはそれを発しているのが人間だと信じて疑わなかった。

　人間の感情は、こんなにも匂うのかと、吐はき気がして、ひたすら人間から逃のがれた。

　やがて、たどり着いた場所で、その「匂い」は人間の発するものではないと、確かに人間の感情も匂いを発するが、それとは似て非なるものだと知った時にはもう、手て遅おくれだった。

　何一つ、残っていなかった。人間との繫がりは全すべて切れていた。

　それは、力を得た代だい償しようなのだと、思った。

　けれど、手に入れた能力よりも、失ったものの方が尊い気がした。

　同時に、人間に近づくのが怖こわくなった。

　もう同じものは手に入らない。もう、元の自分には戻もどれないのと同じように、それは真理だった──それだけは気付かないふりはできなかった。

　無くしたそれと似たものを見つけても、手を離はなれた途と端たんに特別なものになってしまうなら、特別なものは作らないと決めた。

　だから、顔も知らない人間とばかり、手紙メールを交こう換かんした。それならば、匂いも伝わらないから。

　気付かないふりも、出来るから。

　みんな考えることは同じで、受け取る相手の顔など想像しない、日記とそう変わらない手紙ばかりだった。

　だから、自分から繫がりを断たつのも、相手から繫がりを切られるのも、平気だった。

　88番も、二人目の88番で、誰だれかの穴あな埋うめにそこに収まっただけだった。

　なのに、88番は尋たずねるのだ。

　おれが今日、笑ったかどうかを。自分のジョークがおれを笑わせたかを、確かめるのだ。

　もう、おれが笑うことなんてないのに。

　それは、代償に差し出してしまった感情だったのに。

　でも、何度もメールは届いた。自分の存在に気付けと、着信ベルは鳴った。

　さっきも、届いた。

　ゲームの問題を送ったのは、気まぐれだった。答えなんて期待していなかった。

　実際返ってきたのは、答えではなくて、『いま調べているから、とにかく頑がん張ばれ』と、それだけのメールだった。

　でも、それでおれは気付く。こんなにも88番が近くにいたことに。

　こぼれ落ちたのではなくて。失ったのでも奪うばわれたのでもなくて。

　ただ、拾おうとしていなかっただけだ。

　汚お泥でいの中に手を入れて、はいずってでも探せば、まだ間に合ったのに。見つけられたのに。

　繫がろうとしなかっただけだ。手を伸のばせばまだ届いたのに。

　悟さとった振ふりをして、怖かっただけだ。無様な姿をさらすのが、嫌いやだっただけだ。

　大人の振りをして、子どもだっただけだ。

　何の躊躇いもなく、川に飛び込んだ彼を見て、おれはやっとそのことに気付いた。
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「……本当に花はな扇おうぎは俺が取っていいんだな？」

「ああ、譲ゆずってやるさ」

　願いの植物はなが咲さいて、俺がそれを摘つみ終えると、維芳はさっきまでが噓うそのように落ち着き払はらっていた。ただし、相変わらず物言いは腹立たしい。

　そして、ゲームの勝ちを俺に譲ると言い出したのだ。

　願いが叶かなって、維芳にも心境の変化が訪おとずれたのはなんとなくわかったが、それと任務は別問題だろうと思っていた俺達はこの譲じよう歩ほに心底驚おどろいた。

「あのまま行ってたら、どう考えてもそっちの勝ちだったからな。あとは、まあ腹を蹴けった詫わびか」

　その一言で腹の痛みを一いつ瞬しゆん思い出して、俺は維芳の申し出を心おきなく受けることにした。

「ああ、確かに俺の大勝利だったよな！」

　嚙かみつき返すことも、しっかり忘れなかった。

「多加良ちゃん、早く早くっ！　気が変わらないうちにっ！」

　片側で彩波に急せかされ、もう片側を桑田に守られながら、俺は教会の入口の天使像の下──わざわざこのために入れられた土を掘ほり返して、箱をとり出した。

　そして、ゆっくりと開ければ、そこには花の描えがかれた扇と一いつ緒しよに、確かに彩波の手にも収まりそうな小さな鍵かぎが入っていた。

「おれは、別に神が来ても来なくても構わないんだよな……だけど、行き場を無くしたおれを組織が、あの人が拾ってくれたのは事実だから。あの人が欲しいというなら、手に入れなくちゃいけないわけだ。それに、あの人を裏切っては、友達に会いにも行けないし、さ」

　腕うでにつけた黒くろ猫ねこの仮面をひと撫なでして、誰にともなく呟つぶやいたあと、維芳の動きは神速を極きわめた。

　俺も桑田も、その手が箱の中に伸びるのを止められなかった。

「鍵っ！」

　叫さけべば、メイド達も反応したが、その間をすり抜ぬけていく維芳の服の裾すそすら誰も摑つかめなかった。

　俺も立ち上がると、彼の姿を目で追ったが、すでに維芳は壁かべ際ぎわにまで逃にげていた。

　いや、そうではなかった。彼は逃げたのではなくたどり着いたのだ。

「だめだよっ！　誰か止めてっ！」

　彼の目的をこの場の誰よりも早く察知した彩波が叫ぶ。

「卑ひ怯きようだよっ！」

「それは失礼。でもおれが譲ったのはあくまで扇だろ。悪いが、あらためさせてもらう」

　俺達にはただの壁にしか見えていなかった、その場所を探さぐると、維芳は目当ての鍵かぎ穴あなを見つけるやいなや、扉とびらに手をかけた。

　その瞬間、俺の目に耳に、先刻のかのうの姿が甦よみがえる。

　俺は、かのうを護まもらなくてはいけないと、強く思う。

　だが、そう思った時には、弐にの間の扉は開かれていた。

　でぃいん　　ごおぅんん　　ごぅぅん

　そして、またあの不思議な音が俺の耳じ朶だを打って。

「大だい丈じよう夫ぶだったよ。今度も、間にあった」

　同じくその音を聞いたのだろう、彩波が囁ささやくように俺に告げた。

　現れた弐の間は、壱いちの間が朱しゆ色であったのに対し、艶つやのある黒で統一されていた。調度から、机から、その上に置かれた膳ぜんまでもが漆しつ黒こくだった。

　その部屋の中央に置かれていたのは、花かんざし。ちりばめられた宝石や貴石が花となされた美しい細工物。

　だが、ここもまた、それしかなかった。

〝かのう様〟の姿はどこにも見あたらない。

「……もう、匂においが消えかけている」

　維芳の呟きだけが、ここにさっきまでその存在がいたことを伝えたが、彼らはまた手に入れ損そこなったのだった。

「……ここもハズレ。でも、それがわかればいいはずだ、な」

　やはり誰だれかに語りかける口調でそんなことをいいながら、けれど維芳の声にも顔にも悔くやしさといったものは表れていなかった。

　代わりに、一仕事終えた表情を浮うかべると、深く深く空気を吸い込んだ。

「……本当に、いい空気だ。88番の言った通り」

　そして、ゆっくりと振り返り、自分を取り囲むメイド達に向き直る。

「さて、と。急いで会いに行きたい友達がこの町にいるんだよ。だから、どいてくれ」

　しゃあしゃあと、メイド達に告げると、つむじ風のように駆かけ抜けて、今度こそ維芳は扉を目指した。

「色々聞きたいことがあるからな、逃がすわけにはいかないっ！」

　俺の方ももう逃がすわけにはいかないから、その進路に立ちはだかる。

「ゆっくり話をしたい気もするが、こっちもそうはいかない。ただ、時に〝信しん頼らい〟は〝信しん仰こう〟に負けることもあると、忠告しておく」

　スピードを緩ゆるめずに突とつ進しんしてくる維芳を、俺は体ごとぶつかってでも止めるつもりだった。

　が、維芳は俺の肩かたに両手を置くと、大した反動もつけず、跳とび箱の要領でまたも俺の頭上を軽々と越こえてくれた。

「くそっ」

　一度ならず二度までも、俺を見下ろすとは許し難がたい。

「まだ、私との決着もついていないのに、逃げる気かしら」

　気がつけば、桑田も準備万ばん端たんで。

　俺と桑田は維芳の追つい撃げきに加わったのだった。

　そして縹館から飛び出してみれば、空も中庭も黄昏たそがれの色に染そまっていて──その中を駆かけていく維芳の身体からだはやけに軽そうに見えた。
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　維芳を逃のがしたものの、弐の間からも何も奪うばわれず、結局痛み分けということになった、その日の晩。

　和邸ていを、再び和初葉が訪おとずれた。地味な色のベロア地のワンピースで現れた彼女は、今日も優等生然として見えた。

　そして、夕食後の俺達をラウンジのような居間に集めると、早さつ速そく演説を始めてくれた。

「まったく、一度ならず二度までも賊ぞくの侵しん入にゆうを許すとは、伯父おじ様はあなた方を買いかぶっていたようですわね」

　今日は、理事長がいないため、初葉は最初から舌好調、のようだ。

　俺としては初葉の話を聞くよりも、彩波やワカナに尋たずねたいことがたくさんあったのだが、彩波一人にこの従姉妹いとこを任せるのも可哀かわい想そうなので、結局この呼び出しに応じたのだ。

「それに、彩波さんも留守宅を任されたというのに、このていたらく。あとで厳しく叱しかっていただかなくてはね」

　案の定、早々にその舌ぜつ鋒ぽうは彩波に向かう。

　が、俯うつむいたその姿勢のままで、彩波は舌を出していた。

「用件は？」

　それでもと、俺から水を向けて、彩波から目線を外させれば、きつい眼まな差ざしが今度は俺達に向いた。

「そうですわね。わたくしもお喋しやべりにきたわけではなくってよ。そう暇ひまな身の上でもありませんし、お話を始めましてよ」

　その割に前置きが長かった……という言葉を飲み込んで、俺は眼鏡めがねのフレームをひと撫なでした。隣となりの席の尾田は既すでに眠ねむそうだ。

「今日の賊はバイクで侵入したのでしたわね。その轍わだちを調べてわかったことがありましてよ」

　おそらく調べて、情報を提供したのは和家のメイドだろうが、自分の手て柄がらとして初葉は話を続ける。

「まず、進入路は屋や敷しきの西北でしたわね」

　バイクで頭上を越えられた俺と羽黒にしてみたら、今いま更さらのことだったが、羽黒が素す直なおに頷うなずいたので、俺もそれに倣ならう。

「その理由はわかりまして？」

「西北側は和邸の中では日当たりが悪い」

「だから、周りを囲む生け垣がきは育ちが悪く、低いね」

　俺と尾田が連れん携けいして答えれば、初葉はそれが正解であったにもかかわらず──いや、正解だったからこそか──不服そうに唇くちびるを嚙かんだ。

「……そうですわ、その通りでしてよ」

　だが、すぐに矜きよう持じを持ち直すと、教師然として頷いた。俺と尾田に初葉の生徒になった覚えは全く無かったが。

「では、このことから更さらに何がわかりまして？　彩波さん」

　また俺達に勝手に答えられてはたまらないと思ったのか、初葉は今度は彩波を名指しする。

「ええと、ええと……」

「おわかりにならないのね」

　どうも、彩波に並々ならぬ対たい抗こう心しんを持っているらしい初葉は、彩波が答えられないとわかると嬉うれしそうに唇を持ち上げた。

　この態度にはそろそろ辟へき易えきしてきた。普ふ段だん、彩波と決して仲が良いとは言えない桑田も心なしか不ふ愉ゆ快かいそうに見える。

「よくって？　ということは賊は事前にある程度こちらの情報を得ていたということですわ」

　これもまた、今更だ。和邸には知暁の襲しゆう撃げきの前に、明らかに偵てい察さつ部隊と思われる黒くろ猫ねこが侵入している。それに、

「日当たりくらい、どこか高い場所から見ればわかるわよ？」

　桑田の言う通りだった。

　これで、さすがに黙だまるかと俺達は多少の期待を込こめて初葉を見たが、それでもまだ初葉は余よ裕ゆうを保っている。

　何の根こん拠きよもなく、嫌いやな感じがした。

「そうですわね。でも、この散策のルートは羽黒さんが決めたんですって？」

「は、い？　決めた、というか提案くらいのことですが？」

　初葉の質問の意図がわからずに、羽黒は正直に答える。

「間ま違ちがいはなくって？」

　念を押されて、羽黒は深く頷いた。

「そう。では、ワカナさん、報告を」

　満足げにこちらも頷くと、初葉は場を一いつ旦たんワカナに預けてしまう。

「不可解だね……」

　尾田は冴さえた目で初葉とワカナを見比べて、不ふ審しんを露あらわにする。でも、その声はワカナ達には届かなかった。

「はい。維芳と名乗った黒猫の携けい帯たいから、どうにかデータを拾うことができました」

　極きわめて事務的な口調で、ワカナは語り始めた。

　水すい没ぼつした上に、維芳に捨てられた携帯電話は、あのままスクラップかと思われたが、データを残していたらしい。

「何がわかった？」

「電話帳は名前も全すべて番号で入れてあったので、個人情報は殆ほとんど出ませんでしたわ。メールは他愛もない内容ばかり。けれど……」

　ワカナはそこで、もったいぶるように、一度言葉を切った。或あるいは、それで動どう揺ようを引き出す作戦かもしれないが。

「叶野学園高校の学生寮りようの番号が入っていました」

　平へい淡たんな調子のワカナの言葉が、俺の頭に届くまで、しばらく時間を要した。そして、それは俺に限ったことではなかったらしく、室内はしばらく完全な沈ちん黙もくに支配された。

「……この中で寮暮らしをしているのは、私くらいですね」

　その、永遠にも思えた静せい寂じやくを破ったのは、一人の少女。

「ええ、羽黒さん」

　ワカナに代わって、その声に応じたのは、初葉。

　羽黒の双そう眸ぼうは、自分に向けられた疑ぎ惑わくを真まっ直すぐに受け止めていた。その、白い横顔が一いつ瞬しゆん、知らない人間のように見えて、俺は瞬まばたきを繰くり返した。

「あの、初葉ちゃん。結局何を言いたいの？」

　自分の客人へと向けられた疑いに、さすがに彩波も表情を険しくして、初葉を問いただそうとする。

「羽黒花南さんが、黒猫の組織と関係がおありなのか、わたくしはそれを知りたいだけですわ」

　答える初葉の声は落ち着いていたが、彩波を見返す眼差しはやはりきつかった。

「たまたま番号が入っていた……それで疑うのはちょっと安易じゃないですか？」

　初葉の発言に、今度は尾田が声を尖とがらせる。

「そうね。他ほかの知り合いの番号という可能性もあるでしょう？」

　続けて、冷たい声と眼まな差ざしを桑田がぶつける。

「そうかも、しれませんわね」

　こちらが拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりと、初葉は尾田と桑田の言い分を受け入れた。

「……他にも何か言いたいことが？」

　苛いら立だちを隠かくしながら、俺は逆に初葉に問う。

「……え、え」

　自分では精せい一いつ杯ぱい抑おさえ込んだつもりだが、それでも俺の怒ど気きにあてられたか、初葉は一瞬怯ひるんだ。

「私も、お聞きしたいです」

　そして、羽黒もまた説明を求めた。

「よくってよ。わたくしもこの二日、ただのんびりしていたわけではないのですもの。羽黒花南さん、あなたが籍せきを置いている〝組織〟とやらについて調べさせてもらってよ？」

　初葉はさも意味ありげにそう言ったが、羽黒の視線は初葉に固定されたまま、揺ゆらぐことがなかった。

「警察への協力から、失うせ物もの探しまで、手広くやっておいでのようだけど、一番の得意は〝諜ちよう報ほう活動〟なんですってね」

「……はい」

　羽黒は否定しなかった。

「つまり、潜せん入にゆう捜そう査さなどは、お手の物ね」

「はい」

「人を騙だますことも、かしら？」

「何がおっしゃりたいんですか？」

　初葉がわざとらしく、羽黒の目を覗のぞき込む。その中から偽いつわりを探し出そうとするように。

「仲間と見せかけておいて、組織に情報を流すとか……なさっているんではなくって？」

　ダンッ──

　気がつけば、俺はテーブルに拳こぶしを叩たたきつけていた。

　その音に驚おどろいて、彩波が首を竦すくめたけれど、構わなかった。

「いい加減にしろ。不ふ愉ゆ快かいだ！　羽黒花南は俺達の友人だっ！　これ以上妙みような言いがかりを付けることは許さないっ!!」

　鋭するどく尖った声と共に、俺は初葉をきつく睨にらみつけた。

「冗じよう談だんじゃない。羽黒は噓うそをついて、それで素知らぬ顔でいられるような人間じゃないっ！」

　なおも言い募つのれば、その俺の剣けん幕まくに押されて、初葉も唇くちびるを固く結んで押し黙だまった。

「……秋庭さん」

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺は羽黒花南を信じている」

「私もよ」

「僕もだ」

　俺達が口々に言えば、やがて羽黒の瞳ひとみは潤うるみ出す。

「あ、ありがとう、ございます」

　そして、深々と頭を下げて、そのまま顔を上げなかった。多分、涙なみだを拭ぬぐっているのだろう。

「ねえ、初葉ちゃん。彩波も花南ちゃんとはお友達だし、やっぱり何の証しよう拠こも無いのに人を疑うのは良くないことだと思うよ」

　最後に、彩波までもがそう言えば、初葉は血がにじみ出すほど唇を嚙かみしめて──反はん撃げきを開始した。

「証拠がないですって？　電話番号に、怪あやしげな組織の一員であること。それに、宮崎県出身であることまではっきりとわかっているのに、何を愚おろかな！」

　眉まゆをつり上げ、ひどく耳みみ障ざわりな声で彩波に向かって言い立てる。

「で、でもでも……」

「その程度のもの、証拠だと言えないだろう」

　押される彩波の加勢に、俺が口を出せば、初葉の方にも味方はいた。

「昨日の深夜、知暁という賊ぞくを閉じ込めておいた部屋の付近で、羽黒さんを見た者がおります」

　それは、ずっと羽黒を疑いの目で見ていた、ワカナだった。

「ワカナちゃん？」

「差し出がましいこととは存じますが、私の大事は彩波様のみですわ。ですから、少しでも彩波様に害をなす可能性のある者は……排はい除じよいたします」

　決然と顔を上げて、ワカナは言い切った。それが、彼女が唯ゆい一いつ守るべき存在を、彩波を思っての言葉だとはわかった。

　だが、だからといって、

「納なつ得とくできるかっ！」

　俺は大声で叫さけぶと、立ち上がり、羽黒の腕うでをとった。

「あ、秋庭さんっ!?」

「どこへ行くというんです？」

「俺はもう帰らせてもらう。羽黒もだ！」

　行く手に立ちはだかるワカナに俺はきっぱりと告げた。

「お通しするわけにはいきません」

　だが、ワカナも退ひかない。そして、ワカナの下についているメイド達が扉とびらを塞ふさぐ。

　対たい抗こうするように、尾田と桑田が俺達の脇わきを固めて、睨み合いになる。

「わ、ワカナちゃん。多加良ちゃんも……」

　睨み合う俺達を見て、いまにも泣き出しそうな彩波の顔が視界に入ったが、それでも俺は退かなかった。

　俺の腕を羽黒が引くまでは。

「なんだ？」

　そうして、振ふり向けば、ひどく静かな表情をした羽黒に──出会った。

「大丈夫です」

「……何がだ？」

「ワカナさん、私を拘こう束そくしてください」

「なっ！」

　羽黒が自ら申し出たことに、俺は耳を疑い、二の句が継つげなかった。

「何を言い出すの？　花南ちゃんは何もしていないでしょうっ？」

　俺の代わりに、桑田がまなじりを上げて羽黒に問いただす。

「はい。……だから、警察に連れて行かれるのは困りますが、別室に隔かく離りされる分には構いません」

　淡たん々たんと羽黒は話す。

「ワカナさんが心配していらっしゃるのは、彩波さんですよね。だから、お祭りが終わるまで私が彩波さんに近づかなくなればいいでしょう？」

「……ええ」

「それで、外と連れん絡らくを取らなければいいですか？　それなら三日くらい構いません」

　力の抜ぬけた俺の腕から、自分の手を引き抜きながら、羽黒は冷静にワカナと取引を進める。

　誰だれも、二人の間に割って入ることが出来ないまま、交こう渉しようは終わって。気付けば羽黒の両手は縄なわで縛しばられていた。

「ワカナちゃん、縄なんて……」

「前回の反省を活いかしてのことです」

「大丈夫ですよ、彩波さん」

　優やさしい笑えみを向けて、羽黒は自分から歩いていく。

「秋庭さん、美名人ちゃん、尾田さんも心配しないでください。ちょっとの間、会えないだけですよ」

　呆ぼう然ぜんと見送ることしか出来ない俺達に、羽黒はいつもの、困ったような八の字眉で笑って、背を向けた。

　本当になんでもないことだというように、一度も振り返らずに、脇を二人のメイドに囲まれて扉の向こうに消えた。

「……これで、後は賊を捕つかまえるだけですわね」

　羽黒の姿が消えるやいなや、鼻息も荒あらく、そんなことを言った初葉を、俺は鋭するどく睨にらみつけた。

「な……んですの。羽黒さんを止めることも出来なかった、くせに」

　だが、逆にきつい言葉を投げ返されて、言葉に詰つまる。

「初葉！」
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　始め、その鋭い声を発したのが誰なのか、その場の誰もわからなかった。

「いい加減にしてっ！　いい加減にしないと、そんな娘こはかのう様とのご縁えんを切ってもらうよっ！」

　ツインテールの髪かみが、苛いら立だちと共に揺ゆれるのを見るまで、彩波だとはわからなかった。

「な……によ。かのう様に選ばれたからって、何よっ!!」

　彩波に摑つかみかかろうと、初葉がその距きよ離りを詰めたが、その手が彩波にまで届くことはなかった。

「おやめください」

　しっかりと、その腕はワカナが止めていた。

　そのまま初葉はワカナに部屋の外に連れ出される。

「……ごめんね。でも、花南ちゃんが悪くないってことがわかればすぐに出してあげられるからっ。だからっ！」

　必死で言い募つのる彩波の髪を、軽くかき回して俺は、ゆっくりと頷うなずいた。

　どうにも頭に血が上っていたらしい自分を反省する。

「大だい丈じよう夫ぶだ、彩波。ちゃんと羽黒の疑いを晴らして、ちゃんと黒くろ猫ねこを捕まえて、ついでにちゃんとかのうも護まもる」

　そう言えば、自分のやるべきことがはっきりとした。

「羽黒の疑いを晴らすには、黒猫を捕まえるのが、一番だ。どうにかして、こっちから攻せめられないか、考えてみよう」

「そうだよ、ね。うん」

「そうね、そうしましょう」

　俺に続いて、尾田と桑田も夢から覚めたように思考がはっきりしてきたようだ。

　二人に大きく頷いて見せながら、俺はもう一度彩波の頭を撫なでた。
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　暗くら闇やみが親しげにまとわりついてくる──そんな気がして、彼女はゆっくりと目を開けた。

　それでも、視界を埋うめているのは更さらなる闇やみで、彼女はそこに小さな吐と息いきを落とした。

　今こ宵よいは新月で、いつもの夜よりも更に世界は暗い。この部屋の小さな窓から差し込む光はなく、このまま夜明けが来ないような気がしてくる。

　でも、目を開けたまま、虚こ空くうを見つめている内に、いつの間にか目は慣れて、物の輪りん郭かくも見えてくる。

　見慣れた世界が徐じよ々じよに浮うかび上がってくるのを、彼女は静かに待った。

　こんなにも静かな夜は久方ぶりだった。

　そうすると、自分がずっと喧けん騒そうの中にいた気がしてくる。ほんの数ヶ月に過ぎなかったというのに。

　けれど、この静せい寂じやくもやがて破られる。

　忍しのび込んできた密ひそやかな気配に、一いつ瞬しゆん緊きん張ちようして──すぐに力を抜いた。

「……鍵かぎをかけたからといって、開けられぬということはないだろう」

　つい先日、自分が言った台詞せりふを他人の口から聞いて、彼女は微かすかに嗤わらった。

「……抜かったな。もう少し、仲間の振ふりをしていればいいものを」

　久々に会ったというのに、挨あい拶さつの一つもなく投げかけられた言葉に、彼女はただ深く頭を下げた。

「申し訳ありません」

「まあ、いい」

　硬こう質しつだが不思議と心地よいアルトの声に、常にはない昂こう揚ようを感じ取って、少し視線を上げてみた。

　だが、そこにあったのは、見慣れた黒猫の仮面かお。

「ダイスの２５３は……維芳は戻もどりましたか？」

　姿を消した同どう胞ほうの行方ゆくえを尋たずねれば、

「一度連れん絡らくを寄よ越こして、後は切れた」

　あっさりとした声が返ってくる。

「そうですか。追っ手は？」

「今はださない。……全すべてを終えてからだ」

「私はどうすれば？」

　縛しばり上げられた腕うでを見つめながら問えば、それに目を落とした相手が、軽く嘆たん息そくする。

「残る部屋はあと一つだ。新しい情報は？」

「最後の部屋は〝鍵〟だけでは開かないそうです……開けられるのは二人だけと」

　新たに得たことを告げれば、黒猫は大おお仰ぎように頷いた。

「……もう、情報はいらないな。私と一いつ緒しよに一いつ旦たん引き上げだ」

「はい」

「それと……娘の方を捕つかまえて吐はかせるか」

　いつも冷静に知略を巡めぐらす人にしては、荒っぽいような気もしたが、彼女の立場では逆らえるはずもなく、

「……はい」

　ただ首を縦に動かした。

「用意は？」

「出来ています」

　軽く腕を振ふれば、既すでに解ほどけていた縄なわは床ゆかに落ちた。

「ああ、そういえば土産みやげがある」

「……土産、ですか？」

　この人がそんな気を自分に回すことなど考えられなくて、思わず問い返せば、

「お前の仮面だ」

　渡わたされたのは、ちょうど中央に銀色の稲いな妻ずまが入った黒猫の仮面。なるほど、この土産ならば納なつ得とくできた。

「……私の仮面。直ったのですね」

「少し、修しゆう繕ぜんに凝こったようだが……いいだろう」

「はい。ありがとうございます……姉様」

　その仮面を、手にとったまま、彼女はじっと見つめた。

「早く」

　焦じれた姉に命じられるまで、ずっと。

「……はい」

　そうして、自ら仮面で顔を覆おおい、彼女は──黒猫に戻った。
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　午前零れい時を過ぎても、誰だれも休もうとは言い出さなかった。

　テーブルの上、額を突つき合わせて、話し合いは続いていた。

　彩波だけは二時間程前にメイドの手によって、寝しん室しつに連行されてしまい、いなかったが。

「……やっぱり、一番は参の間に罠わなを張ることか」

　色々なパターンを検討したが、ベストと思えるアイディアにはどうしても参の間が欠かせなかった。

「いっそのこと、かのう様に釣つり糸でもつけてみる？」

「それ、いいな」

「……本気じゃないよね」

　桑田の提案に俺が乗ってみせると、少々うんざりとした様子で尾田に睨にらまれてしまった。

「なんか、三人っていうのは久し振ぶりだね」

　いま気付いたような口ぶりで尾田は言ってみせたが、ずっと胸の中で貯ためていた言葉だということはわかった。

　それは、俺も桑田も同じだったから。

　まだ四ヶ月余りの付き合いなのに、羽黒はいつの間にか、俺達と一緒にいるのが当たり前の存在になっていた。

「あの天然ボケがないと、寂さびしいわね」

「けっこう無理矢理なボケの時もあるけど……」

　お笑い評論家のような尾田の台詞に、俺と桑田が苦く笑しようすれば、言った尾田もその内つられて笑い出す。

「とにかく、早く自由にしてあげたいよ……」

「ええ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。羽黒は無実だ。俺達が信じていれば……」

　──大丈夫だ、と、もう一度俺が繰くり返したその声に被かぶさって、鳴り響ひびいたのは今までに聞いたことのないサイレン。

　低音から高音に上り詰つめていく、妙みように不安な気持ちに駆かり立てられる音に、俺達は部屋の外に飛び出した。







　廊ろう下かに出て、人の流れを追っていけば、彩波の部屋がある離はなれを囲む中庭に行き着いた。

　すれ違ちがうメイドや黒服の表情は限りなく張りつめて、また周辺に漂ただよう空気も、いつ糸が切れてもおかしくない位に張りつめていた。彼らの視線はいま、すべて離はなれの二階──映画のようにスポットライトの当てられた、その窓辺に集中している。

　嫌いやな予感を覚えながら、俺達も目を凝こらす。眼鏡めがねを指先で押し上げて、焦しよう点てんをしっかりと合わせて俺は現場を見み据すえた。

　その窓辺には、二人の黒くろ猫ねこと、その腕に横よこ抱だきに抱かかえられた彩波の姿があった。

「い……ろは？」

「彩波様を放しなさい!!」

　数名のメイドが一いつ斉せいに解放を叫さけぶ声を聞いて、俺は自分の見ているものが間違いではないと悟さとる。

　だが、その声に黒猫が応こたえることはない。また、眠ねむらされているのか、それとも気絶させられたのか、彩波がもがき暴れることもなかった。

　どういうことなのか、誰か救出の為ために動いているのか、答えられる者の姿を探すが、俺が見つけたその最有力候補はいま、頭に包帯をまかれ、近くの芝生しばふに寝ねかされていた。

「ワカナさんが、やられた？」

　ワカナの実力を知っていたらしい桑田が、その姿に呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「彩波様を放せっ！」

　再度メイド達が叫ぶ。

「こちらも思惑おもわくがある。何度請こわれようと用が済むまで解放はない」

　凜りんとした声こわ音ねは、初春の宵よい闇やみを切り裂さくように響き渡った。

　黒猫の仮面越ごしに発せられたとは思えない程ほどよく通る声に、喧けん噪そうが一いつ瞬しゆん止まり、場は静まりかえる。

　そして、その瞬間を待っていたとばかりに、黒猫は彩波を抱えたまま、二階の窓から飛び降りた。

　悲鳴があがる。

　だが、本当に猫のような身軽さを持っていた二匹ひきの黒猫は、危なげなく地面に降り立った。

　そうして近くで見れば、一匹ぴきの黒猫の仮面はひび割れを合わせたような、稲妻のような銀色の線が表面に入っていた。

　そして、黒猫たちが降り立ったのは、よりによって俺達の立っている場所の直線上──間には三メートルもなかった。

「……彩波を放せ」

　覚かく悟ごを決めて、構えをとり、黒猫と対たい峙じする。

「ああ、お前が秋庭多加良か……」

「……いかにも、俺が秋庭多加良だ。もしかして用があるのは俺にか？　だとしたら……」

「なるほど、よく口が回るようだ。だが、お前に用はないから、どいて貰もらおうか」

「その腕うでの荷物を置けば考えないでもない」

　とにかく隙すきを見せないように、慎しん重ちように相手との距きよ離りを保つ。素す早ばやく周囲に視線をやれば、尾田は俺達を囲む人の輪が一定以上広がらないように押しとどめている。

「人を訪問するには礼れい儀ぎ知らずな時間じゃないか？　怒いかりを買っても仕方がないな」

「昼に訪おとずれても、入れてくれないだろうに？」

　こちらが話しかければ応じる──一体どっちがお喋しやべりなんだか、と考えながらも俺は口を閉じない。

「それは、そっちの目的と方法にやましいところがあるからだろ」

「やましさ、など欠片かけらほどもない。〝祀まつるべき神が欲しい〟我らはいたって純じゆん粋すいだ」

　厚かましくも純粋だと言ってはばからない黒猫との会話にいい加減苛いら立だち始めた頃ころ──やっと桑田がその背後に回り込んで、仕し掛かけた。

「……足音が大きすぎる」

　だが、黒猫は半身を返すと同時に、簡単に桑田の足を払はらった。転てん倒とうこそ避さけたものの、桑田はたたらを踏ふんでバランスを崩くずし、彩波を抱えていない方の黒猫──がそれに巻きこまれ、そのまま派手に転ぶ。

　そして、その衝しよう撃げきで仮面が落ちて、その素顔が現れる。

　一人の人間の顔、が。

　闇やみ夜よが見せている幻まぼろしだと、思った。

　けれど、スポットライトの余波に照らされた横顔が、幻ではないとわかるまでに、そう時間はかからなかった。

「……羽黒？」

　必死で押しとどめようとしたが、口は勝手にその名を呼んだ。

　長い黒くろ髪かみをいつも通り三つ編みにして、黒目がちの双そう眸ぼうで俺を見る。その白い面おもてに長いまつげが薄うすく影かげを落としている。

「花南ちゃん？」

「羽黒さん？」

　疑ぎ問もん符ふが飛び交かうが、口に上る名前は全すべて同じ。

「……だから、言ったじゃないですか。私は噓うそつきだって」

　夜にとけ込む黒くろ装しよう束ぞくについた、赤土を払いながら立ち上がり、そう言う声も聞き慣れたソプラノ。

「ふざけているのか？　だったら、こんな、かのうみたいな悪ふざけはすぐにやめろ」

　すぐに、そうですねごめんなさいと──そんな台詞せりふが聞けるはずだと、俺はそう思って少しきつい声で言ったのに。

「ふざけてなどいません」

　真っ向から俺の目を見返してくる眼まな差ざしとともに突つきつけられたのは、明確な否定。

「私は、羽黒花南は黒くろ猫ねこです。間違いありません」

「……よく似た、偽にせ者ものじゃないの？」

「そうよ、だとしたら、早く正体を見せろっていうのよ」

　まだ呆然とした視線を前に向けながら、尾田と桑田は口々にそう言い、俺もそれに迎げい合ごうしたかった。

　でも、よく知っていると思っていた少女は、見たことのない冷たい笑えみをその唇くちびるに刷はいて。

「どうして……あれほど信じる信じるとばかの一つ覚えのように繰くり返していたのに、肝かん心じんな時にそう言わないんです？　信じてくださいよ。私が裏切り者で、黒猫だって」

　淡たん々たんと告げた。

「信じ、られるかっ!!」

「信じてください……そして、もう二度とこの噓つきを信じないように」

　そう言って、全ての表情をそぎ落とすと、羽黒花南は仮面をつけて──黒猫になった。

「行くぞ！」

　親猫のような、もう一人の黒猫に促うながされるまま、駆かけ出す。

　止まっていた時間が動き出す合図のように、再びサイレンが鳴り響ひびいて、メイドと黒服が二匹の黒猫の後を追う。

「絶対に、邸てい内ないから出してはなりませんっ！」

「追え、追えーっ!!」

　けれど、俺達三人はまだ、止まった時間の中に取り残されていた。

「なん、なの？」

　小さな蚊かの鳴くような声と共に、桑田は膝ひざから崩れ落ちた。

「噓だよ。僕達、集団催さい眠みんにでもかかってるんじゃない？」

　先刻見たものを、無かったことにしたいと、掠かすれた声で尾田は言い。

「羽黒花南は黒猫だった」

　決して受け入れたくない、けれど目にした事実を俺は告げた。

「そんなの、噓よ」

　常には見せない、縋すがるような眼差しを桑田が俺に向けてくる。頼たよりない素顔を晒さらす。

「ねえ、きっと何か事情があるのよ。だから……」

「多加良、信じるって言ってくれ。羽黒さんを信じるって、言ってくれ！」

「俺がそう言ったら、二人とも信じるっていうのか？」

　問えば、二人は大きく頷うなずいて。

「……じゃあ、いったい誰が羽黒花南を信じてやるんだ？」

　俺がぶつけた問いに、二人は今度こそ言葉を失い、呆ぼう然ぜんと立ちつくす。

　そして、ぶつけた言葉はそのまま、自分に跳はね返ってきた。

　いったい、誰が羽黒花南を信じてやる？

　頭の中で自分自身の声がこだまして、何度も何度も問いかける。

　答えが見つからないのに。

　頭の中で、ノイズのように繰り返される声に俺は耐たえきれなくなって、二人に背を向けて走り出していた。

　あてなどなく、ただもうその場にいることが出来なくて、駆け出していた。

　二人とも追ってこなかった。







　時折すれ違ちがう人の流れに逆らって、逆らって走り続けた結果、俺がたどり着いたのは中庭の噴ふん水すいだった。

　まだ春が来たと見なされていないからか、乾かわいたまま、水が流れることはない。

　その縁ふちに腰こしを下ろすと、これまで走っていられたことが噓のように、身体からだから力が抜ぬけた。

　掌てのひらに顔を埋うずめて、しばらくそのままでいた。

　何度も何度も、信じると言ったくせに、いざ突きつけられた現実の前に、自分がこんなに簡単にぐらつくとは思わなかった。

　信じようと、信じたいと思っているのに、それがわからなくなっていた。

　便利に使っていた言葉の正体が、急に見えなくなった。

「大変なことになってきたのう……」

　しゃらん、という鈴すずの響きを伴ともないながら、かのうが現れたのはそんな時で。

「……彩波は？」

　顔を上げられぬまま、問えば、

「いまの所は大事ないと思うが……先はわからぬのう」

　返ってきた声は思いの外頼りなく、俺はやっと顔を上げた。

「……ひどい顔だのう」

「……もともとだ」

　そこにあったのが、気き遣づかうような表情であったことに俺は少し驚おどろいて、目を背そむけた。

「のう、多加良……信じるということは、どういうことであろう？　疑わぬことかのう？　それとも心に形を与あたえることかのう」

　こちらの胸の内を読んだような問いかけに、俺は何も返すことが出来ない。

　だが、それを咎とがめることも、からかうことも今夜のかのうはしなかった。

「……答えの出ぬことも人の世にはあるからのう」

　ひたすらに優やさしい声で、耳じ朶だを撫なでるだけ。

「こういう時はのう……答えなど探さぬことだのう。ただ、今という瞬しゆん間かんに己おのれが何をするのか、したいのか。一つだけ定めて動いてみるのがよいよ。例えば……妾わらわを護まもってくれる、とかのう？」

　ゆったりとした口調に合わせて、その言葉はゆっくりと俺の中に浸しん透とうしていった。

「……進級、とかな」

　ようやく、軽口を返せば、嬉うれしそうにかのうは微笑ほほえんで。

　認めたくはないが、その笑え顔がおに俺は、ひどく安心した。

　だが、それもまた束つかの間のことだった。

「は……これは、何事かのう？　妾の境界に干かん渉しようして…………？」

　軽い驚きの声を上げて、かのうは自分の足あし下もとを確かめるように見た。

　余よ裕ゆうのある仕草だったが、直後それは焦あせりに変わる。

「な、んと？」

　その表情が苦痛に歪ゆがむところなど、俺は初めてみた。何かを俺に伝えようと、かのうの唇くちびるが動くが、それを聞き取ることは出来なかった。

　いつも装そう飾しよく品ひんのように、かのうの両手首と両足首に嵌はまっている連環わが、先刻までかのうが持っていた銅どう鐸たくもどきと同じ──否いな、それ以上の白く眩まぶしい輝かがやきを放ち始める。

「なっ、どうしたんだ！」

　そして、連環が存在を主張し始めたのとは逆に、かのうの身体はどんどん透すき通っていき、夜との境目が曖あい昧まいになっていく。

　融とけて、いく。

「かのうっ!!」

　叫さけびながら手を伸のばす。触ふれられないとわかっていても、伸ばした。

　けれど、同じく伸ばされた指先に触れる前に──かのうは夜の闇やみに、朧おぼろとなった身体を吞のまれてしまった。

「かのう───っ!!」

　そして、俺の叫びもまた、ぱっくりと口を開けた暗くら闇やみに飲み込まれていった。




　しゃらん

　でぃぃぃん




　残ったのは、二つの残ざん響きようだけだった。





to be continued……
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　ということで、二〇〇六年も無事『神様ゲーム』でお目にかかることが出来ました。嬉うれしいです。そして、これも読んでくださるみなさんの応おう援えんがあってこそです。ありがとうございます。おかげさまで三巻です。正直、ここから先は未知の領域です。投とう稿こう時代は考えても二巻まででしたから。だからこそ、一歩一歩確実に進めていきたいと思っています。あ、でも、今回「続く」となったのはそのせいではありません、ええ、ありませんとも！　とにかく、やっと作中時間が現実の時間に追いつきました（またすぐにずれてしまいますけど）。みなさんは春は好きですか？　私は一昨年までは大好きだったのですが、去年から杉すぎと檜ひのきの花か粉ふん症しようになり、ちょっと辛つらい季節です。でも、負けずにお花見に行きますよ！




　それはともかく、二巻のあとがきで私は「面おも白しろいあとがきを書く」宣言をしました。だから、この数ヶ月、考えました。考えに考えました。雑誌の集中連れん載さいをしながら、長編を書きながら考えました。でも、答えは出なかったのです。ちなみに参考までに考えた物をあげると──

　昔々、小学生だった宮﨑柊羽は下校中ふと、目を瞑つぶって歩いてみようと思い立ち、実行しました。目を瞑ったまま、真まっ直すぐに歩いているつもりで進むことしばし……田んぼに落ちていました。そしてどろどろのぐちゃぐちゃになりましたとさ。今よりも、長野県某市が田舎いなかだった頃ころのお話です。ちなみに記き憶おくでは左側に進んでしまっていたので、この当時から私の身体の歪ゆがみは左であったという推測が成り立ちます。




　えー、自じ虐ぎやくネタはもしかしたら面白いかもしれませんが、本人にとってはあまり面白くないので止やめます。

　ということで、もうクイズでも出すしかないなーと思いました。っていうか出してみます。その名も『神様ゲーム裏設定クイズ！』です。




第一問……二巻で鈴木君が持ってきた差し入れの箱の中身は何でしょう。

　①ジャンボお汁しる粉こ缶かん　②おでん缶　③倦けん怠たい感かん

第二問……桑田さんはお茶を淹いれるのが上手ですが、お料理の腕うで前まえはどうでしょうか？

　①もちろん上手　②普ふ通つうの味で普通に上手　③お菓か子し作りは上手だけどお料理の方は下手




　はい、シンキングタイム終了！　え、たったの二問？　ページの関係ですよ。思いつかなかったからではありません。多分。答えは次のページにあります。

　では答え合わせです。第一問の答えは①です。お汁粉缶にジャンボがあるのかどうかは知りませんが、喉のどの渇かわきを潤うるおすには相応ふさわしくない差し入れです。さすが鈴木といった所でしょうか。

　第二問の答えは③です。理由としては、お菓子作りは材料をグラムできっちり量りますが、お料理の場合は「ひとつまみ」とか「少々」とか曖あい昧まいな部分があります。桑田さんはその辺りが性しよう分ぶんに合わないので、お料理を作ると失敗します。こんな感じで、こっそり裏設定を考えるのが私は大好きです。みなさんはどうですか？　っていうか、これで楽しんで頂けましたか？

　とにかく、クイズも終えましたので、今回もお世話になった方々への謝辞を。

　担当の山口女史。本当にいつもありがとうございます。上下巻構造にしたいという申し出にもご理解を頂き、また実現出来たのはあなたのお陰かげです。引き続きよろしくお願いします。

　イラストの七草様。今回の表紙も最高に素す敵てきです。本当にありがとうございます。

　宮崎弁のチェックをしてくれたＯ様、どうもありがとう。何の気なしにした設定なのに、その後宮崎県出身のあなたと長野で出会うとは。もう、偶ぐう然ぜんではなく運命ではないですか？

　その他友人、知人、家族、この本を形にする為ために力を貸してくださった全すべてのみなさんに感謝いたします。

　そして、『神様ゲーム』を読んでくださるみなさん、本当にありがとうございます。少しでも面白い物語をお届けすべく精しよう進じんして参りますので、これからも応援よろしくお願いします！

　第四巻は三巻がこのような形で終わっています（というか続いている）ので、なるべくお待たせせずに、お届けしたいと思っています。頑がん張ばりますので、ちょっとだけ待っていて下さい。
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